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一般会計決算

よい村つくりに

平
成
六
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
の
決
算
が
九
月
定
例

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。
主
な

事
業
と
し
ま
し
て
は
、
合
併
四
十

周
年
記
念
事
業
の
推
進
、
第
四
次

明
和
村
総
合
計
画
の
策
定
、
ふ
る

さ
と
産
業
文
化
館
の
着
工
、
明
和

洒
洋
セ
ン
タ
ー
の
開
館
、
道
路
、

排
水
路
な
と
の
生
活
環
境
整
備
な

と
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

村 税 14億4,724万7,569円 (33.7%)

42億9,743万5,268円

58.3% 

地方交付税 9億3,039万0,000円 (21.6%)

繰入金 4億7,852万4,425円 (11.1%)

村 債 4億1,320万0,000円 (9.6%)

繰越金 2億3,039万0,721 円 (5.4%)

諸収入 1億9,722万5,825円 (4.6%)

地方譲与税 1億1,687万8,000円 (2.7%)

票支出金 1億1,274万0,338円 (2.6%)

国庫支出金 1億0,615万4,983円 (2.5%)

その他 2億6,468万3,407円 (6.2%)

（億円） 115 0
_
ｭ

r
 5,_ 

平
成
六
年
度
は
、
五
年
度
に
引
き

―
続
き
我
が
国
の
景
気
は
、
相
変
わ
ら

ず
バ
ブ
ル
の
後
遺
症
が
長
引
い
て
お

り
、
低
迷
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
こ
で
、
政
府
は
、
国
の
総
合
経

済
対
策
を
策
定
し
、
景
気
浮
揚
策
と

し
て
内
需
拡
大
策
等
の
諸
施
策
を
講

じ
、
そ
の
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
国
際
社
会

の
一
員
と
し
て
、
お
よ
び
、
世
界
経

済
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
分
担

が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
内
外
に

懸
案
事
項
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

従
い
ま
し
て
、
国
や
県
、
市
町
村
に

お
き
ま
し
て
も
、
行
財
政
運
営
に
苦

慮
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
例
外
で

は
な
く
、
低
迷
す
る
景
気
の
中
で
の

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
予
算
の
執
行
に
は
、
十
分
な
配

慮
と
、
か
つ
、
弾
力
的
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
国
が
定
め
た
地
方
財
政

計
画
に
基
づ
く
財
政
方
針
に
沿
っ
て
、

予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
る
中
で
も
、
村
政
の
進
展

は
止
め
る
こ
と
な
く
、
「
活
力
と
う
る

お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
目
指

し
常
に
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、
村

明
和
村
長

斎
藤

決
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
9. 

ノ‘

年
度

憲

民
生
活
の
安
定
と
、
質
の
向
上
を
推

進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
平
成

六
年
度
は
、
合
併
四
十
周
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
た
め
、
こ
の
記
念
事
業

の
推
進
、
第
四
次
明
和
村
総
合
計
画

の
策
定
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
の

着
工
、
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
開
館

な
ど
の
新
規
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
、

村
道
の
整
備
、
用
排
水
路
の
改
修
、

福
祉
の
充
実
、
産
業
・
教
育
・
文
化

の
振
興
な
ど
重
要
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
縮
滅
す
る
こ
と
な
く
積
極
的
に

取
り
組
み
、
村
政
の
後
退
を
招
か
な

い
よ
う
配
慮
し
、
所
期
の
目
的
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
確
信

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
員
の
皆
様

方
を
は
じ
め
と
し
、
村
民
各
位
の
深

い
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
指
導
、
ご

協
力
の
た
ま
も
の
と
、
心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
、
こ
こ
に
平
成
六
年
度
の

決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

平成 7 年10月 10 日伏） (2) 



村の財産

土地 178ｷ,359 m' 

建物 26,620m' 

基金〔現金〕（財政調整基金、土地

開発基金、ふるさとづくり基

金なと） 28億1,465万2干円

〔土地〕 987m' 

出資金等 524万1 干円

活力のある住み

土木費 12億9,579万1,421 円 (31.4%)

総務費 10億1,317万5,333円 (24.5%)

民生費 5億3,910万8,624円 (13.1%)

教育費 3億8,888万3,393円 C 9.4%) 

衛生費 2億5,482万6,109円 (.6.2%)

農杯水産業費 2億3,615万4,721 円 (5.7%)

公債費 1億5,399万5,906円 C 3.7%) 

消防費 1億4,369万3,626円 (3.5%)

議会費 7,036万3,815円 (1.7%)

その他 3,181 万2,727円 (0.8%)

平成 6 年度

公債費
3.7% 
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村民 1 人当たりの収入と支出（平茫閂噌輩散見在）

村民 1 人が負担した税金

126,663円

41億2,780万5,675円

村民 1 人に使われたお金

361,264円

村民税

50,214円

固定資産税

65,808円

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費

6,158円 88,673円 47,183円 22,302円 20,668円
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畠虞
` 

冨三
軽自動車税 村だばこ税 特別土地

1,246円 3,877円 保有税

5,518円

二贔｀

土木費 消防費 教育費 公債費 その他

113,407円 12,576円 34,035円 13,478円 2,784円

口ご負こ
(3) 平成 7 年10 月 10 日（火）



民生費
地域福祉活動推進事業（社会福祉協

議会事業補助） 746万円

国民年金事業 1億7,777万円

ホームヘルプサービス事業 631万円

デイサービスセンター管理運営費

1,069万円

特別養護老人ホーム等入所事業

2,927万円

老人保健特別会計繰出金 2,902万円

障害者福祉事業 948万円

医療福祉事業 1,754万円

老人福祉センター運営事業1,500万円

保育園運営費 1億1,029万円

教育費
小学校費（西小北校庭敷地（水路敷）

購入費など） 7,140万円

中学校費（英語指導助手の招致事業

など） 5,772万円

幼稚園費 4,792万円

社会教育推進事業（青少年育成対策

費、公民館費など） 3,343万円

保健体育事業（各種教室、大会の開

催） 2,250万円

海洋センター事業 6,654万円

衛生費
邑楽館林医療事務組合負担金

2,202万円

邑楽館林医療事務組合病院事業会計

出資金 1,471万円

土木費
道路維持補修事業 2,903万円

道路橋りょう新設改良事業

4億2,391万円

新用途地域指定替え業務委託料

600万円

都市計画道路決定資料作成業務委託

料 132万円

ふるさと産業文化館設計業務委託料

3,502万円

ふるさと産業文化館建設工事費

3億8,068万円

ふるさとの広場 B. C ゾーン間の舗

装工事費 3,111万円

海洋センター外構等工事および竣工

式典関係費 8,077万円

ふるさとの広場用地購入費9,570万円

ふるさとづくり基金積立金および利

子積立金 1億1,604万円

住宅管理費 537万円

総務費
村勢要覧作製委託料 723万円

広報ビデオ製作委託料 309万円

オフトーク通信電話回線使用料

2,036万円

役場駐車場整備事業 776万円

第 4 次総合計画策定委託料 602万円

交通安全対策事業 361万円

合併40周年記念事業 561万円

公共施設建設基金などの積立金

5億8,005万円

固定資産税課税客体調査等委託料

2,600万円

住民情報電算処理関係事業 401万円

平成6年度

·攣’

し

なく＞
事工ミ
業
に計

t算
た

麟
悶

主
な
事
業

平成 7 年10月 10 日（灼 (4) 



消防費・消防施設費負担金、災害対

策費） 1億4,369万円

議 会 費
議会だよりなど印刷製本費 49万円

商工費
商工振興推進助成 700万円

明和村納涼祭補助 250万円

商業設備近代化資金貸付金 264万円

諸支出金
明和駐在所誘致事業 410万円

土地開発基金利子繰出金 496万円

公債費
長期債償還元金

長期債利子

7,730万円

7,660万円

消防費

国民健康保険特別会計繰出金689万円

母子保健・老人保健事業 3,189万円

合併処理浄化槽設置事業 973万円

水道事業会計繰出金 5,000万円

保健センター運営事業 434万円

じん芥処理事業 5,864万円

館林衛生施設組合負担金 2,770万円

農林水産業費
消防関係事業（常備消防費・非常備 I 群馬の果樹産地総合振興事業313万円

軟弱野菜生産振興事業 410万円

県単小規模排水事業（江口地区）

3,114万円

村単水路改修事業 5,570万円

団体営土地総事業（大輪西地区）

2,680万円

土地改良総合整備事業調査費（大輪

東地区） 158万円

県営佐貫土地改良事業 3,935万円

平成 6年度特別会計決算

老人保健
歳入 488,241.442円

歳出 488,241.282円

差し引き 160円

歳出の99.1％を占める医療費は、

高齢化社会を反映して老人人口の増

加や入院医療費の増加により、前年

度と比較して約2,379万円 (5.2%) 

の増加となりました。

国民健腰保険
歳入 562,854,736円

歳出 461,431.302円

差し引き 101,423,434円

歳出の大部分を占める医療費の伸

びは、年間で前年比0.8％の減少とな

り、高齢化が進む中にあって保険給

付支出が前年を下回りました。

しかしながら、国保財政は年々老

人保健該当者の増加により拠出金が

増加しているため依然として厳しい

層り

゜
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す
と
ま後
め
今
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あ
費
に
療
況
医
状
の

水道事業
◇収益的収支

収入 162,420.482円（税込）
支出 91,065,240円（税込）

純利益 71,355,242円（税込）
162,420,482円（水道料金など）の

収入に対して、 91,065,240円（電気

料金・修繕費など）の支出で純利益

（税込）は71,355,242円となりました。

◇資本的収支

収入 270,000.000円（税込）

支出 292,546.310円（税込）
差し引き△ 22,546,310円（税込）

270,000,000円（企業債および出資

金）の収入に対して、 292,546,310円

（第 4 次拡張事業など）の支出で差し

引き不足する額22,546,310円は、過

年度分損益勘定留保資金6,931,680円、

建設改良積立金6,000,000円、滅債積

立金5,193,970円、過年度分消費税資

本的収支調整額1,141,603円および、

当年度分消費税資本的収支調整額

3,279,057円で補てんしました。

主な事業としては、第 4 次拡張事

業の 1 年目にあたり、ろ過池、塩索

反応池および付帯する機械設備と電

気設備工事を実施し、長期的展望に

立った、上水安定供給計画により事

業を実施しました。
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-9 月定例議会から一

第
三
回
村
議
会
定
例
会
は
、
九
月
十

二
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
会
期
八
巳
問

で
開
か
れ
、
平
成
六
年
度
＿
般
会
計
を

は
じ
め
、
各
種
特
別
会
計
決
算
の
認
定

．
な
と
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
す
れ
も

原
案
と
あ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。

そ
の
主
な
内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
ふ

る
さ
と
の
広
場
整
備
事
業
（
南

大
島
・
新
里
地
内
）
を
実
施

し
ま
し
た
。

決
算
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

0
公
有
地
取
得
事
業
収
益
：
·

九
、
五
七
0
万
三
、
一
―
―

七
円

〇
受
取
利
息
：
三
八
五
万
四

―
一
四
円

◇
支
出

0
公
有
地
取
得
事
業
原
価
：
·

九
、
五
七
0
万
三
‘
―
二

七
円

〇
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

…
―
一
五
一
万
七
、
四
0
四

円
〔
資
本
的
支
出
〕

平
成
六
年
度
村
土
地
開
発

公
社
事
業
・
決
算
報
告

平成6年度

報

告

柿沼昭博さん

法
務
大
臣
よ
り
本
村
の
人
権
擁
護
委

員
を
一
名
増
加
す
る
の
で
、
委
員
と
し

て
適
任
者
を
推
薦
す
る
よ
う
依
頼
が
あ

り
、
柿
沼
昭
博
さ
ん
を
委
員
に
推
薦
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

せ
ん

楠
沼
昭
博
さ
ん
を
推
薦

諮

第
三
回
村
議
会
定
例
会

問

◇
支
出

0
公
有
地
取
得
事
業
費
：
·
二
六0
万
八
、

五
四
五
円

〇
短
期
借
入
金
償
還
金
・
・
・
八
、
八
0
0

万
円

目
生
贋
~
t
3畠
＇
竺

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
七
、
〇
八
八
万
五
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
四
六
億
七
、
一
三
四
万
二

千
円
に
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

◇
県
支
出
金
：
•
一
、
三
0
九
万
四
千
円

（
一
億
八
、
四
五
五
万
九
千
円
）

◇
繰
入
金
：
・
三
六
五
万
二
千
円
（
五
億

七
、
六
0
五
万
四
千
円
）

◇
繰
越
金
…
五
、
〇
四
七
万
五
千
円
（
一

億
九
三
万
二
千
円
）

◇
諸
収
入
…
三
六
六
万
四
千
円
（
二
億

三
、
三
四
四
万
二
千
円
）

〔
歳
出
〕

◇
総
務
費
：
·
二
万
四
千
円
（
六
億
八
、

0
1
0
万
九
千
円
）

◇
民
生
費
：
·
-
―
-
八
五
万
円
（
六
億
―
-
、

八
七
0
万
三
千
円
）

◇
衛
生
費
：
·
ニ
―
六
万
七
千
円
減
額
（
ニ

億
六
、
七
七
五
万
五
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
：
·
一
、
七
四
四
万
一

千
円
（
四
億
四
一
九
五
万
七
千
円
）

◇
土
木
費
：
·
三
、
七
四
九
万
九
千
円
（
一

七
億
四
、
九
七
六
万
一
千
円
）

◇
教
育
費
：
一
、
四
二
三
万
八
千
円
（
四

億
三
、
九
三
九
万
三
千
円
）

般

会

計

平
成
七
年
度

補
正
予
算

議

案

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
五
三
五
万
九
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
五
億
一
、
五
二
七
万
一
千
円
に

し
ま
し
た
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

◇
国
民
健
康
保
険
税
…
一
0
万
円
（
ニ

億
四
、
五
四
八
万
四
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
…
二
七
万
円
（
一
億
五
、

六
五
四
万
二
千
円
）

◇
繰
越
金
：
・
四
九
八
万
九
千
円
（
一
、

六
九
二
万
円
）

〔
歳
出
〕

◇
総
務
費
…
二
七
万
円
（
四

0

一
万
二

千
円
）

◇
保
健
施
設
費
…
一

0
万
円
（
四
〇
一

万
六
千
円
）

◇
諸
支
出
金
：
・
四
九
八
万
九
千
円
（
四

九
九
万
六
千
円
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
八
二
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
五
億
三
、
二
五
―
二
万
五
千
円
に

し
ま
し
た
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

◇
支
払
基
金
交
付
金
…
一
六
五
万
一
千

円
（
三
億
六
、
四
四
七
万
六
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
：
ニ
―
七
万
四
千
円
（
一

億
一
、
二
四
九
万
円
）

〔
歳
出
〕

◇
諸
支
出
金
：
•
三
八
二
万
五
千
円
（
三

八
三
万
円
）

老
人
保
健
特
別
会
計

平成 7 年10 月 10 日（火） (6) 
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英（べ1士

ー、
燃えるコミは村指定の袋で収集日当日に出しましょう

空
き
缶
空
き

び
ん
な
と
は

リ
サ
イ
ク
ル
を

. 

村 つ
< 
1,J を

合
の
社
会
は
、
私
だ
ち
の
生
活
が
豊
｛

か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
と
、
コ
ミ
が
多
く
―

出
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
つ
て
い
ま
す
。
｝

し
か
し
、
攘
境
は
逆
に
悪
く
な
つ
て
い
｝

き
ま
す
。
ま
だ
、
コ
ミ
を
処
理
す
る
だ
｛

め
に
、
税
金
も
多
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
｛

そ
れ
ら
を
押
さ
え
る
に
は
コ
ミ
の
減
量
｝

と
リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
｛

コ
ミ
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
だ
い
と
’

思
い
ま
す
。

＼
ヽ
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従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
村
指
定
の

燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
袋
の
使
用
は
浸
透

し
て
い
ま
す
が
、
時
々
、
他
の
袋
で
出

す
人
も
い
ま
す
。
指
定
袋
以
外
で
出
す

と
、
収
集
車
は
運
ん
で
行
き
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
と
、
袋
が
破
け
て
ゴ
ミ
が
散

ら
か
っ
た
り
し
て
他
の
人
に
も
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

燃
え
る
ゴ
ミ
は
…
…

◎
収
集
日
当
日
（
毎
週
月
・
金
曜
日
）

の
午
前
8

時
3
0
分
ま
で
に
、
決
め
ら

れ
た
場
所
に
出
し
て
下
さ
い
。
前
の

日
に
出
し
た
り
、
他
の
地
区
に
持
っ

て
行
っ
た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

生
活
の
中
で
不
用
に
な
っ
た
物
が
資

源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
か
、
ゴ
ミ
と

し
て
埋
め
ら
れ
て
し
ま
う
か
は
、
ゴ
ミ

を
捨
て
る
と
き
に
決
ま
り
ま
す
。
ゴ
ミ

の
中
に
は
、
ま
だ
十
分
使
え
る
資
源
か

眠
っ
て
い
ま
す
。
資
源
と
ゴ
ミ
を
徹
底

的
に
分
別
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ミ
減
量
と

省
資
源
化
に
役
立
ち
ま
す
。

燃
え
る
ゴ
ミ
は

村
指
定
の
袋

が
必
要
で
す

ま
す
。
（
収
集
日
と
祝
日
か
重
な
る
時

は
、
月
曜
日
の
場
合
は
翌
日
、
金
曜

日
の
場
合
は
休
み
で
す
。
）

◎
台
所
の
ゴ
ミ
は
、
水
を
よ
く
切
っ
て
、

袋
の
日
を
し
っ
か
り
結
ん
で
く
だ
さ

い
。
油
は
流
さ
な
い
で
、
新
聞
や
紙

タ
オ
ル
に
染
み
込
ま
せ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に
空
き
缶
等
が
混

ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

分
別
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
村
指
定
の
ゴ
ミ
袋
以
外
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
。

◎
段
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
・
雑
誌
な
ど
の

資
源
ゴ
ミ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に

引
き
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
で
き
る
だ
け
自
家
処
理
で
き
る
よ
う
、

家
庭
用
焼
却
炉
や
コ
ン
ポ
ス
ト
（
生

ゴ
ミ
処
理
器
）
の
設
置
・
活
用
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

本
村
で
も
、
ゴ
ミ
減
量
化
と
省
資
源

化
に
基
づ
き
、
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
収
集

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金
属
・
ガ
ラ
ス
・
セ
ト
モ
ノ
・
乾
電

池
類
は
•
…
•
•

◎
収
集
日
当
日
の
午
前
9

時
か
ら
正
午

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
前
の
日
に
出
し
た
り
、

他
の
地
区
に
持
っ
て
行
っ
た
り
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
分
別
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
空
き
缶
・
空
き
び
ん
な
ど
で
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
も
の
は
、
回
収
業
者
に

引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

村
で
は
、
ゴ
ミ
資
源
再
利
用
運
動
を

促
進
し
、
併
せ
て
減
量
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

等
に
よ
る
古
紙
・
空
き
缶
・
空
き
び
ん

等
の
集
団
回
収
に
対
し
て
助
成
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
保
健
課
C
闘
4
6

8
6

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

匡疇

缶
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク

か
つ
い
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
と
ア
ル
ミ
缶
で

9
7
%、

ス
チ
ー
ル
缶
で
6
5
％
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
節
約
で
き
ま
す
。

資
源
コ
ミ
回
収
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
助
成に

自
分
の
出
し
た
ゴ
ミ
の
最
終
処
理
に

責
任
を
感
じ
な
い
代
表
者
か
、
空
き
缶

の
ポ
イ
捨
て
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
車
の
運
転
を
す
る
人
に
多
い
と

い
う
の
は
困
っ
た
も
の
で
す
。
幹
線
道

路
は
、
い
つ
も
空
き
缶
か
た
く
さ
ん
転

か
っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
や
環
境
を
守
る
た
め
、

大
人
か
捨
て
た
空
き
缶
は
、
捨
て
た
こ

と
か
な
い
子
ど
も
た
ち
の
手
で
拾
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

ポ
イ
捨
て

空
き
缶
は

や
め
よ
う

(7) 平成 7 年10 月 10 日（火）



164人が大人の仲闇入’J

20歳の若者たちの

門出を祝う第41 回成

人式が 9 月 23 日、中

央公民館で行われま

した。

村では、昭和33年

から“簡素な服装で

心を飾ることを大切

に”と 20歳になった

ことを祖先に報告、

感謝する意を込めて毎年秋分の H に実施しています。

男性は臼のワイシャツにネクタイ、女性は白のブラウ

スに黒や紺のスカート姿で男性50人、女性57人が式典に

臨みました。

式典では、村長や村議会議長からの激励のことばに答

え、新成人を代表して、森尻章則さん（南大島）は「社

会人としての責任を持ち、社会を担う一員となれるよう

努力していきたい」、北島ゆう子さんは「自らの“初心”

を確認し、責任ある社会人として歩いていきたい」と抱

負を述べました。

式典終了後も、会場でしばらくの間、旧友との思い出

話に花を咲かぜていました。

げ
＇

男性代表答辞

森尻章則さん

女性代表答辞

北島ゆう子さん

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

成人おめでとう

.. 

一

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
9
月
2
4

日
、
館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
の

第
六
回
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
に
交
通
安
全
運
動
の
趣
旨
を
啓
発

し
、
日
頃
の
活
動
内
容
の
発
表
や
体
験
を
通
し

て
、
交
通
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
今
年
は
本
村
で
開
か
れ
ま
し
た
。

運
転
適
正
診
断
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
か
繰
り
広
げ
ら
れ
、
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全

っ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ー

福祉パレード
一知的障害者へ理解を一

知的障害者福祉月間中の 9 月 5 日、知的障害者を持つ

人への理解を深めてもらおうと、幅祉パレードが行われ

ました。

障害を持つ人やその家族などが参加して、邑楽、館林

の各市町村を街頭パレード。

本村では、中央公民館において助役、村議会議長、村

内関係者など 50人余りか出迎えました。

館邑会常務理事の多田一雄さんが「差別や偏見をなく

し、社会の一員として共に生きる地域社会の輪を広げて

いくことが必要」と、メッセージを伝えました。この後、

隅光園の園生が助役に花束を贈り、理解を呼びかけまし

た。

平成 7 年10 月 10 日（火） (8) 



スポーツて健順づくり
ー総合福祉スポーツ大会一

合併40周年記念第16回村総合福祉スポーツ大会か 9 月

24 日社会体育館で行われ、お年寄り、身体障害者、母子

．寡婦家庭等の人たち470人余りが参加し、健康、体力づ

くりと相互の親睦を深めました。

玉入れ、スプーンレースなど 18種目かボランティアの

皆さんの協力により進められ、会場内に熱い声援か響き

わたる中、和気あいあいと楽しい一日を過ごしました。

村
と
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
9
月

4

日
と

8

日
の
2

日
間
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た

8
5歳

以
上
の
1
5
4
人
（
男
性
5
7
人
、

女
性
9
7人
）
を
対
象
に
敬
老

慰
問
し
ま
し
た
。

村
長
、
社
会
福
祉
協
議
会

長
な
ど
が
東
・
中
・
西
の

3

班
に
分
か
れ
て
各
家
庭
を
訪

問
。
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と

お
年
寄
り
を
励
ま
し
、
敬
老

年
金
や
記
念
品
を
贈
り
長
痔

を
祝
い
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第
一
団
で
は

9

月

1
5日
、
ス
カ
ウ
ト
カ
ン
ト
リ
ー
大

作
戦
を
展
開
し
、
道
路
沿
い
の
空
き
缶

や
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
大
作
戦
は
、
環
境
や
資
源
問
題

な
ど
を
考
え
、
体
験
す
る
た
め
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
明
和
第
一

団
で
は
、

5
0人
余
り
が
村
内
の
主
要
道

路
を
3

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
小
雨
の
中

を
収
集
。
参
加
し
た
中
学
生
は
、
「
空
き

缶
を
拾
う
作
業
は
大
変
な
こ
と
。
み
ん

な
が
、
捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

.. カ
ヽ
）
ト
リ
）
大
作
戦
I
I
.

ー
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
空
き
缶
拾
い
ー

▲村内最高齢者の細田金次郎さん

い
つ
ま
で
も
高
一

R
気
で

地元の新鮮な野菜を

味わりませんか
ー野菜直売所オーフン一

明和村農家生活改善グループと農家若妻グルーフ゜土もの会では、

日に、保健センター駐車場で野菜直売所を開店しました。

販売は、水曜日、土曜日の毎週 2 回で、時間は午後 4 時からとなってい

ます。

地元で取れた、安くておいしい減農薬野菜を皆さんに味わってもらおう

とオープンしたものです。

初日は、ナス、タマネギ、ナシ、ニガウリ、切り花など 15種類130点余り

が店頭に並び、野菜を買われた主婦は、「取りたての新鮮な野菜か安く、安

心して買えますね」と話していました。

9 月 16

(9) 平成 7 年10 月 10 日（火）
`' 
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lじ＼身ともにリフレッシュ
一家族介護者教室一

家
族
介
護
者
教
室
か
9
月

1
5
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
家
庭
で
介

護
し
て
い
る
人
と
利
用
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
5
0
人
ほ

ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
二
回
目
の
こ
の
教

室
は
、
「
お
年
寄
り
と
介
護
者

の
ふ
れ
あ
い
教
室
」
が
テ
ー

マ
。
村
内
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
、
清
水
ア
ツ
子
さ
ん
を
つ
ぼ

講
師
に
迎
え
、
足
の
裏
の
壷

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
軽
い
体
操

な
ど
を
体
験
し
、
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
「
体
か
大
変
軽

く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後

の
介
護
に
生
か
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

敬
老
の
日
特
別
企
画

山
崎
洋
子
さ
ん

歌
謡
シ
ョ
ー

敬老の日の特別企画として 9 月 15 日、

ンターで歌手の山崎洋子さんを迎えて、

か開かれました。

山崎さんを迎えての歌謡ショーは今年で 9 年目。

来館者は、「山崎さんのファンなので毎年見に米るの

が楽しみ」と話していました。

また、山崎さんから「たった一度の人生です。元

気で長生きしてください」と励ましのことばもいた

だくなど、 230人余りのお年寄りたちは楽しいひとと

きを過ごしました。

老人福祉セ

歌謡ショー

9
月
2
3
日
、
川
俣
子
ど
も
会
（
会
長

石
原
康
男
さ
ん
）
で
は
、
子
ど
も
会
活

動
の
一
環
と
し
て

I
l

通
学
路
を
花
で
飾

ろ
う
“
と
、
花
い
っ
ぱ
い
活
動
か
行
わ

れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
と
小
学
生
を
合
わ
せ
た
会
員

数
4
2
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
が
用
意
さ
れ
、

1
6
0
鉢
余
り
の
花
を
次
々
と
移
植
し
ま
し

た
。
「
い
つ
も
通
っ
て
い
る
通
学
路
が
花

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
う
れ
し
い
」
と
、

会
員
た
ち
は
約
2
時
間
の
活
動
に
満
足

し
た
様
子
で
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
タ
ー

は
、
歩
道
橋
東
側
に
並
べ
ら
れ
、
通
行

す
る
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

選拳啓発ポスター

19点が県審査へ

通
学
路
t
花
で
い
っ
ぱ
い
に
I
.

示

9
月
認
日
、
役
場
会
議
室
で
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
村
審
査
が
行
わ
れ
、
県
審
査

に
臨
む
小
学
生
1
1
点
、
中
学
生
8
点
の
作

品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
県

選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
か
主
催
し
、
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

村
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
者
と
東
・
西

小
学
校
、
中
学
校
の
美
術
関
係
の
教
員
ら

か
審
査
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
各
校
単

位
で
選
考
し
た
小
学
校
8
7
点
、
中
学
校
8

点
の
中
か
ら
次
の
人
か
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◇
小
学
生
の
部

▽
高
瀬
静
香
（
東

1
)
▽
多
田
雄
一
（
東

l
)
▽
増
田
優
子
（
西

1
)
▽
野
本
順
子

（
東2
)
▽
澤
浦
啓
（
西
2
)
▽
多
田
昌
代

（
東3
)
▽
本
沢
美
幸
（
西
3
)
▽
影
山
裕

之
（
西

4
)
▽
吉
永
俊
彦
（
西

4
)
▽
春

H

敦
史
（
西
6
)
▽
金
田
聖
子
（
西

6
)

◇
中
学
生
の
部

▽
森
尻
和
臣
（
中

l
)
▽
書
上
涛
彦
（
中

2
)
▽
砂
賀
雅
彦
（
中
2
)
▽
板
橋
早
織

（
中2
)
▽
立
川
俊
之
（
中
3
)
▽
小
澤
由

紀
子
（
中
3
)
▽
大
久
保
昌
美
（
中

3
)

▽
星
野
絢
菜
（
中
3
)

平成 7 年10月 10 日（火） (10) 



水
害
年
譜
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
（

六
0
三
ー
一
八
六
八
）
に
本
村
内
に
お

け
る
利
根
川
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
洪
水

は
、
時
期
や
規
模
等
の
違
い
は
あ
る
か
、

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
の
大
輪
地
区

を
は
じ
め
と
し
て
須
賀
、
川
俣
、
梅
原
、

江
口
、
千
津
井
、
斗
合
田
の
各
地
区
に

起
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

須
賀
の
天
満
宮
（
菅
原
神
社
）
の
参

道
に
立
つ
鳥
居
は
、
元
文
元
年
(
]
七

三
六
）
九
月
こ
、
当
寺
天
満
宮
の
別
当

頃

藷
g
即

K
5

『

l
-
-
l
l
』

9

居

t
}
’
[
『
`
―
．

□

鳥

□

社
．
」
｀
神

、
“
―
原

L

二
i
匂
＿
．
一
＼
一
菅

ヽ
・
‘

応
l
-
`
!
{
[
9
]
]

9

し
‘
」

No,2 

II 
←J<害の歴史をたとって弓璽

けしヽさん

須賀の天満宮の鳥居と慶讃上人

（
神
官
兼
務
）
で
あ
っ
た
宥
泉
寺
の
住
職

慶
讃
が
、
度
々
の
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
こ
の
辺
り
の
人
々
の
苦
し
み
を
取

り
除
き
、
二
度
と
洪
水
が
起
き
な
い
よ

う
に
、
と
顛
い
を
込
め
て
寄
進
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
高
さ
―
―
•

九
0
以
、
幅
四
・
三
〇
ぃ
ぃ
花
i
岡
岩
製
の

明
神
鳥
居
で
、
明
和
村
に
お
け
る
近
世

水
害
史
上
貴
重
な
も
の
と
し
て
、
村
の

指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。

鳥
居
に
刻
ま
れ
て
い
る
銘
文
は
、

せ
い
ひ
つ

一
天
泰
平
四
海
静
謡
風
雨
順
時
五
穀
成

熟
万
民
豊
楽
社
頭
不
朽
威
光
倍
増
二
世

願
望
如
意
祈
請
如
件

元
文
元
丙
辰
歳
九
月
吉
日

奉
造
立
鳥
居
一
基
者

四
国
・
西
国
・
坂
東
・
秩
父
百
八
十
八

箇
処
巡
礼
供
養
也

右
の
銘
文
か
ら
察
す
る
に
慶
讃
は
、

四
国
（
八
十
八
カ
所
）
、
西
国
（
三
十
三

カ
所
）
‘
坂
東
（
三
十
三
カ
所
）
、
秩
父

（
三
十
四
カ
所
）
の
計
百
八
十
八
カ
所
の

水害 （破堤）年譜（大正時代以降略）

札
所
の
巡
礼
供
養
を
成
し
遂
げ
た
記
念

と
し
て
寄
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
昔
交
通
機
関
と
て
大
し
た
も
の
も

な
く
、
も
っ
ぱ
ら
自
分
の
脚
を
た
よ
り

の
巡
礼
の
旅
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

慶
讃
は
度
重
な
る
洪
水
に
は
心
を
痛

め
、
堤
防
修
復
工
事
の
際
に
は
積
極
的

に
参
加
、
人
夫
た
ち
と
と
も
に
働
い
た

が
、
つ
い
に
は
堤
防
の
決
壊
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
と
自
ら
進
ん
で
人
柱
と
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

宥
泉
寺
に
あ
る
慶
讃
の
墓
石
（
五
輪

塔
）
の
碑
面
に
は
、
「
学
頭
権
大
僧
都
法

印
慶
讃
宝
暦
五
乙
亥
八
月
三
日
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。

地
元
須
賀
の
人
た
ち
は
慶
讃
上
人
と

呼
ん
で
敬
い
、
そ
の
没
し
た
日
（
八
月

三
日
）
に
ち
な
ん
で
、
四
月
三
日
と
九

月
三
日
に
念
佛
等
の
供
養
を
行
っ
て
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

記

年 H H 西歴 楊 所 延長 概袈箭

弘化 3 • 6 ｷ28 1846 上五箇村 146間 家屋流失、土地の他1発等

嘉水］ 8 1848 仙 石 村 15間

茄水 6 • 8 1853 仙 石 村 25間

安政 4 8 1857 仙 石 村 15問

安政 6 • 6 ｷ23 1859 JII 俣 村］00間

安政 6 7 ｷ21 1859 梅原村西部 125間 家屋流失等

安政 6 7 ｷ25 1859 瀬戸井村 156間 家屋流失、水死者孵

II II 川俣村・梅原村間 104間

II II 江 口 村 不詳

萬延 1 • 8 1860 仙 石 村 35間

明治］ 7 ｷ23 1868 梅 原 村 145間

明治 3 7 • 18 1870 斗合田村 240間

明治31 • 7 1898 大川村仙石 不詳

1 1）1 治43· 8 ｷ10 1910 
大川村古海・

130間
氷楽村舞木境 10日～14 日の間に千江l士1 ・

大箇野村飯野 84間
大箇野・伊奈良・海老瀬の 4

II II 

カ村にわたり谷田川破堤22

II " 大川村仙石 (2 カ所） 計31間 カ所。

” " 大川村古海 22間
海老瀬村と渡良瀬村のそ

れぞれの地先において渡良

” ” 佐閲村大輪 113間 瀬川の破堤あり。

明治43· 8 ｷ11 1911 富永村上五箇 179間 邑楽郡全域の77％が没水

家屋の倒壊や流失、田畑の

II II 
富氷村下中森・

113間 水没、死者21名、行方不明28
佐聞村大輪境 名等被害甚大。

II II 大箇野村飯野 110間

第4回納涼祭収入支出決算報告書
◎収入合計 6,099,591 円

0 前回繰越金 1,041,164 
0 明和村補助金 2,500,000 

／］亜塾覧憂； ：闊l:l閏◎支出合計 4,746,900円
〇舞台設置改造費 34,490 
0 電源電灯工事費 299,742 
0 音響設備費 80,000 
0 通信費 19,420 
〇消耗品費 1,004,345 
0 広報費 26,471 
0 会場賄い費 853,800 
0 花火経費 1,500,000 
〇クリーニング料 141,942 
〇抽選会費 388,300 
0 ちびっ子広場設置関係費 358,250 
〇御神朋保険料 20,640 
0傷害保険料 19,500 

◎次回繰越金 1,352,691 円
ご協力ありがとうござしヽました。

ベ
第 1 位下江黒

ス 第2位大輪

卜 第3位田島

需 第4位矢島

第5位江口

? 第 1 位南大島

第2位干津井

< 第3位須賀

需 第4位川俣

第5位斗合田

行
政
区
別
無
事
故
・
無
違
反
中
間
報
告

布
雰
L
」
＝
バ
g
,
l
,

九
月
四
日
現
在
の
行
政
区
別
無
事
故

・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
の
結
果
で
は
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
違
反
か
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
前

回
（
六
月
二
十
日
）
か
ら
わ
ず
か
三
カ

月
ほ
ど
で
二
十
四
件
か
ら
四
十
五
件
へ

と
二
十
一
件
の
激
増
が
み
ら
れ
ま
す
。

内
訳
を
み
ま
す
と
、
下
江
黒
以
外
の

行
政
区
で
は
、
最
も
多
い
行
政
区
で
十

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事

故
も
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
、
本
人
の
自
覚
さ
え
あ

れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
転
者

と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
自
覚
し
、
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
せ
ず
、
他
の
運
転
者

に
も
飲
酒
運
転
防
止
を
働
き
か
け
ま
し

ょ
う
。一

人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

事
故
の
な
い
明
る
い
村
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。
事
故
や
違
反
の
少
な
い
ベ
ス
ト

順
位
や
、
多
い
ワ
ー
ス
ト
順
位
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(11) 平成 7 年11 月 10 日（火）



◇
期
日
1
0
月
2
8
日
か
ら
1
2
月
1
6
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
8
日
間

◇
時
間
午
後
2
時
1
3
時

◇
対
象
者
村
内
在
住
の
小
学
生
2
0
人

◇
内
容
水
慣
れ
ー
バ
タ
フ
ラ
イ
2
5
m

◇
参
加
費
入
会
金
5
0
0
円

小
学
生
短
期
水
泳
教
室

太
極
拳
講
習

◇
期
日
1
1
月
か
ら
3
月
ま
で
計
5
回

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
募
集
人
数
3
0
人
（
先
着
順
）

◇
講
師
渋
沢
健
治
先
生
ほ
か

◇
参
加
費
4
0
0
円
（
傷
害
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
1
0
月
1
8
日
困
よ
り
杜
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

会
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会
費
2
,
0
0
0
円

(
8日
間
分
）

◇
募
集
期
間
1
0
月
1
1
日
困
1
2
2
日
⑪

◇
申
し
込
み
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

C

`

_

J

 8
4
5
5
1
1
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

9

9

 い
。
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◇
一
般
男
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

優
勝
高
瀬
浩

準
優
勝
石
村
正

三
位
大
谷
勝
広

◇
一
般
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
小
峰
浩
・
塩
谷
敏
彦
組

準
優
勝
坂
上
秀
成
・
有
賀
磨
組

三
位
蓮
見
幸
夫
・
高
瀬
浩
組

◇
一
般
女
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

優勝したみなさん

第
1
0回
村
民
テ
ニ
ス
大
会

周
年
記
念

敬
称
略
）

◇
女
子
の
部

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
リ
リ
ー
ズ

三
位
キ
ャ
ッ
ツ
愛

三
位
チ
ェ
リ
ー
ズ

◇
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
関
本
学
・
植
田
敏
之
組

優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

準
優
勝
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス

第
1

回
村
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
3
9回
村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 優勝したみなさん

優勝した「ブラッキーズ」チーム

第
2
2回
邑
楽
郡
少
年
野
球
大
会

◇
一
般
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
木
村
弘
・
新
井
和
彦
組

準
優
勝
川
上
文
良
・
瓦
井
修
組

三
位
福
田
隆
・
茂
木
克
浩
組

◇
一
般
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
山
田
友
世
•
松
本
み
ゆ
き
組

準
優
勝
甘
草
め
ぐ
み
・
佐
竹
友
美
組

優勝した「明和クラブ」デ—ム

第
2
1回
村
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

優
勝
小
林
美
佐
子

準
優
勝
石
村
加
津
美

三
位
関
口
初
美

◇
一
般
女
子
の
部
（
ダ
フ
ル
ス
）

優
勝
小
林
美
佐
子
・
福
島
博
美
組

◇
男
子
の
部

優
勝
ブ
ラ
ッ
キ
ー
ズ

準
優
勝
平
和

三
位
江
東
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

準
優
勝
坂
村
秀
樹
・
松
村
進
組

三
位
岩
崎
辰
行
・
冨
成
隆
司
組

三
位
江
森
浩
•
原
島
重
夫
組

◇
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
勝
江
森
漠
里
子
・
佐
藤
千
鶴
子
組

準
優
勝
新
井
美
紀
・
高
沢
恵
組

三
位
新
井
房
江
・
今
成
喜
美
枝
組

三
位
小
林
碧
・
江
原
美
代
子
組

八
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、
利
根

川
総
合
運
動
場
で
郡
内
の
6
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結

果
、
明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
優
勝

し
ま
し
た
。

第
7
回
協
会
長
杯
争
奪
野
球
大
会

平成 7 年10月 10 日（火） (12) 



読冬℃体重き｀
ぢぉっさ叶ヤよと

へ―-

優
勝
南
大
島

A

準
優
勝
千
津
井

A

三
位
須
賀

三
位
中
谷

第
1
4回
村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 優勝した「明和蹴球部」チーム

◇
一
般
男
子
の
部

グ
ロ
ス
不
ッ
ト

優
勝
堀
口
慎
一
8
2
7
1
.
2

準
優
勝
江
森
勝
也
8
6
7
1
.
6

三
位
村
松
克
夫
9
1
7
1
.
8

四
位
橋
本
貴
好

9
6
7
2
.
o

五
位
新
井
治
夫

9
0
7
2
.
o

六
位
森
田
剛

9
0
7
2
.
o

七
位
岩
上
真
啓

8
3
7
2
.
2

八
位
野
本
進

8
9
7
2
.
2

九
位
荒
木
義
介

7
6
7
2
.
4

（
荒
木
さ
ん
B
G

賞
獲
得
）

第
6

回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
明
和
蹴
球
部

準
優
勝

M
.
A
.
D

第
3

回
村
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

優勝した「南大島 A 」チーム

優勝したみなさん

75 74 73 ... 
0 8 6 .

6
 

゜
7
 

72 72 .. 
4 2 

十
位
秋
山
茂
好

8
8
7
2
.
4

◎
渡
辺
宏
さ
ん
が
大
会
史
上
初
め
て
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン

(
1
3番ホ
ー
ル
・
1
5
1
ヤ

ー
ド
）
を
記
録
し
ま
し
た
。

◇
一
般
女
子
の
部

優
勝
峯
崎
京
子

1
0
0

準
優
勝
杉
田
み
や
子

1
0
0

三
位
関
口
幸
子
9
3

（
関
口
さ
ん
B
G

賞
獲
得
）

◇
シ
ニ
ア
の
部

優
勝
永
吉
秋
夫

7
3

（
永
吉
さ
ん
B
G

賞
獲
得
）

準
優
勝
荒
川
保

8
9

三
位
小
西
哲
雄

1
0
6

, リンを多く含む食品

卵ここ〕
{7ロ )
 

魚、小魚

~\ ゃのほか

これら

加工食。
/ 

ト
ン
ン
メ
タ
一
ス
ラ：

ニ

リ
ン
は
体
重
の
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
、
歯
や
骨
を
つ
く
り
、
筋
肉
、
脳
、

神
経
、
肝
臓
、
肺
そ
の
他
の
す
べ
て
の

組
織
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
体
の
中
で

は
、
リ
ン
酸
と
い
う
物
質
に
な
り
、
重

要
な
機
能
を
し
て
い
ま
す
。

①
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
酸
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
と
し
て
骨
や
歯
な
ど
硬
組

織
を
つ
く
る
。

②
血
液
中
の
リ
ン
酸
塩
は
酸
や
ア
ル
カ

リ
を
中
和
す
る
。

リ
ン
の
は
だ
ら
き

ハ
ロ
ー
健
康
⑬

③
リ
ン
脂
質
、
核
酸
の
成
分
で
あ
る
。

④
ビ
タ
ミ
ン
B
l、
凡
な
ど
と
結
合
し
て

補
酵
索
と
な
る
。

⑤
糖
質
の
代
謝
を
円
滑
に
進
め
る
。

⑥
A
T
P

な
ど
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ン
酸

化
合
物
を
つ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

蓄
え
る
。

こ
の
よ
う
に
色
々
な
作
用
が
あ
る
大
切

な
化
合
物
で
す
。

リ
ン
は
日
常
食
べ
て
い
る
物
に
充
分

含
ま
れ
て
い
る
の
で
不
足
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取

量
と
の
比
較
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
リ

ン
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
比
較
が
二
対
一
以

上
に
な
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
を

低
下
さ
せ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
リ
ン

は
調
理
で
の
損
失
割
合
が
大
き
い
の
で

普
通
の
食
事
を
し
て
い
れ
ば
、
比
較
的

に
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
ま
す
。

リ
ン
は
カ
ル
シ
ウ
ム
と
同
量
程
度
摂

取
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
食

生
活
の
現
状
か
ら
み
て
、
一
日

□
g
以

下
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

(13) 平成 7 年｀10 月 10 日（灼



平成8年度保育園児

募集説明会

◇日時 11 月 18 日（土）午前 8 時30分

◇会場老人福祉センター

◇入園資格 村内の住民で母親が働

いていたり、病気などで幼児の保

育に当たれず、はかにも保育に当

たる人がなく、家庭で保育に欠け

ると認められる世帯の幼児等。

※詳しくは、福祉課（老人福祉セン

ター内、合（84)4926) へお問い合わ

せください。

f
 r

氏

『
翠

r

-

.. 

で
・令

"-桑：：

10 月は仕事と

家庭を考える月間

少子・高齢化が進む中で、労働者

が生涯を通じて充実した職業生活を

営むためには、仕事と育児や家族の

介護とを両立させつつ、その能力や

経験を活かすことのできる環境を整

備することが重要です。

事業主の方は、育児や家族の介護

を行う労働者等に対する支援、介護

休業や介護のための勤務時間短縮等

の措置を設けるよう努めましょう。

加入で広がる職場の笑顔

10 月は労働保険
適用促進月問

労働保険は、労働者が予期せぬ労

働災害や失業といった保険事故に遭

遇した場合に労災補償給付、失業給

付を行うとともに、労働者の福祉増

進を図る各種の事業を政府が管掌し

ている制度です。

まだ加入手続きか済んでない事業

主の方は、加入手続きを済ませまし

ょう。また、企業、団体等に雇用さ

れている方々は、あらためて労働保

険の加入の有無をご確認ください。

※詳しくは、ハローワーク館林合 (75)

8609へお問い合わせください。

国民参政 105 周年

普選 70 周年・婦人

参政 50 周年記念月問

今年は、国民が国政に参加するよ

うになってから 105周年、普通選挙が

確立されてから 70周年、また婦人が

参政権をもつようになってから 50周

年という節目の年です。そして、今

年の10月を国民参政105周年・普選70

周年・婦人参政50周年記念月間とし

ました。

この機会に、国民参政の意義と選

挙権の重要性を再認識し、明るい選

挙の実現を期しましょう。

自動車点検整備推進運動

平成 7 年 10 月まで

平成 7 年10月いっぱい、自動車使

用者による保守管理の徹底を一層強

力に推進するため、自動車点検整備
推進運動が展開されています。

「自分のクルマは自分で守る」と

いう心構えを大切に、日ごろの点検

を小まめに行って、いつも車の健康

に気を配ってください。

特別地方消費税を

ご存知ですか

皆さんが、旅館やレストランを利

用されたときには、消贄税（国税）

のほかに、特別地方消費税（県税）

がかかります。この税は、県の貴重

な財源です。

◇税率 3% 

◇免税点宿泊＝ 1 人 1 泊15,000円

まで、飲食等＝ 1 人 1 回7,500円ま

では、この税金はかかりません。

※詳しくは、館林財務事務所合 (72)

4461へお問い合わせください。

高年齢者雇用促進月間
事業主のみなさん、 10月は「高年

齢者雇用促進月間」です。あなたの

職場で、社会経験の豊富な高年齢者

を雇用してみませんか。

高年齢者 (55歳以上65歳未満）を

安定所の紹介で常用雇用していただ

き、一定の条件を満たせば国の助成

金が受けられます。

詳しくは、ハローワーク館林合 (75)

8609へお問い合わせください。
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◇日時＝ 11 月 10 日（金）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 11 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

〇 二 0 二 0 二 o •こ 0 ご 0 こ 〇 ご 〇 二 〇 ご 0 .7 0 = e 二 0 二 0 二 0 二 o ・ニ 0 二 〇 二 0 ご 〇 ご 0 二 0 ご 0 二 o •こ 0 二 0 : 
-- • ·▼書-···········--··-．・ー―一一――—-ー一·か-···●●．—ー―--一- -ーーー――-一--·.・•.·・·・●----

乳］：0:：鬼：：／：健。°。:0:の：診：0：
◇日時＝ 11 月 9 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 11 月 7 B （火）

午前9時30分～10時30分受付
◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 11 月 15 日（水）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
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◇ H 時＝ 11 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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◇日時＝ 11 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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召矛ご：月］：¢¢の言納已税巴
◇村県民税、国民健康保険税、利根

加用水賦課金、国民年金保険料、

水道料金

◇納期限＝ 10 月 31 B （火）

平成 7 年10 月 10 日（火） (14) 



票民の日記念

自然の家ウォーキング

◇日時 10月 28 日（土）

午前 9 時～午後 2 時

◇会場東毛少年自然の家

◇対象 家族または友人グループ

300人（先着順）

◇内容 ポスト探しゲーム、ぐんま

ちゃん人形の当たる抽選会

◇費用 1 人300円

◇申込期限 10 月 23 日（月）まで

◇申し込み 住所・氏名・電話番号

を電話または FAX で連絡してく

ださしヽ。

東毛少年自然の家（藪塚本町）合

0277 (78) 5666 FAX 0277 (78) 7322 

「秋を歩こう」

親と子のつとい
◇期日 11 月 11 日（士）～ 12 日（日）

1 泊 2 日

◇会場東毛少年自然の家

◇対象小・中・養護学校の児童・

生徒とその保護者で、親子で参加

できる方 120人（先着順）

◇内容 ハイキング・キャンプファ

イヤー・野外炊事

◇費用 2,600円（親子同一）

◇申込期間 10月 31 日（灼まで

◇申し込み 住所・氏名・学年（子

どものみ） ・性別・電話番号を電

話またはFAXで連絡してください。

東毛少年自然の家（藪塚本町）合

0277 (78) 5666FAX0277 (78) 7322 

若年田子・寡婦・父子家庭の

バーベキュー大会開催

◇日時 11 月 5 日（日）

午前10時～午後 1 時

◇場所渡良瀬遊水池

◇対象 中学生以下のお子さんを持

つ母子父子家庭の親子、およびお

おむね45歳以上の寡婦

◇定員 70人程度（先着順）

◇費用 1 人500円（親子一律）

◇申し込み 村社会福祉協議会（老

人福祉センター内）合（84)4926ヘ

※詳しくは、邑楽福祉事務所合（73)

2141へお問い合わせください。

赤い羽根共同募金に

ご協力ください

今年も 10月 1 日から 12 月 31 日まで、

全国一斉に赤い羽根共同募金運動が

展開されています。

村でも運動期間中、区長、民生委

員の方々が各ご家庭や事業所にお伺

いして、募金をお願いしますので、

ご協力ください。

この募金は、老人クラブの育成、

身体障害者・知的障害者・母子寡婦

の体力づくり健康促進活動、子ども

` 
館林邑楽地区 館 林 地 区

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

落合医院 川田医院 多々良診療所 永寿堂医院
10 月 15 日

合 (72)3160 合 (72)3724 合 (72) 3060 合 (72)4469 

日
根岸医院 小倉医院 大塚医院 岡田医院

10 月 22 日
合 (72)3262 合 (72)0606 合（72)0176 合 (72)3163

当 井上（浩）医院 大神医院 神尾医院 慶友病院
10 月 29 日

合 (88)6300 合 (62)2200 合（75) 1288 合（72)6000

ゆたか医院 海宝医院
11 月 3 日

番 合（73)7308 ff(74)081 I 

真中医院 川田（耳）医院 橋田クリニック 最上医院
11 月 5 日

医
合 (72) 1630 合 (72)3314 合（72)0001 合 (74)3763

小西医院 川村医院 記念病院 新橋病院
11 月 12 日

fl'(86)2261 合 (72) 1337 合 (72)3155 合 (75)3011

(15) 平成 7 年10 月 10 日（火）

の遊び場遊具補助、地域福祉活動な

どに使われます。

新用途地域決定の

都市計画案の縦覧

都市計画法の一部改正に伴う館林

都市計画用途地域の決定について、

計画案がまとまりましたので、都市

計画法の規定により縦覧を行います。

なお、今回の用途地域の決定は、

平成 4 年に改正された都市計画法に

基づき、健全で調和のある良好な市

街地形成を目指すため、現在の 8 種

類の用途地域を新しい12種類の用途

に切り替えようとするものです。

◇縦覧期間 10 月 13 日（伶～ 10 月 26 日

（木） （午前 8 時30分～午後 5 時15分）

◇縦覧場所役場都市開発課

◇意見書の提出 この案について、

縦覧期間満了までに村長に意見書

を提出することができます。

◇都市計画の種類 用途地域

※詳しくは、役場都市開発課合 (84)

3111 （内線354、 371) へお問い合わ

せください。

年賀はがき発売
今年も 11 月 1 日（水）から年賀はがき

が発売されます。

◇種類無地…50円、絵入り〔五籍
子、ルリビタキ、カッコウソウ〕

···55 円

※◎ 言
千代田 赤冬i 人板倉地区 更科日
明和地区 にのは

なにみ>
る限一

館林地区と 小西医院 場合が診療時り 病生
同じです。 合 (86)2261 

あり 間 — 院
井上医院 館林地区と まは 1 

合 (82) 1131 同じです。 ] ; (72) 3 
で‘I | 

館林地区と 竹越医院 冒 9 4 

゜しで ヽ

同じです。 合(-84)3137
てで が
かす 担
ら゜ 当

呑p ロク し
ま

し す
て ゜

館林地区と 館林地区と < ^ 内
だ 科

同じです。 同じです。 さ
し‘ ;~ ゜

館林地区と 千代田医院

同じです。 合 (86)6080 産
婦
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そ
ば
は
か
ま

江
戸
店
や
初
蕎
麦
が
き
に
袴
客

一
茶

蕎
麦
が
き
と
は
、
そ
ば
粉
を
熱
湯
で

堅
く
こ
ね
た
も
の
で
す
。
昔
は
、
そ
ば

は
蕎
麦
が
き
な
ど
に
し
て
賞
味
し
て
い

ま
し
た
。
江
戸
の
人
々
は
、
初
そ
ば
を

人
よ
り
早
く
食
べ
る
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
と
き
に
は
、
袴
姿

で
初
そ
ば
を
食
べ
に
行
っ
た
の
で
し
ょ

゜

、
つ

現
代
は
、
の
し
て
細
長
く
切
っ
た
も

の
を
、
単
に
そ
ば
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
昔
は
切
り
そ
ば
、
そ
ば
切
り
、

裁
ち
そ
ば
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ば
湯
と
は
、

歳
時
記＼祈

そ
ば

村の人口と世帯
10月 1 日現在

世帯数 3, 149戸

人口総数 I I,434人

男 5,759人・女 5,675人

(9 月中の動き）

出生 9人・死亡 9人

転入 14人・転出 14人

そ
ば
の
ゆ
で
汁
の
こ
と
で
す
が
、
昔
の

は
そ
ば
粉
を
熱
湯
で
溶
き
、
甘
み
を
つ

け
て
い
ま
し
た
。
ぜ
い
た
く
な
ご
ち
そ

う
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

俳
句
の
季
語
に
は
、
新
そ
ば
、
秋
そ

ば
、
走
り
そ
ば
、
初
そ
ば
な
ど
の
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
そ
ば
に
は
、
夏
そ
ば
と

秋
そ
ば
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
そ
ば
の
ほ

う
が
大
粒
で
風
味
も
い
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
そ
ば
や
初
そ

ば
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
秋
を
い
う
場

合
が
多
い
よ
う
で
す
。

十
月
十
六
日
は
、
「
世
界
食
糧
デ
ー
」

で
す
。
毎
日
の
食
卓
に
上
る
食
品
の
あ

り
が
た
さ
を
子
ど
も
に
教
え
た
り
、
日

本
や
世
界
の
将
来
の
食
糧
事
情
、
ま
た

世
界
各
地
に
起
き
て
い
る
飢
餓
の
状
況

な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
食
糧
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

9月の救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 I I 件

•その他 3 件

●計 17 件

⑫叫立配□屯夏
明和太鼓稲妻会

代表大津孝男

野
本
み
ね
子

特
攻
兵
蛍
に
な
り
て
帰
り
し
と
ふ
聞
け

ど
千
余
の
棲
め
る
川
な
し

原
口
美
津
子

せ

大
根
は
白
き
体
を
迫
り
出
し
て
太
り
ゆ

つ
ゆ

く
な
り
梅
雨
の
畑
に

遠
富
士

奈
良
照
子

遅
蒔
き
に
収
穫
の
あ
て
な
き
胡
麻
の
花

盛
り
咲
く
を
見
る
も
楽
し
む泉

田

政
子

私
た
ち
明
和
太
鼓

稲
妻
会
は
、
平
成
五

年
七
月
に
、
会
員
二

十
二
名
で
発
足
し
、

平
成
六
年
四
月
に
明

和
村
文
化
協
会
に
加

入
し
ま
し
た
。

稲
妻
会
は
、
村
内

の
公
民
館
ま
つ
り
、

納
涼
祭
、
成
人
式
、

文
化
祭
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
日
本

の
心
、
古
代
の
ひ
び

き
、
郷
土
芸
能
と
伝

統
文
化
で
あ
る
和
太

鼓
の
発
展
と
、
文
化

の
向
上
に
貢
献
す
る

原
口
文
江

こ
と
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
新

会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
村
内
在
住
の

十
八
歳
以
上
の
方
で
、

体
力
に
自
信
の
あ
る

方
、
私
た
ち
と
一
緒

に
和
太
鼓
を
た
た
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
男

女
は
問
い
ま
せ
ん
。

練
習
は
、
毎
週
月
曜

日
の
午
後
七
時
か
ら

九
時
ま
で
、
社
会
体

育
館
で
行
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
一
度
、
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

堤
防
に
避
難
を
せ
し
と
祖
母
言
い
し
大

水
を
想
う
降
り
続
く
雨
に

福
田

人
と
車
の
賑
わ
ふ
河
畔
川
面
に
は
小
舟

あ
ま
た数
多
鮎
解
禁
日

な
さ
が
と
よ

梨
青
く
生
り
下
る
棚
に
鳴
き
響
む
夏
蝉

の
声
わ
が
身
を
つ
つ
む

初
江

い

1
1

お
め
で
だ
I
I

し

氏
名
父
母
名
地
闘
さ
因

だ
日

て
月

奥
澤
里
奈
汀
闊
江
％
く

1
0

安
藤
大
樹
冠
繹
新
脇
出

1
0

守
田
即
予
紅
輝
中
％
乱

7

あ
や
か

土
田
彩
可
麟
豆
新
％
広
麟

あ
ゆ
み

本
島
歩
恵
実
子
中
％
の

え
り
な
出

黒
澤
絵
梨
奈
戸
五
梅
％
届

福
島
佑
香
鯰

□

江
％
ょ

大
西
正
悟
碩
さ
鱈
中
％
汚

し

瀬
下
敦
子
口
げ
新
％
な

れ望

1
1

あ
く
や
み
ー
（
敬
称
略
）
さ

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
肛
恥
希

を

原
口
秀
男
8
0

ツ
ル
大
輪
％
載

本
田
幸
一

7
5
松
男
川
俣
％
掲

※
 

張
谷
文
太
郎
7
0
和
彦
川
俣
％

泉
田
か
ね
9
4
和
作
矢
島
％

大
津
朝
良

6
3
み
つ
江
矢
島
％

大
澤
喜
代
松

8
7
愛
次
新
里
％

長
沼
清
一

7
4

均
中
谷
％

川
島
く
1
8
2

弘
大
輪
％

田
部
井
き
ん
8
7
岩
雄
梅
原
％

＿
編
集
後
記
―

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
、
総
合
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
取
材
中
に
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
は
つ
ら
っ

さ
か
見
ら
れ
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
に
運
動
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
続
け
る
こ

と
が
大
切
の
よ
う
で
す
。
®

9
月
2
3
日
に
行
わ
れ
た
伝
統
あ
る
村
の
成
人
式
。

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
土
地
を
2
0
オ
の
若
者
は
愛
し
て

い
る
の
で
す
。
．

「
心
が
安
ら
ぐ
、
落
ち
着
く
、
村
が
好
き
」
と
い

う
言
葉
が
返
っ
て
き
た
時
は
、
一
住
民
と
し
て
安
心

し
ま
し
た
。
⑧

9
月
、
6

市
町
村
に
よ
る
広
報
部
会
開
催
。
そ
の

中
で
、
他
の
担
当
者
に
指
摘
さ
れ
た
点
を
で
き
る
範

囲
で
改
善
し
て
み
ま
し
た
が
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

よ
り
よ
い
広
報
紙
作
り
に
こ
れ
か
ら
も
は
げ
む
ぞ
と
、

意
気
込
ん
で
い
る
。
®

里 谷 ロ 原谷里 谷里 ロ

（
敬
称
略
）

区
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十
月
十
五
日
、
さ
わ
や
か
に
晴
れ
上

が
つ
だ
秋
空
の
下
で
、
合
併
四
十
周
年

記
念
の
第
四
十
回
村
民
体
育
祭
が
、
ふ

る
さ
と
の
広
場
で
開
か
れ
ま
し
だ
。

各
地
区
か
ら
三
干
五
百
人
余
り
の
人

だ
ち
が
参
加
し
、
大
き
な
拍
手
と
声
援

の
中
f
l
楽
し
い
一
日I
Iを
過
ご
し
ま
し

だ
。二

十
七
種
目
の
内
、
十
五
種
目
は
リ

レ
ー
を
中
心
に
し
だ
地
区
対
抗
競
技
。

競
技
が
進
み
中
閻
得
点
が
発
表
さ
れ
る

と
会
場
は
一
層
盛
り
上
が
り
、
優
勝
を

狙
つ
て
選
手
が
真
剣
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、

応
援
に
も
力
が
入
り
、
合
併
四
十
周
年

に
ふ
さ
わ
し
い
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
だ
。

ま
だ
、
昼
食
の
合
間
に
は
交
通
安
全

パ
レ
ー
ド
、
和
太
鼓
、
八
木
節
が
披
露

さ
れ
花
を
添
え
ま
し
だ
。

合
年
も
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
ボ

ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
が
、

開
・
閉
会
式
や
進
行
に
一
役
買
い
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
だ
。

成
績
は
、
江
口
地
区
ガ
五
年
ふ
り
の

優
勝
に
輝
き
、
準
優
勝
梱
原
、
三
位
新

里
の
順
で
し
だ
。

み
な
さ
ん
、
あ
疲
れ
さ
ま
で
し
だ
。

▲江口優勝目前．／応援にも力が入ります

合併40周年記念

第40回村民体育祭

秋空の下てスポーツの祭典

ゃんオレたち

唸コJ【 ¥ 

んぃい思い出＼二ね

▼立ちうさぎとびは“しんど～い”



さん頼むよ．I

恩も C゜
ンタ I

｀わり

合併40周年記念第40回村民体育祭得点競技得点表 ▼選手と応援団が一丸となって、“それ引け～”

\ 種目 嘉
下 上

よ井
江 田 : 新 中 梅 JI I 須 大 入 矢

<江 江 ケ

黒 黒 口 島 里 クロ 原 俣 .,貝9口 輪 べ口 島

100m 競 走 10 8 11 3 11 6 10 11 4 11 9 9 10 4 10 15 

400m リレー（小・女） 3 2 2 4 7 7 8 5 5 8 3 1 6 - 6 4 

400m リレー（小・男） 3 2 4 4 6 3 5 7 6 8 7 0 5 - 2 8 

ポールカロッティ 5 5 5 5 2.5 2 5 8 6.5 7 5 2 5 2.5 7 2 5 5 5 2.5 2 5 2.5 5 5 

百足競走（女） 3 3 6 7 8 4 1 7 2 8 5 2 5 1 4 6 

百足競走（男） 1 5 8 7 5 6 3 8 1 4 4 7 2 6 2 3 

玉 入 れ 4 4.5 2 5 45 7 6 2.5 8 1 3 5 7 1 2 8 6 

綱 弓 I き 25 2.5 6 25 7 2 5 7 6 2.5 8 2.5 6 2 5 6 8 25 

400m リレー（一舟如欠） 4 3 7 7 8 6 8 3 5 6 2 2 5 4 

400m リレー（一舟皮男） 2 8 5 4 1 7 7 6 6 8 5 4 2 3 3 

400m リレー（中・女） 3 2 6 3 7 4 8 8 5 6 1 2 5 7 4 

400m リレー（中・男） 3 2 6 4 5 5 4 2 7 7 3 8 8 6 

障害物リレー 7 2 1 7 8 6 3 5 1 6 4 8 4 3 5 2 

カクテルリレー 7 1 6 4 5 2 8 7 4 3 6 2 5 - 3 8 

得 、占•ヽヽ 合 計 56 44 5 76 64.5 96 65 82 86 5 52 91 57 59.5 62 26.5 73 5 77 

順 位 13 '15 6 9 1 8 4 3 14 2 12 11 10 16 7 5 
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平
成
7
年
度
基
本
健
診
の
受
診
者
は

1
,
6
4
5
人
で
受
診
率
5
5
.
8
%

で
し
た
。

異
常
者
が
多
か
っ
た
の
は
、
高
血
圧
、

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肥
満
で
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で
す
。
放
っ
て

お
く
と
‘
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
怖

い
成
人
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

明
和
村
で
も
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
方

か
3
大
成
人
病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
病
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
も
、
健

診
結
果
を
正
し
く
認
識
し
、
今
後
の
日

常
生
活
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

増
あ
る

成
人
病
予
備
軍

え

つ

つ

健
康
で
幸
せ
な
人
生
を
送
り
だ
い
ー

そ
れ
は
す
べ
て
の
人
の
願
い
で
あ
る
は

す
で
す
。
し
か
し
、
r

人
生
8
0年
時
代
L

．
と
い
わ
れ
る
現
在
で
も
、
が
ん
や
心
臓

病
、
脳
卒
中
な
と
の
成
人
病
で
命
を
落

と
す
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人

病
は
別
名
、
習
慣
病
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
悪
習
慣
の
積
み
重
ね
と
老
化
に

よ
っ
て
発
病
し
、
一
度
病
気
に
な
る
と

治
療
も
長
び
き
ま
す
。
村
で
は
岳
年
5

月
に
基
本
健
診
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
成

人
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め

て
い
ま
す
。
健
診
で
異
常
が
発
見
さ
れ

だ
ら
、
ま
だ
、
成
人
病
に
な
ら
な
い
だ

め
に
は
と
う
し
だ
ら
よ
い
か
、
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

男 女 合計

肥 満
JI. 

(lo. 7% ) 

人

(13. 8% ) 
人

(12.8 % ) 61 149 210 

品• ~ 血 圧 93 (16.3) 148 (13. 8) 241 (16. 7) 

高コレステロール 71 (12.5) 130 (12 1) 201 (12.2) 

糖 尿 病 81 (14.2) 77 (7 2) 158 (9.6) 

肝 臓 病 47 (8.3) 35 (3. 3) 82 (5. 0) 

貧 血 15 (5. 8) 19 (6.7) 34 (2. 1) 

腎 臓 病 7 (1. 2) 3 (0. 3) 10 (0. 6) 

◇
受
診
者
1
,
6
4
5

人

（
男5
6
9

人
女

1
,
0
7
6

人
）

平
成

7

年
度

基
本
健
診
結
果

特集

健願つくり

健

康

か

ら

幸

せ

家

族

は
◇
高
血
圧
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、

動
脈
硬
化
を
起
こ
し
…

1
脳
出
血
や
脳
梗
塞
が
起
こ
る
。

基
本
健
診
異
常
者

へ
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス

: 平成 3 年 平成 4 年 平成 5 年

総数 80人 総数 84人 総数 85人

（死亡率 745.4) （死亡率 764 1) （死亡率 763.9) 

1 悪性新生物 14 悪性新生物 17 心疾患 21 

2 脳血管疾患 14 心疾患 17 脳血管疾患 15 

3 精] 病の賃載 1 l 脳血管疾患 13 悪性新生物 14 のい老

4 肺そ循の環他疾の患型のお心よ疾ひ患 6 肺炎および気管支炎 9 肺炎および気管支炎 10 

5 肺 火火 6 損傷および中毒 7 精り病の馨載 6 のい老

明
和
村
死
因
順
位
別

死
亡
数
あ
よ
ひ
率

（
人
□
1
0万
対
）
1
ー

5

位

血圧値判定の基準
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
が
起
こ
る
。

腎
硬
化
症
か
起
こ
り
、
そ
れ
が
進

行
す
る
と
腎
不
全
や
尿
毒
症
を
起

こ
す
。

◇
予
防

1
1

日

1
0
g
以
下
を
目
安
に
減
塩
゜

便
秘
を
防
ぐ
。

禁
煙

外
出
時
、
浴
室
の
脱
衣
所
、
ト
イ

レ
な
ど
で
の
寒
さ
対
策
を
。

軽
い
運
動
を
。
（
医
師
の
指
示
を
受

け
て
）

ス
ト
レ
ス
・
過
労
を
さ
け
る
。

月

1
回
は
血
圧
測
定
を
。

7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 

3
 
2
 

•WHO （世界保健機構）の血圧分類

（単位： mm水銀柱）

最
高
血
圧

160 

140 

100 

正
常
血
圧

5
 

境
界
域
高
血
圧
一

（
高
血
圧
予
備
軍
）, 55 

最低血圧

高
血
圧

平成 7 年11 月 10 日（金） (4) 



コ
レ
ス
テ
ロ

◇
高
く
て
も
低
く
て
も
い
け
な
い

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
細
胞
を
つ
く
る

成
分
と
し
て
、
ま
た
ホ
ル
モ
ン
や
ビ
タ

ミ
ン

D

な
ど
の
原
料
と
し
て
、
大
切
な

働
き
を
し
て
い
る
脂
肪
の
一
種
で
す
。

多
す
ぎ
る
と
高
脂
血
症
と
な
り
、
動

脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
の
引
き
金
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

少
な
す
ぎ
る
と
肝
臓
や
脳
、
血
管
な

ど
に
栄
養
か
行
か
な
く
な
り
、
脳
卒
中

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
多
す
ぎ

ず
少
な
す
ぎ
ず
、
ほ
ど
ほ
ど
に
保
つ
の

が
健
康
の
秘
け
つ
で
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
、

●発生率

脳
卒
中
が
多
い

どちらも少ない

心
筋
梗
塞
が
多
い

低い ◄ コレステロール値 ► 高い

（小町喜男筑波大学教授による）

ー
ル
・
中
性
脂
肪
の
高
い
方
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
高
い
方
は
、
次
の
よ
う

な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
、

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
中
性
脂
肪

を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト

1
動
物
性
脂
肪
の
多
い
食
品
を
さ
け
、

リ
ノ
ー
ル
酸
を
多
く
含
ん
だ
植
物

油
を
と
る
。

肉
の
脂
身
な
ど
、
目
に
見
え
る
脂

肪
は
、
と
り
除
い
て
調
理
を
。

2
 

インスタント食品をなるべく
使わないようにする。使うときも汁は残す。

｀：己塁調味料をひかえめにし、しようゆは

全体にかけるのではなく少しだけつけて

食べる。

｀ど虐外食は昧見をし、助要なときだけ調味料を使う。

(• 

煮込み料理は減らすか、

薄昧 1こして香辛料を活用する。

酢やだし汁、香辛料を利用しだり、

素材のうまみなとを上手に利用する。

漬物やみそ汁は少なめにする。

◇
太
っ
た
ま
ま
で
い
る
と
：
·

1
中
性
脂
肪
が
増
え
、
皮
下
脂
肪
の

蓄
積
や
心
臓
の
圧
迫
か
ら
高
血
圧

に
な
り
や
す
い
。

動
脈
硬
化
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、

心
臓
病
や
脳
卒
中
の
原
因
に
な
る
。

食
べ
す
ぎ
の
結
果
、
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
の
働
き
が
弱
ま
っ
て
糖
尿
病
に

な
り
や
す
い
。

脂
肪
肝
と
い
う
肝
臓
病
に
な
り
や

す
い
。

尿
酸
値
が
高
く
な
り
、
痛
風
を
起

こ
し
や
す
い
。

栄
養
過
剰
か
ら
胆
石
症
に
な
り
や

す
い
。

膝
関
節
な
ど
骨
•
関
節
の
負
担
が

増
し
、
老
化
が
起
こ
り
や
す
い
。

7
 
6
 
5
 
4
 

3
 
2
 

サ
バ
や
イ
ワ
シ
な
ど
青
背
の
魚
を

積
極
的
に
と
り
血
栓
を
予
防
す
る
。

卵
は
1
日
1
個
以
内
に
。

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
、
動
物
の
臓
物

も
控
え
め
に
。

1
日

3

食
、
規
則
的
に
食
べ
る
。

1
日
2
食
の
ま
と
め
食
い
や
夜
食

は
、
血
中
の
中
性
脂
肪
を
増
や
す
。

適
度
な
酒
は
悪
玉
の
増
加
を
抑
え

る
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
中
性
脂
肪

を
増
や
す
こ
と
に
。

肥
満
を
解
消
し
、
禁
煙
を
。

生
活
の
中
に
運
動
を
積
極
的
に
と

り
入
れ
る
。

一
方
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
い
方

は
、
偏
食
を
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

, 
8
 

7
 

6
 
5
 
4
 
3
 

7
 

6
 
5
 

4
 
3
 

2
 

8
 あなたの肥満度tチェック

（ボデイーマス指数を用いて）

●計算法

体重(kg）＋身長(m)2

例えば身長160cmで体重56kgの人だと

56-:-(1.6 X 1.6) =21.87 

●判定基準

20未満

22 
20以上24未満

24以上26.5未満

26.5以上

やせ

標準体重

正常体重

やや肥満

肥満

※この指数を用いた標準体重の計算方法

身長 (m)2X 花

例えば、身長］ 60cmの人だと

1.6 X 1.6 X ビ2=56.3ビkg

ウ
ィ

免
疫
の
働
き
か
悪
く
な
り
、

ル
ス
に
感
染
し
や
す
い
。

◇
今
日
か
ら
始
め
る
減
量
作
戦

1
食
事
は
1
日
3
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

夕
食
は
軽
め
に
、
寝
る
3
時
間
前

は
何
も
食
べ
な
い
。

肉
中
心
か
ら
魚
中
心
の
食
生
活
に
。

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
多
い
野

菜
や
海
藻
を
た
っ
ぷ
り
と
り
、
満

腹
感
を
。

間
食
を
控
え
る
。

お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い
。

お
酒
は
高
カ
ロ
リ
ー
の
う
え
、
食

欲
を
増
進
さ
せ
る
の
で
注
意
。

ス
ト
レ
ス
解
消
の
や
け
食
い
、
や

け
酒
は
厳
禁
。

こ
ま
め
に
体
を
動
か
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
体
に

負
担
の
か
か
ら
な
い
運
動
を
毎
日

続
け
る
こ
と
が
大
切
。

週
に
一
度
は
体
重
チ
ェ
ッ
ク
を
。

基
本
健
診
の
事
後
措
置
と
し
て
、
各

種
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
肥
満
・
糖
尿
病
予
防
教
室

1
2
ー
3
月
ま
で
4
日
間
コ
ー
ス

内
容
…
講
話
・
運
動
指
導
・
調
理
実

習
・
血
液
検
査
等

◇
高
脂
血
症
教
室

2
月

1
3

月
ま
て
2
日
間
コ
ー
ス

内
容
…
講
話
・
栄
養
指
導
・
血
液
検

査
等
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
紙
、

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。今

回
は
、
基
本
健
診
に
つ
い
て
特
集

し
ま
し
た
が
、
村
で
は
成
人
病
予
防
対

策
の
一
環
と
し
て
、
各
種
か
ん
検
診
．

健
康
相
談
・
健
康
教
育
等
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
ぜ
ひ
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

(5) 平成 7 年11 月 10 日（金）



免
除
を
受
け
た
保
険
料

は
、
後
か
ら
で
も
納
め

る
こ
と
か
で
き
ま
す

扶
養
親
族
等
申
告
書

は
、

1

月
3
0
日
ま
で
に

提
出
し
ま
し
ょ
う

合
や
、
「
人
生
八
十
年
時
代
」
で
す
。
長
く
な
っ
だ
第
二
の
人
生
を
有
意

義
に
過
ご
す
だ
め
に
も
、
国
民
年
金
の
果
だ
す
役
割
は
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
は
、
や
が
て
誰
に
で
も
あ
と
す
れ
る
老
後
や
、
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
万
一
の
時
に
備
え
て
、
国
民
み
ん
な
で
支
え
合
う
、

国
の
制
度
で
す
。

病
気
や
失
業
な
ど
で
所
得
か
な
く
な

り
、
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
方
や
、

学
生
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

支
払
い
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

「
保
険
料
が
払
え
な
い
か
ら
」
と
放

っ
て
お
く
と
、
将
来
年
金
を
受
け
る
と

き
減
額
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

全
く
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
、
保
険
料

か
免
除
さ
れ
た
期
間
の
扱
い
は
、
保
険

料
を
納
め
た
と
き
の
三
分
の
一
の
金
額

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
時
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
た
方
は
、

免
除
さ
れ
た
保
険
料
分
を
十
年
ま
で
さ

か
の
ぱ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
追
納
」
と
い
い
ま
す
。

追
納
し
て
よ
り
多
い
年
金
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
住
民
課
保

険
・
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
次
の
方
は
、

支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
所
得
税
が
適
切

に
源
泉
徴
収
さ
れ
る
よ
う
‘
扶
養
親
族

等
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
申
告
書
は
、
十
一
月
中
旬
に
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵
送
さ
れ

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
1
1月
3
0

巳
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
六
十
五
歳
以
上
で
、
一
七
八
万
円
以

上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方

◇
六
十
五
歳
未
満
で
‘
1
0
八
万
円
以

上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方

※
な
お
、
記
入
等
が
不
明
な
方
を
対
象

に
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
保
険
料

の
免
除
制
度
か
あ
り
ま
す

国

民

年

金

情

報

知

っ

て

得

ョ

る

年金豆知識

保険料はまとめて

払うと割引されます

保険料は、 1 年分をまとめて

前納可ると、割引になりま可。

保険料の有利な納付方法ですカ

ら、ご利用をあ勧めしま可。

年金の価値は守られます

国民年金では、その時々の物

価の変動に応じて年金額の改定

を行う「完全自動物価スライド

制Jガ導入されています。年金

の価悟は将来にわだり、目減り

することはありませんので、と

ても安心で可。

第
一
二
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
）
の
届
出
が
出
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
り
‘
遅
れ
て
届
出
ら
れ
る
と
、
原

則
二
年
前
ま
で
さ
か
の
ほ
っ
て
第
一
二
号

被
保
険
者
の
期
間
と
認
め
ら
れ
、
そ
れ

よ
り
以
前
の
期
間
は
「
未
届
出
期
間
」

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
か
、
平
成
九
年
―
二
月
ま
で
の

特
例
届
出
期
間
中
に
届
出
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
以
降

の
未
届
出
期
間
か
第
三
号
被
保
険
者
の

期
間
と
さ
れ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
の

◇
日
時

1
1月
2
8巳
閲
午
前
9

時
的
分
ー

午
後
3

時
3
0分

◇
会
場
役
場
第
二
会
議
室

各
種
年
金
相
談

気
軽
に
こ
相
談
く
た
さ
い

第
三
号
被
保
険
者
の
特
例

届
出
期
間
か
あ
り
ま
す

◇
日
時

1
1月
2
4日
命
午
前
1
0時
ー
1
1

時
3
0分
、
午
後
1

時
3
0分
ー
3
時

◇
場
所
館
林
市
文
化
会
館

2
階
第
3

会
議
室

◇
助
要
書
類
等
「
年
金
証
書
と
改
定

通
知
等
」
、
送
付
さ
れ
だ
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
J
「
認
め
印
L

額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

届
出
を
忘
れ
て
い
た
り
、
済
ま
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
必
ず
こ
の
機
会
に
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
保
険
・
年

金
係
6
闘
3
1
1
1
（
内
線
3
3
7
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 7 年11 月 10 日（金） (6) 



多田 責さん

犯
罪
を
し
た
者
の
改
善
お
よ
び
更
生

を
助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予
防
に

多保
田

賓
さ
ん

護

司
に

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
7
年
度
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
村
審
査
を
パ

ス
し
た
1
9
点
が
県
審
査
に
臨
み
、
9

月

2
5
Hの
県
審
査
で
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
入

賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
部
で
優
秀
に
選
は
れ
た
、

吉
永
俊
彦
君
の
作
品
は
中
央
（
国
）
審

竺

当
た
る
保
護
司
と
し
て
、
上
江
黒
の
多

田
賓
さ
ん
（
六
o
)か
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
保
護
司
の
仕
事
は
、
多
田
さ
ん

の
よ
う
な
誠
実
な
人
柄
で
、
人
格
識
見

と
も
高
く
、
社
会
的
信
望
も
厚
い
人
に

適
し
て
お
り
、
多
田
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

農
地
を
貸
し
た
い
人

借
り
た
い
人
は

こ
相
談
く
だ
さ
い

農
業
就
業
の
高
齢
化
、
兼
業
化
等
が

進
行
し
、
稲
作
を
中
心
と
す
る
中
核
農

大矢矢入大大大須川梅中中新南田江
佐ケ 大
貰島島谷輪輪輪賀俣原谷谷里島島ロ

吉永俊彦君

吉永君の作品

柿沼 翼君

人
賞
お
め
で
と

ニ
フ

査
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
県
内
で
、
小
・
中
・
高

校
の
部
を
合
わ
せ
て
1
6
‘
0
5
6
点

で
し
た
。
本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
小
学
校
の
部

◇
優
秀
吉
、
水
俊
彦

◇
佳
作
本
澤
美
幸

◇
入
選
澤
浦
啓

◇
入
選
野
本
順
子

◎
中
学
校
の
部

◇
入
選
森
尻
和
臣

（
敬
称
略
）

（
西
小
4
)

（
西
小
3
)

（
西
小
2
)

（
東
小
2
)

（
中
l
)

書
道
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

群
馬
県
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

主
催
の
「
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ

家
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
農
地
の
貸

し
手
農
家
の
増
加
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
等
の
諸
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
村
で
は
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
、
農
地
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
に
農
地
の
貸
し
借
り
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。
農
地
を
貸
し
た

い
人
、
借
り
た
い
人
は
、
地
区
の
農
業

委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
行
政
区
の
農
業
委
員
さ
ん
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

氏
名
行
政
区
電
話
番
号

機
村
昭
一
斗
合
田
闘
6
1
5
0

荻
野
清
下
江
黒
⑬
8
8
8
7

野
木
村
公
一
上
江
黒
闘
7
5
6
3

田
村
正
雄
千
津
井
⑬
3
6
9
8

ま
し
た
。
本
村
の
入
賞
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
書
道
（
半
紙
）
の
部

◇
金
賞
野
中
千
夏
（
中

2
)

◎
書
道
（
条
輻
）
の
部

◇
金
賞
、
日
本
農
業
新
聞
賞

翼
（
中

l
)

篠泉田金松原川田宇神坂折鈴小北関
木田口子本日村口木谷上原木池島日

正和幸竹昭和慶富貞 荘和
ー作太雄功一登晴一次雄篤六昇夫忠
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野中千夏さん
ホ
巾
刀
口

.‘ 
.
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今
年
も
、
十
一
月
九
日
か
ら
十
五

日
ま
で
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
向
上
さ

せ
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産

の
消
失
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
災
害
に
備
え
て
日
頃
の
火

の
用
心
」

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
火
事
を
出

さ
な
い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し
火

災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
「
火
の
用
心
」
7

つ
の
ポ
イ
ン
ド

①
寝
た
ば
こ
や
た
は
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

②
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
こ

協
力
く
だ
さ
い

(7) 平成 7 年11 月 10 日（金）



500人ほとの聴講生

感 動 一村民文化大学教養講座一

9 月 29 日、合併40周年記念の村民文化大学教養講座のトッ

プを切って、歌手の千葉紘子さんが「笑顔はいつも花になる一

母の手、愛の手、やさしい手」と題して、子どもの非行防止

について、歌を交えて熱弁をふるいました。

また、 10 月 13 日には、俳優の毒峻三太夫さんか「人生おも

しろおかしく生きる法」と題して講演。庶民派タレントの毒

峻さん独特のユーモラスな講話に

会場は爆笑の連続でした。

さらに、 10 月 27 日には、作家の

立松和平さんが「花に学ほう、鳥

に学ぱう」と題して、自然環境保

護問題について講演。

各氏とも 500人ほどの聴講生を感

動させ、好評を博しました。

チャーミングな笑顔で

千葉紘子さん

むら
の

わだし9
地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

大きな高イモか

いつはいとれたよっヽ

館高J RC 部員

清 掃 活 動

1
0
月
2
1
日
、
2
9
日
、
館
林
高
等
学

校
で
J
R
C

（
青
少
年
赤
十
字
）
活

動
を
し
て
い
る
2
年
生
の
生
徒
が
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
自
分

た
ち
が
自
主
的
に
お
年
寄
り
に
対
し

て
役
に
立
つ
活
動
を
し
た
い
と
い
う

趣
旨
に
よ
り
、
今
回
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
た
も
の
で
す
。

空
缶
な
ど
の
分
別
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
の
ブ
ラ
シ
掛
け
、
座
ぶ
と
ん
カ

バ
ー
を
外
し
て
洗
た
く
す
る
な
ど
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
清
掃
か
ら
始
ま
っ
て
、
更
に
お

年
寄
り
と
の
交
流
を
深
め
、
何
で
も

挑
戦
し
た
い
」
と
意
欲
的
な
姿
勢
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

·---— 

毒鰻三太夫さん

◄

”
君
と
い
つ
ま
で
も
I
i
を

歌
い
な
が
ら
登
場
”
~

ー5

10 月 19 日、 27 日、東・中・西幼稚園では、園児た

ちか育ててきたサツマ芋の収穫を行いました。

苗は、園児たちが 5 月に植えたもので、小さなス

コップを片手に土を掘り返すと、大きな芋が次々と

顔を見せ園児は大喜びでした。

園児たちは、初めて体験したサツマ芋掘りで、「と

るのが楽しかった」と収穫の喜びを味わっていまし

た。

収穫した芋は、焼き芋パ

ーティーなどを開いて味わ

うそうです。

なお、東幼稚園の芋畑は、

千津井GOGO会（会長松

本昇さん）会員の好意によ

り畑の提供、耕うんなどの

協力を得ています。

平成 7 年11 月 10 日（金） (8) 



東 保

ーツの執，綱
一日、 20 日、東・中・西保育

ふれあいを深めてもらおうと、親子運動会が開かれました。

今年は、東・中央保育園は合同で東保育園庭を会場に行いました。

各保育園で創意工夫されたプログラムが作成され、えっさほいさっさ、

パパの背広はいーな、フラダンスリレーなどを親子で楽しみました。

また、園庭いっぱいの家族の声援を受けて、園児たちは元気よくかけ

っこなどの競技をしていました。

-r~ __ -llｷ ~怜
匁瓦

'さつさっ。

mるさとをみつめよラ
一新里地区オリエンテーリンクー

新里子ども育成会とやろう会では、 10 月 29 日、親

子のふれあいや地区の人たちとの親睦を深めてもら

おうと、オリエンテーリング大会を開きました。 3

回目のこの大会は年々盛況となり、昨年を 70人も上

回る 57組、 200人余りの友達同士や家族が参加しまし

た。

3 組ずつ 3 分間隔でスタートし、新里地区の 6 カ

所の隠しポイントをチェックして、スタート地点へ

戻るコース。中には、地図を手にして戸惑う子ども

たちの姿も見られました。

競技終了後は、焼きそばが400食用意され、また、

綿あめを自分で作り、楽しい日曜日を過ごしました。

◄ フラダンスリレーと

いうよりも

デカパン競争みたい？

（西保）

▲ママだって背広、似合うでしょ。（中保）

生きがし～e

通偏教育で…

生
涯
学
習
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
で

す
が
、
大
佐
貫
の
金
子
茂
子
さ
ん
闘
は
、

2

年
間
の
通
信
教
育
で

N
H
K

学
園
高

等
学
校
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス
を
修

了
し
、

N
H
K

学
園
社
会
福
祉
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
士
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
は
、
村
の
広
報
紙
で
生

徒
募
集
を
知
り
、
生
き
か
い
と
ほ
け

防
止
の
た
め
挑
戦
し
よ
う
と
申
し
込

ま
れ
た
そ
う
で
す
。
老
人
福
祉
論
や

心
理
学
な
ど
2

年
間
で
1
2科
目
を
勉

強
し
、
大
宮
市
で
開
か
れ
た
ス
ク
ー

リ
ン
グ
に
も
出
席
し
ま
し
た
。

「
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
は
解
答
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
、
図
書
館
通
い
も

し
ま
し
た
。
体
験
学
習
で
は
東
毛
光

生
園
や
村
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
み
な
さ
ん
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
支

え
ら
れ
た
お
陰
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

(9) 平成 7 年11 月 10 日（金）



「
寛
保
の
大
洪
水
」
と
伝
え
ら
れ
る

洪
水
は
、
寛
保
―
一
（
一
七
四
二
）
年
七

月
末
か
ら
八
月
初
め
に
か
け
て
近
畿
・

関
東
・
北
陸
を
お
そ
っ
た
大
風
水
害
で
、

特
に
関
東
地
方
の
被
害
は
大
き
く
、
利

根
川
筋
に
当
た
る
本
村
も
全
域
に
わ
た

っ
て
田
畑
の
水
没
、
家
屋
の
流
失
、
水

死
者
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

田
島
の
徳
蔵
院
境
内
に
あ
る
「
流
死

人口
供
養
塔
」
の
碑
面
に
「
出
水
此
塔
地

一
丈
五
尺
」
（
約
四
・
五
四]
I
C
)
と
あ
る

か
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
い
か
に
大
洪
水
で

あ
っ
た
か
が
想
像
で
き
る
。

当
時
、
新
田
郡
岩
松
村
（
現
尾
島
町

岩
松
）
の
青
蓮
寺
住
職
が
、
洪
水
の
後

再
度
に
わ
た
っ
て
被
災
地
に
出
か
け
、

実
際
に
見
聞
し
た
こ
と
を
書
き
と
め
た

「
寛
保
洪
水
記
録
」
が
あ
り
、
そ
の
中
の

大
輪
村
の
被
害
状
況
を
要
約
す
れ
ば
次

No,3 
-』

（水害の歴史をたとって®J

打ち続く水害による凶作、加えて苛酷

な徴税にあえぐ農民か、名も知らない流

死者のため供養碑を造立した理由は、無

惨な漂着者の姿を目のあたりにし、 しの

びないものがあったためであろう。

の
よ
う
で
あ
る
。

梅
原
村
の
隣
氾
止
大
輪
と
い
う
村
が

あ
り
、
こ
こ
に
性
急
な
男
と
気
長
な
男

が
軒
を
並
べ
て
住
ん
で
い
た
。
性
急
な

男
は
八
月
一
日
の
昼
頃
よ
り
の
雨
の
様

子
か
ら
「
今
度
は
き
っ
と
大
水
に
な
る

だ
ろ
う
。
ま
ず
は
家
が
流
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
。
」
と
家
の
回
り
の
竹
を
た

わ
め
て
、
軒
の
柱
は
も
ち
ろ
ん
家
の
中

の
柱
に
ま
で
結
び
つ
け
、
「
こ
れ
で
よ
し
。

た
と
え
大
水
が
棟
木
を
越
え
て
も
家
は

つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
家
と
命

が
あ
れ
ば
何
と
か
な
る
。
で
は
、
隣
の

弥
次
右
に
も
こ
の
よ
う
に
つ
な
が
せ
よ

う
。
」
と
垣
根
越
し
に
呼
び
か
け
た
が
、

隣
の
気
長
男
は
悠
々
と
「
水
で
死
ぬ
な

ら
そ
れ
も
舟
命
だ
。
そ
れ
に
こ
の
大
雨

お
っ
く
う

と
大
風
で
は
外
に
出
る
の
も
億
劫
だ
。
」

と
荼
な
ど
飲
ん
で
い
た
。

予
想
ど
お
り
夜
に
入
り
ま
す
ま
す
増

水
、
明
け
て
二
日
の
朝
八
時
頃
、
気
長

流
死
人
供
養
塔
（
田
島
）

じ
）

——
-1E" 

血圧を下げるための

カリウムを多く含む食品

《豆類》

尋
サヤエンドウ

茫

晨
インゲン豆

忍ぎ黒豆

男
の
家
は
、
こ
の
男
を
屋
根
に
乗
せ
て

フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
と
流
れ
出
し
た
。
そ
れ

を
見
て
隣
の
性
急
男
は
「
な
ん
と
弥
次

右
さ
ん
、
昨
日
あ
れ
ほ
ど
呼
び
か
け
た

の
に
。
覚
悟
は
出
来
て
い
る
か
い
。
」
と
、

気
長
男
は
笑
い
な
が
ら
「
死
ぬ
覚
悟
だ

か
ら
あ
の
世
で
待
っ
て
い
よ
う
。
し
か

し
米
春
の
彼
岸
に
は
仏
壇
ま
で
や
っ
て

米
る
つ
も
り
だ
か
ら
そ
の
時
に
は
冷
酒

で
も
一
杯
供
え
て
も
ら
い
た
い
。
で
は
◇
高
血
圧
と
ナ
ト
リ
ウ
ム

さ
ら
ば
。
」
と
流
さ
れ
て
行
っ
た
が
、
三
高
血
圧
に
は
、
何
ら
か
の
疾
患
が
原

里
（
十
ニ
キ
ロ
ぃ
I
C
)ば
か
り
行
っ
た
と
因
と
な
っ
て
起
こ
る
二
次
性
の
高
血
圧

こ
ろ
で
、
或
る
寺
の
森
に
引
っ
掛
か
っ
と
、
原
因
が
不
明
で
い
く
つ
か
の
因
子

た
。
四
、
五
日
し
て
水
が
引
い
た
の
で
、
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
起
こ
る
本
態

そ
の
辺
り
で
冷
飯
な
ど
も
ら
い
、
十
日
性
の
高
血
圧
の
2
つ
か
あ
り
、
は
と
ん

は
ど
し
て
無
事
大
輪
村
へ
帰
り
つ
き
、
＾
ど
が
本
態
性
の
高
血
圧
で
す
。
こ
の
主

隣
の
性
急
男
と
も
再
会
し
、
と
も
に
手
〈
な
成
因
と
し
て
は
、
食
塩
の
と
り
す
ぎ
、

を
打
っ
て
喜
び
合
っ
た
と
い
う
。
洪
水
〈
肥
満
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
、
疲
労
、
運

の
被
害
状
況
の
記
録
と
し
て
は
、
ユ
ー
動
不
足
か
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
食

モ
ラ
ス
な
話
で
あ
る
。
へ
事
の
影
響
は
大
き
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員
れ
た
食
生
活
か
大
切
と
な
り
ま
す
。
特

に
食
塩
を
控
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
血
圧

を
下
げ
る
効
果
は
期
待
で
き
ま
す
。
こ

の
食
塩
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
が
ナ

ト
リ
ウ
ム
で
す
。
血
圧
を
上
け
る
作
用

5『げ
{
”

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
説
に
よ
る
と
、

「
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
血
管
の
中
で
増
加
す
る

と
血
管
の
壁
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
に
水

分
か
吸
い
よ
せ
ら
れ
る
の
で
、
血
管
の

壁
は
水
ぶ
く
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
血

管
の
内
側
が
狭
く
な
る
の
で
血
液
か
ス

ム
ー
ズ
に
流
れ
な
く
て
血
圧
が
上
が
る
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

《くだもの》、き覆〇 o:
ハナナ モモ カキ

0 00 
テ、ンネーフル夏ミカン ◇

ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム

塩
分
中
に
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
相
関

関
係
し
て
い
る
の
か
、
野
菜
や
果
物
に

含
ま
れ
て
い
る
カ
リ
ウ
ム
で
す
。

カ
リ
ウ
ム
は
一
般
的
に
血
圧
を
下
げ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
カ

リ
ウ
ム
の
働
き
に
、
心
臓
や
筋
肉
の
機

能
を
調
節
す
る
こ
と
と
、
細
胞
内
液
の

浸
透
圧
が
一
定
に
保
た
れ
る
よ
う
調
節

す
る
こ
と
か
あ
る
か
ら
で
す
。
ナ
ト
リ

ウ
ム
に
は
、
細
胞
外
液
の
浸
透
圧
を
一

定
に
保
つ
よ
う
調
節
す
る
働
き
か
あ
り

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
に
片
よ
ら

す
、
お
互
い
が
う
ま
く
調
節
す
る
こ
と

ッ
で
血
圧
が
一
定

:
`
]
に
保
た
れ
る
の

で
す
。

キ
健
康
な
生
活

ゥ

を
送
る
た
め
に

も
、
食
塩
は
一

日
1
0
g
以
下
、

も
し
も
高
血
圧

症
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
ら

一
日
8
g
以
下

を
目
標
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
健
康
⑭

《野菜》

ト：亨／／ヤ□9セリ
攣キャヘノ［口巴琶／

平成 7 年11 月 10 日（金） (10) 



んさ達

倉
夫

合ヽ

本
村
南
大
島
在
住
の
川
合
達
夫
さ
ん

は
、
1
0
月
に
福
島
県
で
開
か
れ
た
「
ふ

く
し
ま
国
体
秋
季
大
会
」
の
レ
ス
リ
ン

グ
・
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
で
、
成
年
男
子

9
0キ
ロ
級
に
出
場
、
二
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
選
手
権
で
2

位
、

プ
レ
五
輪
の
世
界
選
手
権
で
5

位
に
入

賞
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

成
年
フ
リ
—
)
連

(
9
0
キ
ロ
級

覇

川
合
達
夫
選
手

ふ
く
し
ま
国
体
秋
季
大
会
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優勝した始澤さん

サ
―H 困

全

□

：
：
『
：
に

ぎ
一
ー
ジ
；
ぃ
、
ヽ

免

4 3 準優
優

位位位位勝勝

6
 
5
 

始
澤
き
み

中
島
フ
ミ
子

島
田
大
治

渋
澤
ろ
く

和
田
政
江

福
井
正
男

優
勝
橋
本
産
業
昧

準
優
勝
大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

三
位
日
東
製
器
閻

ソ第

フ 15

卜匝l

ボ事

I 業

ル所

大対

会抗

◇
期
日
1
2
月
1
0
日
⑪

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

人
〔
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・

一
般
（
高
校
生
を
含
む
）
の
部
〕

◇
申
し
込
み

1
1月
2
6日
⑪
ま
で
、
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

合
併

4
0周
年
記
念
第

6

回

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
大
会

（
敬
称
略
）

^-、'.'-'"'~~:
’9 ｷ,., 9,......," ••• r 欠｀，＇｀ゞ',

優勝した「南大島上E」チーム

合
併

4
0
周
年
記
念

第

3
6
回
村
民
卓
球
大
会

第
4

回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
ー
大
会

優
勝
南
大
島
上

E

準
優
勝
中
谷

A

三
位
大
佐
貫

A

1
2
月1
日
か
ら
、
「
ふ
る
さ
と
の
広
場
」

内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
申
し
込
み

手
続
き
は
、
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

利
用
申
し
込
み
は

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

優勝した「橋本産業（株」チーム

運動施設の利用申し込み先一覧表

＼申し込み先iふるさとの広場 大輪公園

B & G 財団

明和海洋センター
ァニスコート

杜会体育館
多目的広場 テニスコート

ノヽ゜ークゴルフ場 ソフトボール場

※申し込み先が休館日等の場合は、中央

公民館にお問い合わせください。

位

閻
タ
イ
ホ
ー
産
業

ま
た
、
「
ふ
る
さ
と
の
広
場
」
内
の
多

目
的
広
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
お
よ

び
「
大
輪
公
園
」
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
利
用
申
し
込
み

手
続
き
は
社
会
体
育
館
で
、
そ
れ
ぞ
れ

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
内
に
あ
る
運
動
施
設
の

効
率
的
な
運
用
や
利
用
者
の
利
便
性
を

図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

健
康
増
進
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
施
設
を
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

(11) 平成 7 年11 月 10 日（金）



度
集年

募児園
8
 

成
育

平
保

ー

◇募集期間 11 月 20 日（月）から 30 日（木）

◇募集人員 東保育園60人、中央保

育園90人、西保育園60人

◇対象児就学前の児童

◇入園資格村内の住民で、母親が

働いていたり、病気などで幼児の

保育に当たれる人がなく、家庭で

保育に欠けると認められる世帯の

児童等

※詳しくは、福祉課（老人福祉セン

ター内合 (84) 4926) へお問い合わせく

ださい。

性
深
を

1

び
は
~
和
し

鯰
集
闘
□
□
4

口
ば
訓
口
汎

の
の
友
と
ら
生
t
t
k
薦
）
飢
で
ヘ

年
募
で
、
こ
か
年
推
人

0

ま

1
1

縄
じ
う
因
6
の
5
0

円
丸
⑪
5
5

l
J
一
沖
通
養
。
日
日
・
女
で
口
馴
ら
1
0閲

団
者
麟
厨
戸
口
鱈
町
[
げ
鱈
体
巧
]
月

C
゜

財
寄
研
間
れ
3
6

縄
小
康
明
け
人
新
1
2
一
い

n
u

と
の
人
さ
の
沖
健
。
1
夕
さ

G
n

海
等
な
施
間
で
象
の
数
す
舶
み
ン
だ

＆
航
ツ
か
実
期
ま
先
対
生
人
で
費
船
込
セ
＜

験
一
豊
に
施
囲
航
加
学
集
人
加
用
し
洋
み

B

参
体
ポ
、
的
実
日
渡
参
中
募
2
参
使
申
海
込

ー
ス
め
目
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

l 緑化講座開催
家庭緑化を進めるため、 12月は「庭

木と鉢物の冬越し」をテーマとして

開催します。

◇日時 12 月 14 日（木）午前 10時～正午

◇場所 群馬県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 35人

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センター

合 (88) 7188へお申し込みください。

l : : ; : : ? :口建設業法の改正により、一定金額

以上の公共工事を発注者から直接請

け負おうとする建設業者の方は、経

営事項審査を受けていなければなら

ないことになりました。

また、経営事項審査の有効期間が

1 年 7 月と定められたため、公共工

事を受注するためには、毎年、経営

事項審査を受けることが必要です。

◇日時 12 月 12 日（火）～ 14 日（木）

午前 9 時～午後 4 時

◇場所館林土木事務所

◇対象建設業者 決算期が原則とし

て平成 6 年12月～平成 7 年 6 月

◇その他 決算日が平成 7 年 7 月以

降の建設業者の方は、平成 8 年 1

月以降に申請受付を行います。

◇問い合わせ 経営状況分析： （財）建

設業情報管理センター群馬県支部合

0272(53)3152、経営事項審査：館林

土木事務所合（72)4355へお問い合わ

せください。

第 2 回東毛

わんばく教室開催

◇期日 ①12 月 9 日（士）～ 10 日（日） ② 

1 月 27 日（士）～ 28 日（日） （共に 1 泊 2

日・両方参加が原則）

◇場所 県立東毛少年自然の家

◇対象・定員 県内の小学 3 ~ 6 年

生（特殊教育諸学校も含む） 80人

◇内容 冬の星座観察、野鳥観察等

◇参加費各3,300円

◇申し込み 参加者の氏名、住所、

電話番号、学校名、学年、性別、

保護者名を記入し、ハガキか FA

X で11 月 20 日（月）までにお申し込み

ください。（必着）合0277(78)5666

FAX 0277 (78) 7322 

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

へお問い合わせください。

群馬県最低賃金

10 月 1 日から改正

群馬県最低賃金が、 10 月 1 日から

改正されました。

日額 4,731 円

時間額 593円

※詳しくは、群馬労働基準局賃金課

合0272(31) 4517へお問い合わせくだ

さし‘°

くらし

の

情報・案内
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◇日時＝ 12 月 11 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 12月 1 B から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。
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乳三□鬼三置言塁覧
◇日時＝ 12 月 14 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 12 月 5 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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5：パ輝り輝心砥霜項薗
----------------------—``-----------------------------
◇日時＝ 12 月 15 日（鉗

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
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◇日時＝ 12 月 14 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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◇固定資産税、国民健康保険税、国

民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 11 月 30 日（木）

11 月は「計量強調月間」です 平成 7 年11 月 10 日（金） (12) 



岳月7日は消防の日

緊急放送で防火を

呼びかけます

消防行政が市町村の事務であるこ

とを義務付けた「消防組織法」が施

行されたのが昭和23年 3 月 7 日で、

昭和25年に 3 月 7 日を消防の記念日

として制定されています。

そこで、村民の尊い人命、身体、

財産を火災から守るため毎月 7 日を

消防の日とし、午前 7 時と午後 8 時

にオフトーク通信緊急放送で明和分

署から防火を呼びかけます。この時

サイレンを吹鳴しますので火災と間

違わないように注意してください。
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l 二靡ょ゜ぶ群馬県の人口 200万人到達を記念し

て製作された映画「眠る男」が、全

国に先がけて 12月上旬から県内各地

で一斉上映されます。

この映画は県の記念すべき素晴ら

しいものですから、ぜひご覧くださ

い。チケットは県内共通券となって

おり、どこの会場でも鑑賞できます。

なお、明和村での上映は次のとお

りです。

◇日時 12 月 17 日（日）午後 1 時30分～

◇場所中央公民館

◇入場料 500円

※チケットは、役場企画課、中央公

民館、老人福祉センター等でお求め

くださしヽ。

詳しくは、企画課合（84) 3111 （内

線340) へお問い合わせください。
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内
買をこばだ

村

ー

私たちが買うたばこには、たばこ

税という税金がかけられています。

このたばこ税は、たばこを買われ

た県や市町村の収入となってみなさ

んの暮らしに役立てられます。

定価220円のたばこを買った場合、

約40円が村に納められます。

たばこは、村内で買いましょう。
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] 館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 言
千代田 赤文 ; 人

板倉地区 更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

休 なにみ 胃
る限一

小西医院 川村医院 記念病院 新橋病院 館林地区と 千代田医院 場合 り 厚
11 月 12 日

ff(86)2261 合(72) 1337 合 (72)3155 合（75)3011 同じです。 合 (86)6080 が診療 病生

日
あ時 院

横田（婦）医院 川田医院 後藤（内）医院 川島脳外科 館林地区と 小西医院 り間 r 

11 月 19 日 まは 1 
合 (72)0255 合 (72)3724 合（72)0134 合 (75)5511 同じです。 合 (86)2261 >; (72) 

3 
上野医院 土井クリニック で 1 | 

11 月 23 日 胃 9 4 当 合（72)3330 合 (72)8841

゜しで 一

浜野病院 小倉医院 森下医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と てで が
11 月 26 日 かす 担

合 (88)5678 合 (72)0606 合 (73)7776 合 (72)6000 同じです。 同じです。 ら゜ 当

番
点又 し

白沢医院 大神医院 菅沼医院 礫川堂医院 増田医院 竹越医院 至ロジ^ ま
12 月 3 日 し す

合 (72) 1600 ff (62) 2200 ff(72)9090 合（74)0184 合 (82)2255 合 (84)3137 て ゜
< ^ 内

土井クリニック 川田（耳）医院 清河堂医院 永寿堂医院 石山医院 千代田医院 だ 科
12 月 10 日 さ

医 合（72)8841 合 (72)3314 合（72)3070 合 (72)4469 合 (82)0103 合 (86)6080 し‘ 外
゜ 科

落合医院 川村医院 安楽岡医院 海宝医院 館林地区と 館林地区と
12 月 17 日

合 (72)3160 合（72) 1337 合（72)0572 ff(74)081 I 同じです。 同じです。 喜

(13) 平成 7 年11 月 10 日（金）



た
ま

雑
じ
ょ

か
ざ
す
手
の
珠
美
し
や
塗
り
火
本

杉
田
久
女

美
し
い
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輪
を
は
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た
手
と
、
塗
り

火
鉢
と
の
醸
し
出
す
風
情
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。
ま
た
、
あ
か
ぎ
れ
や
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の
手
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か
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も
、
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ま
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も
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こ
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火
鉢
は
、
日
本

の
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活
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に
あ
っ
た
重
宝
な
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で

し
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し
か
し
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現
在
で
は
火
鉢
よ
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便
利
な
暖
房
機
器
が
発
達
し
た
こ
と
と
、

家
屋
の
洋
風
化
が
進
み
、
木
炭
の

＼
火
鉢

歳
時
記

村の人口と世帯
11 月 1 日現在

世帯数 3 I 155戸

人口総数 I I, 450人

男 5,761 人・女 5,689人

(10 月中の動き）

出生 10人・死亡 3人

転入 41 人・転出 32人
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毎
年
十
一
月
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、
「
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間
」
で
す
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の
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し
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み
て
は
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か

か
で
す
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。

か
ほ
や
が
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10月の救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 6 件

•その他 2 件
●計 14 件
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入
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験
の
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少
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で
す
よ
。
村

内
に
住
ん
で
い
る
漫
画
家
を
志
望
し
て
い
た
若

き
女
性
か
描
い
て
い
る
の
で
す
か
、
オ
能
が
あ

る
っ
て
す
は
ら
し
い
で
す
ね
。

何
の
取
り
柄
も
な
ぃ
⑪

清
々
し
い
秋
空
の
下
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
村

民
体
育
祭
。
私
は
、
カ
メ
ラ
ウ
ー
マ
ン
に
撤
し
、

動
い
て
い
る
被
写
体
を
撮
る
難
し
さ
を
、
改
め

て
痛
感
し
た
一
日
で
し
た
。
さ
て
、
私
の
写
真

は
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
®

男 男 男

薮大大中須中大下南

区嘉貸輪谷賀谷眉関裔口島区
睾％％ ］喜一 % % % ％男愧％ % % ％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

平成 7 年11 月 10 日（金） (14) 

江

女

矢

父
母
名
性
別

i也 （
敬
称
略
）
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第 8 回明和村社会福祉大会
主催明和村•明和村社会福祉協滋会

I 

ロ璽＇、 9 

あいさつを述べる斎藤村長

ダイヤモンド婚者
（結婚60年）

酒 井 孝さん

ちよ子さん

関
本

飯
塚

宗
市
（
南
大
島
）

金
一
（
千
津
井
）

◇
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

老
人
扶
養

模
範
家
庭
表
彰

（
敬
称
略
）

昭

斗
合
田

顕村

彰長

. 表
感彰

謝 . 

第
八
回
明
和
村
社
会
福
祉
大
会
が
十
＿
月
九

日
、
村
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、

中
央
公
民
館
で
受
賞
者
な
と
関
係
者
＿
＿
ー
百
人
余

り
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
だ
。

主
催
者
の
斎
藤
村
長
は
、
「
合
併
四
十
周
年
を

迎
え
、
村
の
だ
め
に
貢
献
さ
れ
だ
み
な
さ
ん
を

祝
福
を
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

合
後
も
、
未
来
を
創
造
す
る
明
和
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
だ
い
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

だ
。ま

だ
、
瀬
下
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
あ
い
さ

つ
を
述
べ
だ
後
、
斎
藤
村
長
か
ら
老
人
扶
養
模

範
家
庭
の
四
人
の
表
彰
を
は
じ
め
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
者
ご
夫
妻
一
組
あ
よ
び
金
婚
者
ご
夫
妻

七
組
を
顕
彰
、
さ
ら
に
、
高
額
寄
付
者
ら
へ
感

謝
状
と
そ
れ
ぞ
れ
記
念
0
0
0
が
贈
ら
れ
ま
し
だ
。

次
に
、
瀬
下
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
地
区

社
協
育
成
功
労
者
や
民
生
児
童
委
員
功
労
者
ら

に
表
彰
状
や
感
謝
状
な
と
が
贈
ら
れ
ま
し
だ
。

続
い
て
、
村
議
会
議
長
、
郡
選
出
瞑
議
会
議

員
ら
多
数
の
来
賓
の
方
か
ら
祝
辞
を
賜
り
、
最

後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
酒
井
孝
さ
ん
が
、
「
家

庭
の
円
満
と
地
域
の
福
祉
向
上
発
展
の
だ
め
余

生
を
思
く
し
ま
す
L

と
謝
辞
を
述
べ
る
と
、
会

場
は
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
だ
。

社
会
福
祉
高

寄
付
者
感

始
澤
重
信
（
梅
原
）

明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

奈
良
原
昭
三
郎
（
矢
島
）

奈
良
松
男
（
田
島
）

栗
原
保
朋
（
南
大
島
）

田
口
文
雄
（
大
輪
）

増
尾
千
代
子
（
南
大
島
）

篠
木
嘉
一
（
大
佐
貫
）

石
塚
一
生
（
川
俣
）

薗
田
征
邦
（
川
俣
）

宇
木
慶
一
（
川
俣
）

日
東
製
器
株
式
会
社
N
Q
C
活
動
（
矢

島
）

機
村

野坂金島瀧奈野
ロ上子田口良本

金
婚
者
顕
彰

顕
彰
や
功
労
者
表
彰

酒
井

謝額

孝
・
ち
よ
子
（
千
津
井
）

義
英
・
千
代
子
（
千
津
井
）

孝
市
・
こ
う
（
田
島
）

晟
ニ
・
正
子
（
田
島
）

彦
一
・
よ
し
（
南
大
島
）

勇
・
静
江
（
新
里
）

重
一
・
キ
ミ
子
（
中
谷
）

純
旦
•
清
子
（
須
賀
）

第 8 回

社会福祉

大会

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
顕
彰

5
“

□
9
日
年
固

落関
合口

央清

^ ^ 川江

俣日
‘` 

◇
ね
だ
き
り
老
人
介
護
者

平成 7 年12 月 10 日（日） (2) 



金 婚 者 （結婚50年） のみなさん

野 本 義英

千代子

さん

さん

奈 良 孝 市
う

さん

さん

瀧 ロ 晃
正
二
子

さん

さん

島 田 彦
よ

さん

さん

金 子
し 江

勇
一
＞
手

主
月

さん

さん

坂 上

子ミ
l

重
キ

)
A
、ー

ん
ん

～
i
．
さ
さ

野 口 純
清
旦
子

さん

さん

民
生
委
員
児
童
委
員

功
労
者
表
彰

蓮
見
由
雄
（
斗
合
田
）

（
敬
称
略
）

地
区
社
協
育
成

功
労
者
表
彰

内
山
勇
三
郎
（
中
谷
）

藤
野
清
吉
（
川
俣
）

村
田
清
吉
（
大
輪
）

社
会
福
祉
協
議
会
長

表
彰
感
謝. 

一
般
高
額
寄
付
者
感
謝

荒
井
建
設
株
式
会
社
（
大
佐
貫
）

株
式
会
社
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク

（
東
京
都
）

明
和
村
植
木
生
産
組
合
（
新
里
）

久
保
庭
丈
助
（
新
里
）

高
額
寄
付
者
感
謝

◎
斗
合
田
▽
吉
田
一
之
▽
橋
本
文
雄
▽

飯
島
茂
雄
▽
砂
賀
新
一
▽
新
井
栄
一
▽

本
島
良
一

◎
下
江
黒
▽
青
山
尚
夫
▽
柿
沼
り
さ

◎
上
江
黒
▽
田
村
敏
夫
▽
多
田
恵
光
▽

多
田
京
一
▽
関
口
文
雄
▽
牛
久
保
儀
一

◎
千
津
井
▽
奈
良
原
知
司
▽
横
塚
敏
郎

◎
江
口
▽
関
口
貴
義
▽
奥
澤
重
忠
▽
新

井
精
一
▽
飯
塚
正
平

◎
田
島
▽
新
井
清
房
▽
瀧
口
鎮
男
▽
須

永
克
也

◎
南
大
島
▽
本
澤
敏
弘
▽
福
島
た
か
▽

小
久
保
勇
▽
島
田
貴
好
▽
石
井
仁
市
▽

本
澤
萬
吉

◎
新
里
▽
野
村
文
雄
▽
吉
田
源
次
郎
▽

鈴
木
荘
六
▽
小
田
木
正
弘
▽
小
田
木
邦

夫
▽
瀬
下
昭
一
▽
新
井
孝
▽
青
木
幹
▽

大
澤
愛
次

◎
中
谷
▽
小
松
原
美
智
子
▽
冨
塚
仁
一

郎
▽
金
子
安
治
▽
坂
上
若
榮
▽
松
本
一

枝◎
梅
原
▽
佐
藤
フ
サ
▽
関
口
茂
男
▽
恩

福
祉
団
体
育
成

功
労
者
表
彰

今
成
ミ
ヨ
子
（
須
賀
）

老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
表
彰

中
村
光
雄
（
下
江
黒
）

本
澤
春
雄
（
南
大
島
）

新
井
清
（
田
島
）

加
藤
幸
雄
（
須
賀
）

300人余りが参加した村社会福祉大会

田
晴
巨
▽
吉
永
巧
▽
岩
田
光
義
▽
田
部

井
岩
雄

◎
川
俣
▽
落
合
央
▽
藤
野
正
巳
▽
石
崎

弘
二
▽
張
谷
和
彦
▽
本
田
松
男

◎
須
賀
▽
落
合
正
一
▽
須
加
昇

◎
大
輪
▽
田
ロ
ワ
カ
▽
川
島
弘
▽
島
田

茂
治
▽
駒
宮
榮
次
▽
尾
花
渦
男
▽
原
口

真
▽
吉
田
耕
三
▽
原
ロ
ツ
ル
▽
齋
藤
正

太
郎

◎
入
ケ
谷
▽
金
子
嘉
昭

◎
矢
島
▽
田
中
敏
男
▽
金
子
喜
多
子
▽

渡
邊
俊
一
▽
田
口
久
夫
▽
大
津
信
子
▽

石
崎
和
男
▽
清
水
民
子

◎
大
佐
貫
▽
蘭
田
政
雄
▽
篠
木
加
仁
▽

篠
木
定
吉
▽
栗
原
文
夫
▽
篠
木
茂
雄
▽

篠
木
信
雄
▽
石
村
美
喜
雄
▽
福
田
和
夫

▽
鯉
沼
紀
好
▽
篠
木
正
一
▽
篠
木
建
治

◎
調
布
市
▽
冨
塚
勝
男

◎
館
林
市
▽
館
林
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ◎
板
倉
町
▽
矢
ロ
ゴ
ル
フ
会

(3) 平成 7 年12 月 10 日（日）



40周年記念事

▲生のステージはすばらしいね．I

▲談四楼師匠の弟子

立川ワコールさん

さんとデュ

12曲を熱唱した

山崎洋子さん

ふ
る
さ
と
共
演
が
1
1
月
1
9
日
、
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
、

5
5
0
人
余
り
の
観
客

は
、
落
語
家
や
歌
手
に
よ
る
寄
席
と
歌

謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

開
演
を
前
に
斎
藤
村
長
は
、
「
先
人
た

ち
の
努
力
で
、
す
ば
ら
し
い
村
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
、

村
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
お
招

き
し
ま
し
た
の
で
、
4
0
周
年
を
振
り
返

り
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

立
川
ワ
コ
ー
ル
さ
ん
の
落
語
に
続
い

て
、
邑
楽
町
出
身
の
立
川
談
四
楼
さ
ん

ち
ょ
う
ち
ん

が
、
「
ご
ん
す
け
提
灯
」
と
題
し
て
軽
快

な
語
り
で
熱
演
。
次
に
、
本
村
出
身
の

深
山
浩
―
一
さ
ん
や
素
敵
な
歌
声
の
山
崎

洋
子
さ
ん
が
、
観
客
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
を

交
え
る
な
ど
約
2
0
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

遊
覧
飛
行
で
再
発
見

1
1
月
5
日
、
時
代
と
共
に
移
り
変
わ

る
ふ
る
さ
と
を
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
遊
覧
飛
行
で
空
か
ら
見
つ
め
よ
う
と
、

「
ふ
る
さ
と
再
発
見
空
の
旅
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空
と
な

り
、
離
発
着
場
所
の
ふ
る
さ
と
の
広
場

を
離
陸
し
て
、
上
空
約

3
0
0
昇
か
ら

Z
o
o
人

余
り
の
村
民
が
、
5
分
間
の
空
の
旅
を

楽
し
み
ま
し
た
。

搭
乗
者
は
、
「
利
根
川
や
模
型
の
よ
う

な
家
並
み
が
き
れ
い
に
見
え
た
。
空
か

ら
見
る
と
村
の
感
覚
で
な
く
町
の
よ
う

で
、
ふ
る
さ
と
を
見
直
し
た
」
と
村
の

美
し
さ
に
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

歌
と
お
笑
い
の
共
演

平成 7 年12 月 10 日（日） (4) 



子どもだってストレスたまるよ．／大声出して気分そう快……大声コンテスト

/
L
 

►

よ
i
し
、
ウ
ナ
ギ
を
ね
ら
う
ぞ
／
．

一
へ
、

文
化
祭

商
工
祭

健
康
ま
つ

合
併
4
0
周
年
を
記
念
し
た
明
和
村
文

化
祭
が
、
1
1
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
の

3
日
間
に
わ
た
り
、
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
文
化
祭
は
、
村
民
の
文

化
へ
の
意
識
•
関
心
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

作
品
展
示
の
部
に
は
、
村
文
化
協
会

加
入
団
体
や
公
民
館
講
座
な
ど
が
、
切

り
絵
や
書
道
、
生
け
花
、
ア
イ
デ
ィ
ア

工
作
な
ど
3
5
0
点
余
り
を
出
品
し
た
ほ
か
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

絵
画
な
ど

1
8
0
点
余
り
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
展
示
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
分

の
家
族
や
知
人
の
作
品
を
一
目
見
よ
う

と
、
所
狭
し
と
並
ん
だ
力
作
を
感
心
し

た
様
子
で
眺
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
芸
能
発
表
の
部
で
は
、
民
謡
、

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
和
太
鼓
、
大
正
琴
、

八
木
節
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
茶
会
や
親
子
リ
ズ
ム
体
操
、

よ
み
き
か
せ
な
ど
も
行
わ
れ
、
大
勢
の

人
た
ち
が
参
加
し
楽
し
み
ま
し
た
。

菊
花
展
も
並
行
し
て
行
わ
れ
、
丹
精

込
め
た
菊
花
が
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た

ち
を
魅
了
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
の
5
日
に
は
、
健
康
ま
つ
り

と
商
工
祭
も
開
催
さ
れ
、
健
康
・
歯
科

相
談
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
、
生
ゴ
ミ
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
講
演
会
、
模

擬
店
、
特
産
品
販
売
、
餅
つ
き
な
ど
多

彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
家
族
づ

れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

り

(5) 平成 7 年12 月 10 日（日）



長
年
に
わ
た

明
和
村
区
長
会

1
0
月
2
7
日
、
第
4
0
回
群
馬
県
更
生

保
護
大
会
が
渋
川
市
で
開
か
れ
、
そ

の
席
上
で
明
和
村
区
長
会
（
会
長
内

山
勇
三
郎
さ
ん
）
に
、
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
群
馬
県
実
施
委
員
会
委

員
長
の
群
馬
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

明
和
村
区
長
会
は
、

交
通
指
導
員
で
あ
る
梅
原
の
関
口

健
一
さ
ん
（
四
六
）
．
斗
合
田
の
機
村
高

交
通
指
導
員

平
成
七
年
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、

千
津
井
の
飯
塚
貞
さ
ん
（
八
五
）
が
教
育

功
労
と
し
て
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

飯
塚
さ
ん
は
《
昭
和
三
年
か
ら
四

十
四
年
ま
で
四
十
一
年
間
、
主
に
館

林
市
内
の
中
学
校
で
教
べ
ん
を
執
り
、

そ
の
後
昭
和
四
十
七
年
か
ら
六
十
三

年
ま
で
の
十
六
年
間
に
、
村
社
会
教

育
委
員
や
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
、

区
長
を
務
め
、
長
年
教
育
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
を
飯
塚
さ
ん
は
「
戦

前
か
ら
戦
後
と
時
代
が
大
き
く
変
わ

っ
た
時
代
で
し
た
が
、
仲
間
や
生
徒

と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。
受
章
は
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

と
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

り
封
筒
募
金
の
集
金
協
力
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
の
協
力
推
進
、
更

生
保
護
に
対
す
る
理
解
と
事
業
の
協

力
な
ど
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に

積
極
的
に
協
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
に

対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

群
馬
県
知
事
か
ら
感
謝
状

飯
塚
貞
氏
が
勲
五
等

双
光
旭
日
章
を
受

章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

士―/
口分 平君 (l 年）

「
税
金
で
築
く
わ
が
村

わ
が
社
会
」

消
火
・
防
火
活
動
に
貢
献

税
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
関

東
信
越
国
税
局
主
催
で
行
わ
れ
た
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
（
中
学
生
対
象
）
で
、
本

村
で
は
次
の
四
人
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
租
税
教
育

推
進
協
議
会
長
賞

「
夢
の
あ
る
未
米
の
福
祉
ヘ

生
き
る
税
」

館
林
税
務
署
長
賞

優
良
団
員
ら
を
表
彰

平
成
七
年
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

隊
秋
季
点
検
が
十
一
月
五
日
、
板
倉
町

立
板
倉
中
学
校
々
庭
で
行
わ
れ
、
そ
の

席
上
で
本
村
で
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

小牧良充君（巳年）

宮崎淳子さん (3年）

「
税
金
を
納
め
て
創
る

み
ん
な
の
未
米
」

明
和
村
長

賞

税
に
関
す
る

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

畔木康裕君（巳年）

久
さ
ん
（
三
九
）
は
、
多
年
に
わ
た
り
子
ど

も
の
交
通
安
全
指
導
と
地
域
の
交
通
安

全
に
尽
力
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
に
寄

与
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
ほ
ど
群
馬
県

知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
役
に
立
つ
あ
な
た
の
税
金

郷
土
の
た
め
に
」

館
林
財
務
事
務
所
長
賞

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
団
長
表
彰

〔l永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状
〕

◎
前
明
和
消
防
団
団
長

砂
賀
新
一
（
斗
合
田
）
団
員
歴
1
9
年

◎
前
明
和
消
防
団
副
団
長

石
川
淳
一
（
矢
島
）
団
員
歴
1
4
年

〔
永
年
勤
続
功
労
章
表
彰
〕

◎
明
和
消
防
団
本
部
団
長

関
口
章
夫
（
江
口
）
団
員
歴
1
5
年

〔
優
良
団
体
表
彰
〕

中
谷
婦
人
消
防
隊

元
子
）

矢
島
婦
人
消
防
隊

子
）

（
隊
長

（
隊
長

〔
優
良
団
員
表
彰
〕

奥
澤
健
司
（
江
口
）
団
員
歴
5
年

荒
川
稚
男
（
斗
合
田
）
団
員
歴
5
年

須
永
利
之
（
南
大
島
）
団
員
歴
5
年

山
形
和
良
（
梅
原
）
団
員
歴
5
年

松
本
孝
生
（
大
輪
）
団
員
歴
5
年

清
水
一
雄
（
矢
島
）
団
員
歴

7

年

大
津
花

五
月
女

館
林
地
区
消
防
組
合

管
理
者
表
彰

群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰

館
林
地
区
消
防
組
合

管
理
者
表
彰

平成 7 年12 月 10 B （日） (6) 



◇
優
等

〇
厚
物
の
部

文
化
祭
と
並
行
し
て
開
か
れ
、
会

場
に
彩
り
を
添
え
、
訪
れ
た
人
た
ち

を
楽
し
ま
せ
た
菊
花
展
の
表
彰
式
が

十
一
月
五
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

上
位
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
敬
称
略
〕

出
品
者
2
4人

◇
特
選

0

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞

◇
最
優
等

0

村
長
賞
関
本
宗
市

0

村
議
会
議
長
賞
福
地
正
章

〇
館
林
市
農
協
長
賞
田
部
井
喜
雄

〇
商
工
会
長
賞
関
口
治
助

0

教
育
長
賞
齋
藤
忠
直

0

文
化
協
会
長
賞
野
口
今
朝
雄

0

文
化
協
会
園
芸
部
長
賞小

田
木
正
弘

関
本
政
市
、
関
本
宗
市

関
本
政
市

8
2
点

文
化
協
会
園
芸
部
の
部 関本政市さん

関
本
政
市
さ
ん
特
選

〇
細
物
の
部
岡
安
長
吉

0

福
助
・
ダ
ル
マ
の
部
野
口
今
朝

雄
、
柴
崎
信
義

〇
盆
栽
の
部
関
本
政
市

老
人
ク
ラ
ブ
の
部

出
品
者
8
1人

8
1点

〔
精
興
右
近
の
部
〕
文
政
六
・
七
(
-
八
二
三
・
ニ
四
）

◇
特
選
新
井
調
子
年
の
再
度
に
わ
た
る
利
根
川
堤
防
の
決

◇
最
優
等
小
野
チ
エ
、
関
本
政
市
←
壊
に
よ
る
洪
水
は
、
邑
楽
郡
南
東
部
一

◇
優
等
新
井
繁
二
郎
、
関
本
静
江
｝
帯
十
数
ヵ
出
止
ぉ
よ
び
、
特
に
須
賀
・

〔
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
〕
↓
『
大
輪
境
の
切
所
跡
付
近
は
大
き
な
沼
と

鱈
優
[
[
口
＊
ロ
ロ
＇
奈
良
健
―
[
な
り
、
家
屋
の
流
失
、
田
畑
の
荒
地
化

◇
優
等
奈
良
か
う
、
渡
邊
周
蔵
咄

菊
づ
く
り
教
室
の
部

出
品
者
1
1人

2
1点

〔
厚
物
三
本
立
（
精
興
大
臣
）
の
部
〕

◇
特
選
田
部
井
喜
雄

◇
最
優
等
石
崎
四
十
司

◇
優
等
齋
藤
忠
直
．

〔
嵯
峨
菊
（
暁
）
の
部
〕

◇
特
選
田
部
井
喜
雄

◇
最
優
等
大
西
俊
治

◇
優
等
鈴
木
鈴
子

三五詠歌碑（南大島）

No.4 

[J<害の歴史をたとって④】

等
、
人
々
の
生
活
は
困
窮
の
ど
ん
底
に

追
い
こ
ま
れ
、
復
興
へ
の
意
欲
さ
え
失

っ
て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

当
時
を
偲
ぶ
石
碑
等
を
あ
げ
れ
ば
次

の
よ
う
で
あ
る
。

所
在
地
南
大
島
森
尻
茂
氏
宅
庭
前

建
立
年
天
保
四
年
(
-
八
三
三
）

高
さ
一
・
九

0
以
幅
一

•
O
-
M

碑
文
の
内
容
は
文
政
六
・
七
年
の
再

度
に
わ
た
る
洪
水
の
概
要
、
な
ら
び
に

被
災
地
の
救
済
、
復
興
に
私
財
を
投
じ

は
た
ら

て
尽
力
し
た
武
州
幡
羅
郡
下
奈
良
村
（
現

熊
谷
市
下
奈
良
）
の
名
主
吉
田
市
右
衛

門
宗
敏
を
中
心
と
し
た
人
達
の
ょ
た
ら

も
と
お
り
の
り

5
汎

き
に
つ
い
て
、
国
学
者
本
居
宜
長
の
養

お
お
ひ
ら

子
本
居
大
平
が
、
そ
の
門
弟
で
あ
る
館

林
の
荒
井
静
右
衛
門
（
静
野
）
の
依
頼

に
よ
り
撰
文
し
た
も
の
で
、
こ
の
碑
は

明
和
村
の
水
害
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴

重
な
資
料
と
し
て
村
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

五
詠
歌
碑

所
在
地
須
賀
利
根
川
堤
防
中
段

建
立
年
天
保
一
三
年
(
-
八
四
二
）

高
さ
一
・
一
七
以
幅
―

·
O
三
訂

こ
の
碑
は
前
掲
の
文
政
年
間
の
洪
水

の
と
き
に
被
災
民
の
救
済
と
復
興
に
尽

く
し
た
吉
田
市
右
衛
門
の
恩
義
に
感
謝

し
、
そ
の
徳
を
長
く
子
孫
に
伝
え
る
た

め
に
当
時
の
須
賀
村
の
人
達
に
よ
り
建

し
ょ
う
と
く

立
さ
れ
た
頌
徳
碑
で
あ
る
。

荒
川
玄
庵
は
大
輪
の
江
原
家
の
出
で
、

上
三
林
の
荒
川
家
に
入
り
、
医
術
を
業

と
し
て
い
た
。
文
政
の
洪
水
の
際
に
は

進
ん
で
被
災
地
の
医
療
救
済
に
当
た
っ

た
と
い
わ
れ
、
又
、
復
興
資
金
と
し
て

大
輪
へ
百
両
、
須
賀
・
大
佐
貫
へ
そ
れ

ぞ
れ
五
十
両
を
元
金
返
済
な
し
で
貸
し

与
え
、
三
村
と
も
大
い
に
助
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
玄
庵
が

天
保
七
(
-
八
三
六
）
年
九
月
に
大
輪

の
長
良
神
社
へ
寄
進
し
た
石
鳥
居
、
ま

た
天
保
五
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
大

輪
の
長
良
神
社
、
須
賀
の
天
満
宮
、
大

佐
貫
の
長
良
神
社
へ
そ
れ
ぞ
れ
寄
進
し

た
一
対
ず
つ
の
石
灯
籠
の
刻
銘
か
ら
も

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
こ
の
三
村
で
は
玄
庵
の
没
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
の
境
内
に
同
型
の
供
養

ぼ
だ
い

碑
を
建
立
、
そ
の
菩
提
を
弔
っ
て
き
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

己
）

1
1
1
1
"
 

荒
川
玄
庵
寄
進
の

鳥
居
と
石
灯
籠

奈

良

石

(7) 平成 7 年12 月 10 日（日）



•. ｷ • 

0年平和へ
戦没者追悼式

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

お寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

明和村

平
成
7
年
度
明
和
村
戦
没
者
追
悼
式

が
1
1
月
7
日
、
中
央
公
民
館
に
関
係
者

4
0
0
人
ほ
ど
を
招
き
、
し
め
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
で
祖
国

の
た
め
に
若
き
命
を
さ
さ
げ
た
3
0
0
余
名

の
村
内
戦
没
者
に
対
し
、
村
民
あ
げ
て

追
悼
の
誠
を
表
わ
す
た
め
に
、
菊
薫
る

こ
の
時
期
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
戦
没
者
の
霊
」
と
記
さ
れ
た
墓
標

を
前
に
、
斎
藤
村
長
は
「
戦
後
5
0
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
、
平
和
の
尊
さ
を
後

世
に
引
き
継
い
で
行
き
、
村
民
の
福
祉

の
増
進
に
努
め
て
参
り
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
知
事
、
村
議
会
議
長
、
村
遺

族
会
長
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
さ
さ
げ
、

最
後
に
参
列
者
全
員
が
霊
前
に
進
み
出

て
、
菊
一
輪
を
献
花
し
て
永
遠
の
平
和

を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

▲式辞を述べる斎藤村長

11 月 23 日、第14回ボランティア福

祉バザーが中央公民館で開かれ、大

勢の村民でにぎわいました。

このバザーは、家庭に眠っている

品物を村民に提供してもらって販売、

売上金を社会福祉活動の資金にしよう

とするものです。

今回は、日用品、衣類、食品、野菜など約

2,800点が市価の半値以下の格安な値段で

販売されました。オープン前から長蛇の

列となり整理券を配るほど盛況でした。

売上金は、 784,065円で全額村社会福祉

協議会（奉仕銀行）に寄付され、在宅福

祉資金として介護用ベッド購入などに充

てられます。

ご協力ありがとうございました。

寿学級と女性ふれあいセミナーの合同学

習会「村長と語る」が11 月 14 日、中央公民

館で開かれ、学級生約50人が参加しました。

これは、例年村教育委員会が婦人学級

・高齢者教室の一環として開いているも

のです。

講師の斎藤村長から、「村の現状と今

後の計画、将来の展望などについて」

と題した講話が行われた後、高齢者・

福祉対策、施設送迎バス、中谷および

大佐貰地区にわたる住宅団地のその後

の進歩状況について質疑応答が行われ、

ひざを交えて和やかな雰囲気の中で進

められました。 （詳細は 1 月号で紹

介の予定です。）

こ
れ
か
ら
の
村
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
…

ー
婦
人
•
お
年
寄
り
が
村
長
と
懇
談
ー
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学んで作った、
かんぐ

昔の玩異

学校週 5 日制を有意義に過ごそうと、第 2 土曜の

11 月 11 日、下江黒子供会（会長篠原幹男さん）は東

小校庭で運動会を開きました。ゴルフゲームやドッ

ジボール、 400m リレーなど 9 つの種目が行われ、午

後からは会場を金剛院境内に移し、バーベキューを

楽しみました。

子供たちの自主性や協調性などの向上を一つのね

らいとして行われた催しだけに、 28人の会員が全員

参加するというチームワーク。篠原会長は「遊びの

楽しさを子供たちに知ってほしい。その中で礼儀や

責任感など、集団生活に必要なルールを指導してい

きたい」と話していました。レクリェーション活動

は、今年の 5 月以来、月に一度行われています。

1
1
月1
8日
、
西
小
学
校
5
.
6

年
生

の
児
童
が
各
地
区
の
公
民
館
な
ど
で
郷

土
に
伝
わ
る
竹
と
ん
ぱ
、
竹
馬
、
お
手

玉
、
紙
鉄
砲
、
し
め
縄
づ
く
り
な
ど
を

お
年
寄
り
か
ら
た
く
さ
ん
学
び
、
ふ
れ

あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
昔
か
ら
の
生
活
の
知
恵

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
お
年
寄
り

を
尊
び
郷
土
へ
の
理
解
、
愛
着
の
心
を

養
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か
れ
て
い

ま
す
。
好
奇
心
一
杯
の
児
童
た
ち
は
、

お
年
寄
り
か
ら
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て

楽
し
そ
う
に
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
生
活
の
知
恵
を
学
ん
だ
後
、

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
の
み
な
さ

ん
の
手
づ
く
り
の
食
事
を
囲
ん
で
、
ふ

れ
あ
い
を
一
層
深
め
て
い
ま
し
た
。

これって…

新品種？！
ね．，

金
子
竹
雄
さ
ん
（
入
ケ
谷
）
の

畑
で
高
さ

L
昇
の
柿
の
木
に
、
紫

黒
色
を
し
た
柿
が
昨
年
に
続
い
て

実
り
ま
し
た
。

こ
の
木
は
、
4
i

5
年
前
に
以

前
か
ら
あ
っ
た
柿
の
木
に
、
冬
柿
、

っ

次
郎
柿
の
い
ず
れ
か
を
接
ぎ
木
し

た
も
の
で
す
。

柿
は
秋
に
な
る
と
、
し
だ
い
に

紫
黒
色
に
な
り
、
昨
年
は
1
0個
、

今
年
は
2
5個
位
実
を
結
び
、
直
径

5

『
ン
ほ
ど
の
熟
し
た
柿
は
、
甘
く

て
お
い
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
柿
は
黒
柿
に
よ
く
似
て
い

て
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
そ
う
で

新
品
種
な
の
か
黒
柿
な
の
か
、
今

後
の
調
査
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

花づくりを通して、ふれあいと

思いやりのある地域づくり、人づ

くりを目指して行われている群馬県花いっぱい運動

コンクールで、矢島子ども会（会長泉田憲一さん）

が、みごと優良賞に師きました。

花いっぱい活動は、子ども会事業の一環として毎

年行われています。今年は百日草を 100鉢購入し、小

学 4 年生以上の会員と役員で、長良神社境内に定植、

草取りや水くれなど花の管理はすべて会員の手で行

いました。この作業は春と秋の年 2 回実施していま

す。今年は初夏の天候不順で病気が出てしまい、薬

剤散布なども行われたようですが、苦労のかいあっ

ての入賞。おめでとうございました。



◇
期
日
平
成
8
年

1

月

2
1
日
⑪

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺

◇
対
象
村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

◇
部
門
・
距
離

•
小
学
生
1
.
2

年
…
…
…
…
…

1
k
m

5
 

・
小
学
生
3
.
4
年
…
…
…
…
…
．

k
m

ー

・
小
学
生
5
.
6

年
…
…
…
…
…

2
k
m

・
中
学
生
（
男
）
…
…
…
…
…
…

5
k
m

・
中
学
生
（
女
）
…
…
…
…
•
•
…•
3
k
m

•
一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）
…

5
k
m

•
一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）
•
•
•
3
k
m

．
壮
年

(
4
0歳以
上
）
…
…
…
…

3
k
m

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
「
一
チ
ー

ム
5
人
（
一
般
男
女
）
」
に
よ
る
団
体

戦
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
3
k
m

・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

合
併
4
0周
年
記
念
第

1
7回

新
春
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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第
1

回
明
和
村
近
県
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
1
1
月3
日
、
5
日
、
村
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
利

根
川
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

近
県
市
町
村
と
の
親
善
交
流
を
深
め
、

健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図
り
地
域
発

展
に
寄
与
す
る
趣
旨
で
、
県
内
東
毛
地

区
を
は
じ
め
、
埼
玉
・
栃
木
・
茨
城
の

各
県
か
ら

2
3チ
ー
ム
約

4
5
0
人
が
出
場
し

ま
し
た
。

各
市
町
村
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
2
チ

ー
ム
が
出
場
の
こ
の
大
会
に
、
本
村
か

ら
新
里
ウ
イ
ン
グ
ス
お
よ
び
千
津
井
ク

ラ
ブ
が
出
場
し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
熱
戦

第
1

回
明
和
村
近
票

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
キ

教
室

ル
）
一
般
男
女
…
…
…
…
…
…

3
k
m

※
申
し
込
み

1

月
7

日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
平
成
8
年
2
月
4
日
⑪
・
2

月

2
5
H⑪

◇
場
所
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
（
水
上
町
）

◇
募
集
人
数
各
8
0
人

◇
対
象
者
村
内
在
住
者
（
小
学
生
以

下
に
つ
い
て
は
父
兄
同
伴
の
こ
と
）

◇
参
加
費

1

人

3
,
0
0
0

円
（
バ

ス
代
、
保
険
料
）

※
申
し
込
み
1
2
月

2
4
日
⑪
午
前
9
時

か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

,
4
 

'
、

,

i

t

 

' ’ 

優勝した「千津井クラブ」チーム

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
チ
ェ
リ
ー
ズ

第

2
4

回
秋
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
旗
争
奪
リ
ー

グ
戦
が
4
月
2
7
日
か
ら
1
0
月
5
日
ま
で

の
夜
間
、
小
・
中
学
校
校
庭
を
会
場
に

優勝した「明和西少年野球クラブ」チーム

第
1
1回
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

旗
争
奪
リ
ー
グ
戦

千津井クラブ代表者による選手宣誓

第
8
回
館
林
近
隣
少
年
野
球
選
手
権

大
会
で
、
明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が

優
勝
し
ま
し
た
。
県
選
抜
少
年
野
球
大

会
以
降
、
大
泉
町
、
太
田
市
、
邑
楽
郡

の
各
大
会
で
も
優
勝
す
る
な
ど
、
今
回

で
4
回
目
の
優
勝
に
揮
き
ま
し
た
。

喋
大
以
降

4

回
優
勝

明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
フ

会

を
展
開
。
優
勝
は
レ
ッ
ド
ラ
ン
ナ
ー
ズ

（
足
利
市
）
で
し
た
。

8
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

準
優
勝
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

三
位
大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ

優勝した「千津井C」チーム

第
1
3
回
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
協

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
大
会

優
勝
千
津
井

c

準
優
勝
中
谷

A

三
位
上
江
黒

A

i,9 99 _,,'こ芦， 99ii

優勝した「梅原A」チーム

梅
原
A

千
津
井
A

須
賀

第
8
回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝

準
優
勝

三
位

平成 7 年12月 10 日（日） (10) 



美
し
い
群
馬
の
む
ら

景
観
コ
ン
テ
ス
ト

県
が
主
催
す
る
「
美
し
い
群
馬
の
む

ら
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
、

文
化
部
門
に
応
募
し
た
「
明
和
村
」
が

優
秀
地
区
と
し
て
、
県
農
業
公
社
会
長

賞
を
受
賞
し
、
1
0
月
2
9
日
に
グ
リ
ー
ン

ド
ー
ム
前
橋
で
行
わ
れ
た
収
穫
感
謝
祭

の
席
上
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

本
村
の
歴
史
あ
る
郷
土
芸
能
「
さ
さ

ら
舞
い
」
が
継
承
さ
れ
、
か
つ
、
地
域

に
根
づ
き
、
農
業
を
基
盤
と
し
て
培
わ

れ
た
美
し
い
景
観
が
優
れ
て
い
る
と
認

優
秀
地
区
に
明
和
村

青
少
年
に
有
害
な
図
書
や
低
俗
な
成

人
向
け
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
は
、
未
熟

な
子
ど
も
た
ち
に
悪
い
影
響
を
及
ぱ
し
、

非
行
へ
と
走
ら
せ
る
大
き
な
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
県
内
各
市
町
村
で
、
こ
れ
ら

の
有
害
図
書
、
成
人
向
け
ビ
デ
オ
テ
ー

フ
、
テ
レ
フ
ォ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
カ
ー

ド
な
ど
の
自
動
販
売
機
が
、
相
次
い
で

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
の
提
供
者
は
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

の
自
動
販
売
機
を
設
置
す
る
も
の
と
思

い
こ
ま
さ
れ
、
業
者
と
契
約
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
の

]
ぷ
t
i
i
か
が
広

5
？
む
射
:
[
1
い
合

よ
り
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
は
、
地
域

住
民
が
自
ら
行
い
、
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
青
少
年
に
有
害
な
図
書
や
低
俗
な
成

人
向
け
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
自
動
販
売

機
に
は
、
土
地
を
貸
さ
な
い
、
提
供

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
青
少
年
の
健
全
育
成
を
阻
害
す
る
恐

れ
の
あ
る
雑
誌
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な

ど
を
「
買
わ
な
い
•
読
ま
な
い
・
持

ち
込
ま
せ
な
い
・
見
な
い
・
見
せ
な

い
・
見
さ
せ
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し

゜

よ
、
つ

め
ら
れ
ま
し
た
。

有
書
図
書
な
ど
を
追
放
し
よ
―
つ

ー
土
地
を
貸
さ
な
い
・
置
か
せ
な
い
ー

十
二
月
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が

厚
生
大
臣
か
ら
民
生
児
童
委
員
を
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
〔
敬
称
略
〕

氏
名
担
当
地
区
年
齢
再
・
新

蓮
見
由
雄
斗
合
田
7
1
歳
再

中
村
功
下
江
黒
6
2
歳
新

蘭
部
恭
江
上
江
黒
5
5
歳
新

野
本
ト
ヨ
子
千
津
井
6
4
歳
再

福
島
登
志
子
江
口
5
6
歳
再

奈
良
克
久
田
島
5
9
歳
新

本
澤
春
雄
南
大
島
6
9
歳
再

帆
足
寛
南
大
島
6
6
歳
再

奥
澤
一
三
新
里
6
0
歳
再

平
井
た
ま
江
新
里
5
8
歳
再

瀬
下
な
み
子
新
里
4
6
歳
新

坂
上
な
み
子
中
谷
6
3
歳
再

恩
田
初
美
中
谷
4
4
歳
新

始
澤
統
子
梅
原
6
2
歳
新

太
田
杉
野
梅
原
5
4
歳
新

吉
田
義
昭
川
俣
6
2
歳
再

加
藤
幸
雄
須
賀
7
0
歳
再

松
本
芳
雄
大
輪
6
7
歳
再

福
田
初
江
大
輪
5
1
歳
新

清
水
榮
二
双
ヶ
鴎

6
5
歳
再

篠
木
き
み
子
大
佐
貰
6
2
歳
新

な
お
、
全
地
区
を
担
当
し
て
い
る

主
任
児
童
委
員
の
坂
上
行
男
さ
ん
(
4
4

歳
）
の
任
期
満
了
は
平
成
8

年
1
2月

で
す
。
※
民
生
児
童
委
員
協
議
会
総

務
1
1

松
本
芳
雄
、
副
総
務
1
1

蓮
見
由

雄
、
本
澤
春
雄

民
生
児
童
委
員

決
ま
る

貧血に有効な栄養素と食品

成 分 含有する食品

たんばく質
牛乳・乳製品、卵、肉類、魚類、

1 日の必要量
大豆および大豆製品

(65~75 g) 

動物性食品 かき、あさり、

牛もも肉、

鉄 レバー、卵黄、

1 日の必要量 ふな甘露煮

(ID~ |5m<;r) 植物l'生食品 春菊、ひじき、

小松菜、大豆、

ほうれん草

ピタミン B12
レバー、貝類、魚類血合肉、

チーズ

ピタミン B6
野菜・果物

ピタミン C

動物性食品 レバー、かき、

卵黄
葉酸

植物性食品 ブロッコリー、
1 日の必要量

りんこ＇、バナナ、
(I mg.) 

トマト、キャベツ、

レタス

◇
鉄
の
は
た
ら
き

鉄
は
体
の
中
に
約
3
g
含
ま
れ
、
血

液
中
や
肝
臓
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

鉄
は
た
ん
ぱ
く
質
と
結
合
し
て
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
が
血
液
の
中
で
酸
素
を
運
ぶ

の
で
、
貧
血
に
な
る
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

が
減
少
し
て
し
ま
い
、
酸
素
が
体
の
中

に
充
分
に
運
ば
れ
な
く
な
り
、
ひ
い
て

は
生
命
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
鉄
が
欠
乏
し
て
く
る
と
疲
れ

や
す
く
忘
れ
っ
ぽ
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

望
t

A
ぽ

A
F
e
x
H
e
A
F
C
X

苓
C
X
F

か

X
F
a
A

士
、

A
ゞ
¢
A

ゞ
¢
A

ま
t

R

◇
貧
血
の
予
防

貧
血
を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず
栄
養

が
偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

最
近
、
朝
食
を
抜
く
人
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
人
が
一
日
に
必
要
と
す
る
栄
養

は
、
2

回
の
食
事
で
は
な
か
な
か
充
足

す
る
の
が
難
し
い
こ
と
で
す
。

血
液
を
つ
く
り
だ
す
に
は
、
鉄
だ
け

で
な
く
、
た
ん
ば
く
質
を
は
じ
め
、
銅

や
ビ
タ
ミ
ン
恥

•
B
l
z
.
C

・
葉
酸
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
栄
養
が
必
要
に
な
る
の
で
、

食
事
は
一
日
3
回
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

忙
し
く
て
な
か
な
か
で
き
な
い
時
で
も

せ
め
て
牛
乳
一
本
・
卵
一
個
・
緑
黄
色

野
菜
は
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
女
性
は
男
性
に
比
べ
、
よ
り

多
く
の
鉄
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に

妊
娠
し
て
い
る
人
や
赤
ち
ゃ
ん
に
お
っ

ぱ
い
を
あ
げ
て
い
る
人
な
ど
は
、
お
母

さ
ん
の
分
だ
け
で
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
の

分
も
必
要
に
な
る
の
で
、
積
極
的
に
鉄

を
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(11) 平成 7 年12月 10 日（日）



l:林：等看：ょ
◇応募資格 高等学校卒業または卒

業見込みの方（矯正視力0.8以上）

◇募集人員 30人（男女）

◇修業年限 3 年

◇試験期日

•第 1 次試験平成 8 年 1 月 30 日（火）

•第 2 次試験平成 8 年 2 月 7 日（水）

◇会場館林高等看護学院

◇出願書類 入学願書、健康診断書、

高等学校の調査書、写真 2 枚（名

剌型 裏面に氏名明記）

◇申し込み平成 8 年 1 月 5 日（金）か

ら 19 日（金） （ 19 日消印有効）までに、

同学院(〒374 館林市成島町262-

1) へ出願書類を提出してください。

※詳しくは、館林高等看護学院合 (73)

7175へお問い合わせください。
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l 村営住宅入居者募集
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

◇入居資格（原則として全てに該当

する人）

0 村内に住んでいるか勤めている人

で、現在住宅に困っている人

0 同居家族（予定でも可）のいる人

0 入居を申し込みした日において、

家族の合計所得が基準の範囲内で

あること

0決められた日までに、村内在住の

保証人が付けられる人

◇募集している住宅

0上江黒住宅… 2 階建て耐火構造

家賃は月額 20,000円、 23,000円

0 南大島住宅…平屋建て耐火構造

家賃は月額 8,000円、 10,000円

登
も
多
の
人
ま
届
農
て
区
、
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い
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れ
お
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台
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皆
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に
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。
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。
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に
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平成8年 1 月 1 日から戸籍手数料が改定されます

戸籍手数料令の一部改正により、平成 8 年 1 月 1 日から戸籍謄本などの

交付手数料が、下記のとおり改定されます。

戸籍手数料一覧表

申 請 内 突口
手数料額

現行 改定

①戸籍の謄抄本 1 通 400円 1 通 450円

②除籍の謄抄本 1 通 700円 1 通 750円

③戸籍に記載した事項に関する証明 証明事項3100件円 証明事項3150件円

④除籍に記載した事項に関する証明 証明事項4100件円 証明事項4150件円

⑤届出・申請の受理または届書その他
1 通 300円 1 通 350円

の書類の記載事項の証明書

⑥上質紙を用いた受理証明書

（婚姻・離婚・養子縁組・養子離縁ま 1 通 1,300円 1 通 1,400円

たは認知の届出）

⑦届書その他の書類の閲覧
書類 1 件 書類 1 件

300円 350円

くらし

の

情報・案内
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◇日時＝ 1 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 1 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

---------------ｷ--ｷ ----------.. -------------.. --ｷ-_,,.... -.. -----
0=0 二 0 ご 0 ご cc心 0 ご 0 二 3 ご 0 ご 0=0 二 0 こ 0 二 0 二 0 二 0 二•，こ 0 ご 0 ．て〇二 0 二 0=0zo ごつこ

昇；。：。ご鬼：0：□健：c:0：診：，，：
◇日時＝ 1 月 11 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
-ｷ--ｷ -----ｷ---------------.. ---ｷ-ｷｷ --------------------------------------

直゜：口康：：：：0：箱：：：：：：：霞：：
こ c こ 0 二 3 二 0 = 0 ご 0 ご 0 ご C ．て 0 7 0 で 0 7. 0 二 C ご 0 二 e ・ニ 0 ご 0 ご 0 ごo z c 二 0 = 3 = 0 ご 0 こ 0 こ 0 

◇日時＝ 1 月 9 日（火）

午前9時30分～10時30分受付

◇場所＝保健センター
ｷ---~---ｷ -ｷｷ....... -.. ----ｷｷｷｷ --ｷ ー．．····-·····--·-- --—----···-··-----·-·-·-------··---··-----··~ 
o :o  7.0 ご 0 ご〇て 0 て 0 二 0 ご 0 二 070 ご 0.7.C 二 0 7. 0 ご〇ご〇ごで．て 0:3=0 二 0 二 0 二 0 ご 0 =C 二 C----------------------------------.. ---------.. -------ｷｷ... 

：9：入衛行政西醐ごと相談.. ＂．．．．ー、9 -ｷ _ _ o..... —• O........ 0 ー一ー° --- ---- ------- ------ --- ••..... c....し..o.. •• • ----------------------------------------------------ｷ 

1 月はお休みさせていただきます。

平成7年工業に関する統計調査にご協力を．I
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◇村（県）民税、国民健康保険税、国

民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 12 月 25 日（月）

平成 7 年12 月 10 日（日） (12) 



年末・年始の

役場等の仕事

役場の一般事務は、 12 月 29 日（金）か

ら 1 月 3 日（水）まで休みとなります。

村民のみなさんと関係の深い窓口

事務やゴミの収集などは、次のとお

りになりますので、手続きや届け出

等は、早めに済ませましょう。

＇役場窓口事務
出生届や死亡届、婚姻届などの届

け出は、休みの期間中でも受け付け

します。

中
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育
館
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年
年
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年
年
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＇コ ミ の 収集

・年末 12 月 29 日（岱まで

・年始 1 月 5 日（岱から

※ゴミは、指定された袋で決められ

た日時に指定場所へお願いします。

1 し尿のくみ取り
・年末 12月 29 B （金）まで

・年始 1 月 5 B （命から

※詳しくは、（有）大拙興業合（73)4186ヘ

は
に
仰
贔
訊
芦
霜
詞
麟
竺
□
口

障
者

5
5
6
5
6
5
5
5
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i
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年
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早
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ぁ
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5ま
と
す

月
し
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な
り
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さ
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状
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も
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賀
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付
差
場
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疇
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賃

_
の
ま
き

゜

一
ご

＿
プ
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夕
℃
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ン
せ
までら
わ
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セ
ま
か
合
行

⑥
因
に
を

洋
日
日
み
事

2
2
9
休
工
。

団
海
月
月
の
修
い

財

1
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1
始
補
さ
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和
年
装
だ

＆
末
始
末
塗
＜

B

明
年
年
年
の
カ

1
 .. ※ル協

l :：言？よよグ
◇農地は残土の処分場ではありませ

ん。田・畑などへの建設残土等によ

る埋め立てにより、多くの問題が発

生しています。隣地等の冠水、道水

路の破損、用排水の不良、さらには

汚染物質等の混入の恐れもあり、農

作物、生活環境に重大な悪影響を及

ぽすことが懸念されます。

◇埋め立てを行うには農地法の許可

等が必要です。無許可の埋め立ては、

地権者にも責任があり、現状回復命

令などの法的措置もとられますから

安易な埋め立ては、絶対に行わない

でください。

※詳しくは、明和村農業委員会（役

場経済課内合 (84) 3111 内線352) へお

問い合わせください。

l .::::::. の瞑民交通安全運動
◇運動期間： 12 月 11 日（月）～ 31 日（日）

◇スローガン：マナーアップ＆スピ

ードダウン「あなたが主役．1 交通

安全」

◇運動の重点：夜間の交通事故防止、

飲酒運転等無謀運転の追放、シー

トベルト着用の徹底

※交通ルールを守り正しい交通マナ

ーを身に付け、交通事故をなくしま

しょう。

: 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 赤冬 ; 人祝
板倉地区 更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外
明和地区 にのは

休 科 なにみ 昇
る限―

12 月 17 日
落合医院 川村医院 清河堂医院 海宝医院 館林地区と 館林地区と 場り 厚
ff(72)3160 合 (72) 1337 合 (72)3070 四（74)0811 同じです。 同じです。

汀
生

大石医院 最上医院 病

日
12月 23 日

合 (74)2362 合（74)3763 院
り間 / 

根岸医院 川田医院 横田（善）医院 岡田医院 館林地区と 小西医院 まは 合

12 月 24 日 云（72)3262 ff(72)3724 云（72)4970 合 (72)3163 同じです。 合 (86)2261 ] ] (72) 3 
堀越医院 真中医院 で 1 I 

当
12 月 29 日 合 (73)4151 云（72) 1630 胃 9 4 

゜増田医院 横田（婦）医院 しで ‘--/ 

12 月 30 日 ff (72) 1387 云（72)0255 てで が
かす 閏

12 月 31 日
小西医院 小倉医院 田内医院 慶友病院 井上医院 館林地区と ら゜
合 (86)2261 云（72)0606 合（72)3855 云（72)6000 合（82) I 131 同じです。 姦ロ戸クZ, し

番 多々良診療所 新橋病院
ま

1 月 1 日 し す
合（ 72) 3060 云（75)3011 て ゜

大塚医院 白沢医院 < ^ 内
1 月 2 日 ff(72)0176 云（72) 1600 

だ 科
さ

医 神尾医院 土井クリニック し‘ 外
1 月 3 日 ゜ 科ft (75) 1288 合（72)8841

1 月 7 日
井上（浩）医院 大神医院 ゆたか医院 最上医院 増田医院 竹越医院 産
云（88)6300 ft(62)2200 合 (73)7308 合（74)3763 合 (82)2255 合 (84)3137 婦

/’ 

/
』

(13) 平成 7 年12 月 10 日（日）
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ふ
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達
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ふ
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文
箱
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色
褪
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半
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ヤ
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昨
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打
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傷
み
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畑
に

ト
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に
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木

村の人口と世帯
12月 1 日現在

世帯数 3, 166戸

人口総数 I I, 461 人

男 5,766人・女 5,695人

(11 月中の動き）

出生 6人・死亡 12人

転入 28人・転出 I I 人

11 月の救急車出動回数
●交通事故 2 件

●急病 17 件

•その他 4 件

●計 23 件

⑨呪三空竺竺⑤⑲
よ
し

なかよし会
代表田村トヨ子

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
ち
て
見
え
ざ
る
遠
花

火
こ
の
夏
は
ベ
ラ
ン
ダ
に
音
の
み
を
聞

く
立
川
ふ
さ

せ
な背

見
れ
ば
色
濃
く
な
り
し
秋
あ
か
ね

昼
寝
の
孫
の
ほ
ろ
が
や
に
来
ぬ野

村

初
枝

私
だ
ち
の
会
は
、
平
成
四
年
四
月

に
会
員
十
名
で
、

I
Iな
か
よ
く
、
楽
し

V
I
Iと
い
う
こ
と
で
r

な
か
よ
し
会
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
だ
。

現
在
は
、
l田
週
月
曜
日
の
夜
、
東

部
児
童
館
を
あ
借
り
し
て
、
民
舞
・

歌
謡
舞
踊
を
習
つ
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
だ
、
公
民
館
ま
つ
り
、
納
涼

祭
、
文
化
祭
と
村
の
行
事
に
参
加
さ

せ
て
い
だ
だ
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
管
理
と
仲
間

と
の
和
を
大
切
に
、
会
を
続
け
て
い

き
だ
い
と
思
い
ま
す
。

へ
い
ゆ

お
と
う
と
の
平
癒
を
願
ひ
し
こ
の
写
経

た

十
歳
経
し
今
日
む
な
し
く
も
焚
く

砂
賀
久
美
子

採
算
の
合
わ
ぬ
と
思
へ
ど
古
稀
近
く

こ
れ
が
最
後
と
コ
ン
バ
イ
ン
買
う

始
沢
良
子

に
じ

さ
り
げ
な
き
言
葉
に
滲
む
悲
し
み
を

も
く黙

し
聞
き
を
り
旅
の
終
り
に

野
口

1
1

あ
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
ヽ
王

新
井
正
行

7
5
和
男

立
岡
志
ん
8
9

正
夫

中
島
良
枝
5
2

満

早
瀬
精
志
5
8

亘

田
中
住
太
郎
8
7

満

江
原
四
郎

7
8
英
雄

岡
本
健
夫

5
2

諭

高
橋
誠
太
郎

6
7
正
幸

奈
良
福
次
郎
8
8

孝
一

森
田
ヨ
シ
子

7
2
美
代
子

横
塚
敏
郎

8
0
春
雄

森
尻
静
江

8
4
祐
三
郎

＿
編
集
後
記
一

4

月
に
広
報
を
担
当
し
て
か
ら
、
毎
月
の
原

稿
締
切
に
追
わ
れ
、
ア
ッ
と
い
う
間
に

1
2月
。

取
材
先
で
出
会
い
と
感
動
I

．
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
年
が
皆
さ

ん
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
®

何
ご
と
も
体
験
し
て
み
な
け
れ
ば
と
、
初
め

て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。
上
空
か
ら

見
る
と
広
々
と
し
た
田
畑
が
少
な
い
の
に
驚
き

ま
し
た
。
見
慣
れ
た
風
景
も
角
度
を
変
え
て
み

る
と
違
っ
た
味
が
あ
り
、
感
動
し
た
空
の
旅
と

な
り
ま
し
た
。
⑭

校
正
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
月
末
。

私
は
、
風
邪
を
ひ
い
て
二
日
も
寝
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
他
の
二
人
に
迷
惑
を
か
け
た
分
、

来
月
号
は
が
ん
ば
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

若
い
く
せ
に
や
わ
な
®

泉野
田田
由ゅ

怜壱真ま咲さ俊も香バ晃g名
史し奈な． き樹き子こ乃の

岡
安

ノ
ノ
ノ
寸

＊
中小

林
野
村

恵正よ敏明 浩信信俊ま浩
し一 ゆ

子明え行子 子男子雄みー

男

父
母
名
性
別

南千須千南大大田中大千江地
大津津大 佐津
島井賀井島輪輪島谷貰井ロ

女女 男 女女

氏 1
1

あ
め
で
だ
I
I

蔽新新新南矢梅地

区嘉里里里食島原区
％凶％％凶％冑4%%%%% ]喜一％ % % ％児％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

平成 7 年12 月 10 日（日） (14) 

（
敬
称
略
）



⑤ 
広輻
●発行／明和村役場〒370-07 群馬票邑楽郡明和村大字新里288番地・編集／企画課広報係 •印刷／東京広告株）

1996 
（平成 8 年）

行

2

)

 

1
i

[

 



村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
平
成
八

年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
村
政
の
各
分
野
に
わ
た
り

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
本
村
の
振
興
、
発
展
に
微
力
を
尽

く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
皆

様
か
ら
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
心
か

ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
我
が

国
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
内
外

と
も
に
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
景
気
の
低
迷
が
依
然
と
し
て

続
く
中
、
阪
神
大
震
災
や
痛
ま
し
い
社

会
的
事
件
、
円
の
乱
高
下
、
金
融
不
安

の
拡
大
、
史
上
最
低
の
公
定
歩
合
な
ど
、

ま
さ
に
戦
後
五
十
年
の
日
本
の
シ
ス
テ

ム
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
本
村
は
幸

い
議
会
を
は
じ
め
村
民
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
合
併
四
十
周

年
を
迎
え
、
記
念
式
典
や
各
種
記
念
事

業
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
村
政
進
展
の

ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
り
ま
し
た
。

的環 合に伴国齢
ホとさ計適う際化ま

l しら画切新化・た
ルてにをにたの少‘
や‘‘策対な進子本
図ふふ定応行展化村
書るるいす政な‘を
館ささたる課ど価取
‘ととした題の値り
研の創まめや時観巻
修広生し‘住代のく
室場事た第民の多人

日塁゜〗：＇悶： ［年鰤こあいさつ］

し
た
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
の
建
設
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
完
成
後
は
、
村
の

文
化
の
拠
点
と
し
て
村
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
、
文
化
活
動
の
振
興
に
大
い
に

役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
の
推
進
や
従
来
か
ら
の
諸
事
業
を
、

総
合
計
画
に
沿
っ
て
順
調
に
執
行
し
、

次
の
世
代
に
向
け
て
の
基
盤
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
た
平
成
八
年
は
、
二
十

一
世
紀
初
頭
の
”
ま
ち
づ
く
り
“
を
念

頭
に
お
き
、
第
四
次
総
合
計
画
を
基
に

村
民
だ
れ
も
が
豊
か
さ
と
生
き
が
い
を

感
じ
、
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
を
初
年
度
と
す
る
主
要
事
業
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
は
じ
め
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
に
お
け
る
文
化

活
動
の
振
興
、
小
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
導
入
事
業
の
推
進
、
防
災
施
設

等
整
備
事
業
、
国
内
姉
妹
都
市
交
流
の

推
進
、
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
推
進

な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
従
来
か
ら
の
事
業
で
は
、
東
部
エ

業
団
地
の
推
進
、
村
道
整
備
等
の
都
市

基
盤
の
整
備
、
農
業
生
産
碁
盤
整
備
等

の
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、

健
康
•
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の
向

未
来
を
創
造
す
る
|
|□
°
`

明
和
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
来
る
べ
き
二

十
一
世
紀
に
向

っ
て
、
一
層
皆
様
の
創
意
と
英
知
を
結

集
し
て
「
未
来
を
創
造
す
る
明
和
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
勇
断
と

情
熱
を
も
っ
て
心
の
通
っ
た
村
政
執
行

に
あ
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
旧
に
倍
し
、
温
か
い
ご
理
解

と
限
り
な
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明和村長

斎藤 憲

第
四
回
村
議
会
定
例
会

第
四
回
村
議
会
定
例
会

は
、
十
二
月
十
八
日
か
ら

二
十
日
ま
で
の
会
期
三
日

間
で
開
か
れ
、
村
長
提
出

議
案
四
件
お
よ
び
、
議
員

提
出
議
案
一
件
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
い
す
れ

も
原
案
と
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
主
な

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

政
治
倫
理
の
確
立
の

だ
め
の
明
和
村
長
の

資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
の
制
定

す
で
に
公
布
施
行
さ
れ
た
政
治
倫

理
の
確
立
の
た
め
の
国
会
議
員
の
資

産
等
の
公
開
等
に
関
す
る
法
律
第
七

条
に
お
い
て
、
市
町
村
長
の
資
産
等

の
公
開
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
律
の
規
定
に

基
づ
く
国
会
議
員
の
資
産
等
の
公
開

の
措
置
に
準
じ
て
、
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務

員
の
給
与
改
定
（
改
定
率
0
・
九
％
）

に
伴
う
条
例
改
正
で
、
主
な
内
容
は

一
般
職
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の

改
定
で
す
。
〔
平
成
七
年
四
月
一
日
適

用
（
一
部
除
く
）
〕

こ
れ
に
よ
り
改
正
後
の
初
任
給
（
一

般
行
政
職
）
は
、
高
校
卒
…
一
四
万

二
、
四
0
0

円
、
短
大
卒
…
一
五
万

三
、
一
0
0

円
、
大
学
卒
…
一
六
万

五
、
0
0
0

円
と
な
り
ま
す
。

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
三
億
三
、
三
一
八
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
五
0
億
四
五
二
万

二
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
、

財
政
調
整
基
金
お
よ
び
減
債
基
金
の

積
立
、
合
併
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
、

団
体
営
•
水
田
営
農
整
備
工
事
費
、

佐
貰
排
水
路
改
修
工
事
費
負
担
金
な

ど
の
追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。

会平
成
七
年
度
般

計
補
正
予
算

職
員
の
結
与
に
関
す
る

条
例
の
部
改
正

平成 8 年 1 月 10 日（水） (2) 



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り

村
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村議会議長

石 村 嘉男

［新年のこあいさつ］

（
歳
入
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
村
税
四

0
0
0

万
円
(
-
四
億

四
、
七
九
八
万
八
千
円
）

◇
地
方
交
付
税
二
、
三
―
二
万
三
千

円
（
八
億
五
、
三
―
二
万
三
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
三
六
二
万
九
千
円
（
一

億
一
、
五
四
七
万
九
千
円
）

◇
県
支
出
金
九
、
七
五

0
万
三
千
円

（
二
億
八
、
二
0
六
万
二
千
円
）

◇
財
産
収
入
二
六
二
万
八
千
円
（
五
、

八
七
七
万
二
千
円
）

◇
繰
越
金
六
、
八
六
九
万
七
千
円
（
一

億
六
、
九
六
二
万
九
千
円
）

◇
村
債
九
、
七
六

0
万
円
（
九
億
六
、

三
九
0
万
円
）

（
歳
出
）
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
議
会
費
三
二
四
万
二
千
円
（
七
、

五
四
一
万
一
千
円
）

◇
総
務
費
二
億
四
、

四
0
八
万
三
千

円
（
九
億
二
、
四
一
九
万
二
千
円
）

◇
民
生
費
一
、
ニ
ニ
七
万
一
千
円
減

額
（
六
億
一
、
六
四
三
万
二
千
円
）

◇
衛
生
費
二
、
五
五
二
万
一
千
円
（
ニ

億
九
、
三
二
七
万
六
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
五
、
四
六

0
万
五

千
円
（
四
億
九
、
六
五
六
万
二
千
円
）

◇
商
工
費
一
三
万
二
千
円
（
三
、
七

八
四
万
八
千
円
）

◇
土
木
費
―
一
億
一
七
四
万
七
千
円

減
額
（
六
億
四
、
八
0

一
万
四
千
円
）

◇
消
防
費
一
五
万
五
千
円
（
一
億
四
、

九
五
五
万
一
千
円
）

◇
教
育
費
―
一
億
一
、
八

0
七
万
七

千
円
(
-
五
億
五
、
七
四
七
万
円
）

◇
公
債
費
一
三
五
万
二
千
円
（
一
億

九
、
0
二
三
万
円
）

◇
諸
支
出
金
三
万
一
千
円
（
四
五
三

万
六
千
円
）

一
、
村
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

さ
て
、
時
代
は
大
き
く
変
化
し
て
居

り
ま
す
。
過
去
は
過
去
、
現
在
は
現
在
、

時
代
に
合
わ
せ
て
改
革
し

村
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

既
定
の
予
算
総
額
に
収
益
的
支
出
、

一
、
六
九
三
万
八
千
円
を
追
加
し
、
一

億
三
、
八
0
九
万
八
千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

＜
給
与
改
定
と
、
館
林
土
地
改
良
事
務

所
よ
り
依
頼
さ
れ
て
い
る
県
営
か
ん
が

い
排
水
特
別
事
業
佐
貫
地
区
工
事
に
伴

う
、
水
道
管
移
設
工
事
費
を
収
入
お
よ

び
支
出
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
た
め
の
補

正
で
す
。

（
収
入
）
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
営
業
収
益
一
、
六
四
八
万
円
（
一

億
九
、
0
三
四
万
二
千
円
）

（
支
出
）
（
）
は
補
正
後
の
総
額

村
民
の
皆
様
に
は
暉
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
、
議
会
に
対
し
て
格

別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

の
実
現
の
た

め
に
議
会
の

原
点
に
戻
っ

て
が
ん
ば
り

ま
す
の
で
、

本
年
も
よ
り

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

一
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る

村
政

一
、
無
駄
を
は
ぶ
く
村
政

国
が
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

今
後
さ
ら
に
縮
小
す
る
こ
と
は
、
地
方

財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も

に
、
義
務
教
育
行
政
の
円
滑
な
推
進
に

重
大
な
影
響
を
及
ぱ
す
も
の
で
あ
り
、

村
議
会
は
政
府
に
対
し
、
こ
の
制
度
の

現
行
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
強
く
要
請

す
る
も
の
で
す
。

意

義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
現
行

水
準
の
維
持

関
す
る
見

書に

平
成
七
年
度
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

◇
営
業
費
用

（
一
億
一
、
一
、
六
九
三
万
八
千
円

三
七
四
万
二
千
円
）

す。 つにさ 紙本 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 副 お 本 迎議願 >
かえ をも 員員員員員員員員員員長 い 春さつi 海関原森石新 犀 悶 大泉薗明申しろょせて
て‘ 老根口尻崎井 津田部 塁胃 責し
芯悶

[ ~一 原金憧昭 栄順 朝今 孝 料 すまくだの
きあ 平市一茂ー一功雄男 明
まい
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▲村の現状と展望について語る斎藤村長

寿
学
級
生

村
長
昭
和
三
十
年
に
合
併
し
た
当
時

は
、
一
、
六
七
五
世
帯
で
、
人
口
は
九
、

八
八
九
人
で
し
た
が
、
現
在
で
は
三
、

一
五
五
世
帯
と
な
り
人
日
も
一
万
一
、

四
五
0
人
に
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。
人

口
が
増
加
す
る
と
と
も
に
専
業
農
家
が

減
少
し
、
兼
業
・
非
農
家
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
農
業
粗
生
産
額
は
、
年

間
約
二
九
億
円
、
工
業
出
荷
額
は
、
約

一
、
一
四
0
億
円
ま
で
上
が
っ
て
い
ま

寿学級と女性ふれあいセミナーの合同学習

会 r村長と語る.Jが11 月14日、中央公民館で

開かれましだ。講師に斎藤村長を招いて r村

の現状と今後の計画、将来の展望などについ

て.Jの講話と質疑応答が行われ、 50人ほとの

参加者は、メモを取りながら熱心に聞き入っ

ていましだ。講話と質疑廊答の要旨をご紹介

します。

―
ニ
ニ

四
六
億

定ま 円万す

;[:Iー一村碑獄と今後の計画 •I りり a ゜
公ま成 て平算
民すは き成も
館°‘館た館多の九のて創な すばきく村が今大たう ま七合
の 平のふ‘目車席 A‘ 生事平゜な継気をあのきのに四し年併

悶 突喜言塁誓停閾‘｛言業胃塁 名し‘讐茫：讐負は、燐本tミ胃尚
に 年をと室 l 席定ンさの‘年 いいを‘すい献先し間 は三
つ 三進産をルを席にと一ふ度 とカ~後育゜平に人てに
き 月め業併や備と‘の環るの 思な世て我和よたきこ
ま をて文設図え三五広とさ主 いけにて々なっちまの
し 予い化し書た席六場しと要 まれ引いも村てのしよ

. 
女
性
ふ
れ
あ
い
セ

て
は
、
人
づ
く
り
の
た
め
に
生
涯
教
育

の
拠
点
と
し
て
、
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
一
日
平
均
二
七

三
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
て
、
今
ま
で

に
約
―
一
万
八
、
七

0
0
人
の
方
々
が

利
用
し
て
い
ま
す
。
十
月
の
利
用
者
は
、

B
&
G

財
団
の
温
水
プ
ー
ル
七
五
施
設

の
内
で
本
村
が
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
平
成
七

年
度
で
設
計
し
て
、
建
設
委
員
さ
ん
に

決
定
し
て
も
ら
い
、
八
年
度
で
建
設
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

国
の
方
針
に
よ
り
、
小
学
校
に
も
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
平
成
八
年
度
を

初
め
に
導
入
推
進
を
考
え
て
い
ま
す
。

国
道
―
二
二
号
を
含
め
た
都
市
計
画

道
路
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
整
備
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

駅
前
広
場
の
整
備
も
都
市
計
画
決
定

が
必
要
で
す
の
で
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン

の
中
の
課
題
と
し
て
は
、
都
市
計
画
決

定
が
最
優
先
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
関
係
で
は
、
近
い
将
来
本
村
に

お
い
て
も
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

整
備
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

ミ

ひ
さ
を

交

i

1

/

 

ナ
ー
生
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▲着々と工事が進むふるさと産業文化館

村
の
財
政
状
況
は
、
平
成
六
年
度
の

財
政
力
指
数
が
県
内
で
二
十
五
番
目
、

公
債
費
比
率
が
六
十
五
番
目
と
健
全
財

政
を
堅
持
で
き
、
県
の
指
導
も
受
け
て

い
ま
す
の
で
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
村
の
借
金
で
あ
る
起
債
は
、

個
人
の
借
金
と
は
し
く
み
が
違
い
ま
す
。

元
金
と
利
息
は
、
将
来
返
済
し
ま
す
が

国
か
ら
地
方
交
付
税
と
し
て
村
に
入
っ

て
く
る
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
借
金
と

利
息
の
額
に
対
し
て
約
半
額
の
支
払
い

で
済
む
よ
う
な
制
度
も
利
用
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
等
な
行
政
運
営
の
た
め
、

長
年
の
間
に
後
か
ら
住
民
に
な
っ
た
方

に
も
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
一
部

を
返
済
し
て
い
く
こ
と
が
自
治
体
の
運

営
方
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

面
高
齢
者
福
祉
対
策
の
＿
濃

と
し
て
在
宅
福
祉
の
拠
点
と

な
る
よ
う
な
r

福
祉
会
館
L

（
仮
称
）

の
建
設
は
と
う
で
し
ょ
う
か
。

面
福
祉
会
館
建
設
に
つ
い
て

は
、
会
の
と
こ
ろ
構
想
は
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
後

は
在
宅
福
祉
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し

い
よ
う
な
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

拡
充
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

村
で
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
明

和
の
老
人
福
祉
の
拠
点
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
は
、
人
生
の

終
わ
り
に
近
づ
い
た
と
き
、
周
囲
の
人

か
ら
う
ら
や
ま
れ
る
よ
う
な
人
生
を
送

れ
る
こ
と
が
、
最
高
の
生
き
方
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
若
い
う
ち
は
、
ど
ん
な

に
苦
労
し
て
も
、
高
齢
に
な
っ
た
ら
大

事
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
村
政
を
施

し
て
い
き
た
い
と
常
々
考
え
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
、
二
年
が
か
り
で
村
で
は

数
少
な
い
福
祉
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た

時
も
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
連
結
さ
せ
、

多
く
の
方
に
行
き
来
し
て
も
ら
え
る
よ

う
配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
へ

ル
パ
ー
の
数
も
増
や
し
、
今
後
も
増
員

配

4つ
ま
で
運
行
し
て
き
だ
送

迎
バ
ス
を
二
台
か
ら
一
台
に

の
予
定
で
す
が
、
在
宅
福
祉
で
安
心
し

て
老
後
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
福
祉
に
カ

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冠
婚
葬
祭
が
で
き
る
よ
う
な
福
祉
会

館
も
―
つ
の
福
祉
の
形
で
す
。
現
在
県

内
で
は
五
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
本
村
で

は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
福
祉
の
拠
点

と
し
て
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
現
状
で

は
福
祉
会
館
建
設
の
構
想
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
事
務
室
が
狭
す
ぎ
る
た

め
、
今
後
導
入
さ
れ
る

0
A

機
器
に
対

処
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
今
後
は
在
宅
福
祉
の
拠
点
に

ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
拡
充
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

｀
洒
洋
セ
ン
タ
ー
バ
ス
と
福

祉
セ
ン
タ
ー
バ
ス
の
利
用
状

況
に
よ
っ
て
は
、
と
ち
ら
か
に
し

て
は
と
う
で
し
ょ
う
か
。

減
ら
す
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
利
用

さ
れ
て
い
る
方
に
不
便
を
き
だ
す

だ
め
、
存
続
さ
せ
る
方
向
で
い
ま

す
。昭

和
六
十
二
年
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
開
館
し
た
際
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
利
用
者
の
足
と

施
設
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

し
て
、
送
迎
バ

ス
を
運
行
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
、

当
時
向
川
俣
交

通
と
年
間
四
八

0
万
円
の
委
託

料
で
契
約
し
ま

し
た
。
バ
ス
の

利
用
者
数
は
、

多
い
時
で
年
間

八
、
八
0
0
人
、

少
な
い
年
で
五
、

四
0
0

人
、
現

在
は
約
六
、
0

0
0
人
で
、
委

託
料
と
し
て
約

五
四
五
万
円
支

払
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
バ

ス
は
、
プ
ー
ル

を
利
用
す
る
方

だ
け
で
な
く
、

川
俣
駅
前
や
役

場
等
に
用
事
の
あ
る
方
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
路
線
バ
ス
的
に
走

ら
せ
て
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
台
の
バ
ス
の
運
行
は
、

経
費
も
か
か
り
ま
す
の
で
一
台
に
滅
ら

し
て
み
て
は
ど
う
か
と
、
一
年
前
に
十

分
検
討
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
足
が

な
け
れ
ば
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き

な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
批
判
の
声
も

あ
り
、
結
果
的
に
バ
ス
を
一
台
に
減
ら

す
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
き

た
方
に
不
便
を
き
た
す
た
め
、
委
託
料

を
値
上
げ
し
な
い
方
向
で
存
続
さ
せ
て

い
ま
す
。

▲バスを利用されるみなさん
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た
だ
し
、
将
来
の
中
で
は
、
幼
稚
園
、

保
育
園
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
る
と
、
最

低
で
も
一
―
台
の
バ
ス
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
た
め
、
園
児
に
限
ら
ず
、
誰
も
が

利
用
で
き
る
よ
う
な
最
善
の
方
法
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
の
運

行
時
間
帯
や
停
止
場
所
等
も
再
度
検
討

し
て
い
く
考
え
で
す
。

面
中
谷
お
よ
び
大
佐
貫
地
区

に
わ
だ
る
住
宅
団
地
の
そ
の

後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

｀
地
権
者
の
半
数
し
か
賛
同

が
得
ら
れ
す
、
票
と
協
議
の

結
果
、
残
念
な
が
ら
会
の
と
こ
ろ

断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

村
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時

に
、
東
・
中
・
西
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

る
よ
う
に
と
、
大
輪
地
区
に
四
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
工
業
団
地
を
造
成
し
、
中
部

地
区
に
は
公
共
施
設
を
集
中
さ
せ
、
ふ

る
さ
と
の
広
場
も
整
備
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
東
部
地
区
に
も
工
業
団
地
を
造

成
し
よ
う
と
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

住
宅
団
地
に
つ
い
て
は
、
県
の
指
導

の
下
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
半
分
の
地
権
者
が
反
対
で
し
た
。

住
宅
団
地
に
つ
い
て

▲質問する原口さん

賛
成
、
反
対
者
別
に

地
図
に
色
塗
り
を
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
区

域
内
が
バ
ラ
バ
ラ
で

ま
と
め
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私

と
し
て
は
、
一
年
、

二
年
と
経
過
す
る
内

に
地
権
者
の
考
え
方

が
変
化
し
、
賛
同
し

て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

と
確
信
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
頃
板
倉
町
に
二
二

0

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
二

ュ
ー
タ
ウ
ン
造
成
の

話
が
も
ち
上
が
り
、

半
分
し
か
賛
成
が
得

ら
れ
て
い
な
い
本
村

の
住
宅
団
地
造
成
は
、

非
常
に
難
し
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
県
に
陳
情
す
る
た
め
、
十
数

回
も
足
を
運
び
推
進
す
る
よ
う
努
力
し

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
の
と
こ
ろ

断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

▲真剣に聞き入る学級生

▲質問する篠木さん

行政区別人口、世帯数

人 ロ 対 2 年 対 2 年
行政区

総数 男 女 増減
世帯数

増減

斗合田 381 190 191 • 15 89 3 

下江黒 343 175 168 • 2 83 • 2 

上江黒 506 244 262 • 21 140 1 

千津井 597 285 312 • 19 144 4 

江口 621 289 332 • 12 149 4 

田島 581 290 291 5 146 2 

南大島 1,197 583 614 • 19 322 12 

新里 1,597 807 790 492 486 157 

中谷 1,220 627 593 357 382 120 

梅原 928 457 471 70 241 25 

川俣 367 181 186 • 39 109 3 

須賀 506 244 262 • 19 142 

゜大輪 888 451 437 • 7 218 1 

入ケ谷 124 66 58 11 37 3 

矢島 671 338 333 • 36 167 5 

大佐貫 728 419 309 119 268 103 

合計 11,255 5,646 5,609 865 3,123 441 

一
昨
年
十
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
が
発
表

さ
れ
、
本
村
の
総
人
口
は
、
前
回
の
平

成
二
年
よ
り
八
百
六
十
五
人
増
え
一
万

一
千
二
百
五
十
五
人
と
な
り
ま
し
た
。

世
帯
数
も
四
百
四
十
一
世
帯
増
え
て
三

千
百
二
十
三
世
帯
と
人
日
同
様
増
加
傾

村の人口は

11,255人

(865人増加）

向
で
す
。

一
方
、
世
帯
数
が
前
回
の
調
査
に
比

ベ
十
六
•
四
％
伸
び
て
い
る
の
に
対
し
、

人
口
は
八
・
三
％
増
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
、
世
帯
数
の
増
加
率
は

県
平
均
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
、

本
村
の
人
口
順
位
は
県
下
七
十
市
町
村

中
、
前
回
よ
り
ニ
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
て

四
十
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

国
勢
調
査
予
想
懸
賞

国
勢
調
査
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
明

和
村
人
口
予
想
懸
賞
の
上
位
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
一
等
秋
山
浩
美
▽
二
等
柴
田
純

之
助
▽
三
等
柴
田
マ
ツ
子
、
田
部
井

典
子
、
秋
山
吉
民
、
岡
安
勇

平成 8 年 1 月 10 日（水） (6) 



南
大
島
の
森
尻
正
己
さ
ん

(
7
4
)
、
矢

島
の
石
川
市
郎
さ
ん

(
7
0
)にこ
の
ほ

ど
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

森
尻
さ
ん
は
、
農
業
経
営
統
計
調
査

農
家
（
動
向
統
計
）
と
し
て
、
石
川
さ

ん
は
、
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家
（
米

生
産
費
）
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
調

石森

川尻

市正

郎己

ささ
んん

林
水
産
大
臣

か
ら
感
謝
状

石川市郎さん

機村昌代さん

森尻正己さん

基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
前
橋
地
方
法
務
局

等
の
主
催
で
行
わ
れ
た
中
学
生
人
権
作

農

査
に
協
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

飯塚 土
貞 氏

勲五等双光旭日章受章

叙勲祝賀会

. 

``し

勲
五
等
双
光
旭
日
章
に
輝
い
た
飯
塚

貞
さ
ん
（
八
五
）
の
栄
誉
を
た
た
え
て
十
二

月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で
叙
勲
祝
賀

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
斎
藤
村
長
、
石
村
村
議
会

議
長
を
は
じ
め
来
賓
と
し
て
地
元
選
出

の
国
会
議
員
（
代
理
）
、
村
議
会
議
員
、

区
長
、
農
業
委
員
な
ど
村
内
各
種
団
体

か
ら
百
人
ほ
ど
が
出
席
し
、
受
章
を
祝

福
し
ま
し
た
。

式
は
橋
本
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で

始
ま
り
、
叙
勲
者
紹
介
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
、
記
念
品
贈
呈
と
続
き
、
そ
し
て

来
賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
る
と
一
層
厳
粛

み
を
増
し
受
章
の
偉
大
さ
を
感
じ
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

受
章
者
謝
辞
の
後
、
乾
杯
、
万
歳
三

唱
と
続
き
、
祝
賀
ム
ー
ド
一
杯
に
祝
福

の
拍
手
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

非
行
防
止
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

文
コ
ン
テ
ス
ト
群
馬
県
大
会
で
、
本
村

で
は
次
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
に
多
大
な
協
力
を

さ
れ
た
明
和
中
学
校
に
、
前
橋
地
方
法

務
局
長
等
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

◇
奨
励
賞

機
村
昌
代
（
中
学
2
年
）

題
名
「
お
年
寄
り
の
笑
顔
」

館
林
警
察
署
管
内
の
平
成
七
年
度
非

行
防
止
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
本
村
で
は
次
の
方
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
標
語
の
部

特
選
田
中

里
枝
（
中
学
1

年
）

柿沼昭博さん

柿

沼

昭
博
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
に

館
林
地
区
暴
力
団
追
放
推
進
協
議
会

主
催
の
暴
力
団
追
放
に
関
す
る
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
村
で
は

次
の
方
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

佳
作
渋
沢
勇
太
（
中
学

1

年
）

佳
作
新
橋
貴
史
（
中
学

3

年
）

暴
力
団
追
放
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

田中里枝さん

そ
の
行
動

止
め
ら
れ
る
の
は
自
分
だ
け

本
村
の
人
権
擁
護
委
員
が
一
名
増
員

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
十
二
月
一
日
付

け
で
、
江
口
の
柿
沼
昭
博
さ
ん
（
五
八
）
が

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、
柿

沼
さ
ん
の
よ
う
な
誠
実
な
人
柄
で
、
人

格
識
見
と
も
高
く
、
社
会
的
信
望
も
厚

い
人
に
適
し
て
お
り
、
柿
沼
さ
ん
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

人
権
問
題
や
日
常
生
活
上
の
問
題
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

(7) 平成 8 年 1 月 10 日（水）



◄

映
画
の
一
コ
マ

. ヽ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

人間って、大きいんかい

小さいんかい・・
一県人□200万人記念映画 「眠る男」 上映一

群
馬
県
人
口
Z
O
O
万
人

記
念
映
画
「
眠
る
男
」

の
上
映
が
、
村
上
映
実

行
委
員
会
の
主
催
に
よ

り
、
本
村
で
も
1
2月
1
7

日
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
村
民
ら
4
0
0
人
の

感
動
を
誘
い
ま
し
た
。

こ
の
映
画
（
小
栗
康

平
監
督
作
品
）
は
、
県

の
人
口
が
2
0
0
万
人
に
到

達
し
た
こ
と
を
記
念

に
し
て
、
後
世
に
残

す
精
神
的
な
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
県
が

製
作
し
た
も
の
で
す
。

見
終
っ
て
会
場
を

出
て
き
た
人
々
の
表

情
は
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
。
「
抽
象
的
で
難
解

で
あ
っ
た
が
、
群
馬

の
自
然
の
美
し
さ
に

感
動
」
「
色
々
な
課
題

を
、
見
る
人
に
投
げ

か
け
て
い
る
よ
う
で
、

ま
た
見
て
み
た
い
」

「
『
人
間
っ
て
、
大
き

い
ん
か
い
、
小
さ
い

ん
か
い
』
と
い
う
セ

リ
フ
が
カ
ギ
で
し
ょ

う
。
死
ぬ
ま
で
考
え

さ
せ
ら
れ
る
映
画
で

し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

• --ｷ ~•一•- ---

老人福祉センターで日頃親しんで

いる民謡、舞踊、カラオケ等の成果

を披露し、生きがいの発掘と参加者

の情報交換や意志疎通を図ろうと 12

月 7 日、老人福祉センターで芸能発

表会が行われました。

各老人クラブから推せんされた83

人が、次々にステージで張りのある

歌声など自慢の芸が披露されると、
会場から大きな拍手が送られていま

した。出演者は、「大勢の前で披露で

きるので楽しみにしています」と自

信たっぷりの表情で話していました。

生
き
が
い
は
見
つ
か
り
ま
し
た
か

ー
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
芸
能
発
表
会

1

み
ん
ね
て
明
る
い
お
正
月
を

ー
歳
末
慰
問
—

12 月 12 日、 13 日の 2 日間、村では

ひとり暮らし老人や重度障害者など

を対象に「みんなで明るいお正月を

迎えましょう」と恒例の在宅者歳末

慰問を行いました。

村長、助役、収入役などが 3 班に

分かれて213人の家庭を訪問し、慰問

品等を贈り激励しました。

訪問先々では、「毎年お世話になり

ありがとうございます」「お元気です

か、お互い良いお正月を迎えましょ

う」などと会話を弾ませ、年末、年

始の話題に花を咲かせていました。

平成 8 年 1 月 10 日（水） (8) 



心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

" 太極拳講習会が11 月 25 日から始ま

り、 3 月 23 日までの 5 回にわたり、

社会体育館で開かれています。

これは、健康づくり推進事業の一

環として、太極拳講習会を初めて取

り入れ、今後のスポーツ活動に役立

たせるのが狙い。太極拳は心と体を

リフレッシュし、多くの人に愛好さ

れているもので、 20人ほどが参加し
ています。

渋沢健治先生を講師に迎え、「無理

をせず楽に」などと指導を受け、真

剣に取り組んだ受講生は「体が軽く

なり、気持ちにゆとりができました」

と話していました。

う蒙く{9れるかな
ーしめ飾り教室一

1
2月
1
3日
、
中
央
幼
稚
園
で
は
恒
例

の
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
と

先
生
方
が
協
力
し
あ
っ
て
、

1
5群
竺
り
も

ち
米
を
5

回
に
分
け
て
つ
き
上
げ
ま
し

た
。
エ
プ
ロ
ン
姿
に
変
身
し
た
園
児
達

は
、
最
初
に
家
族
へ
の
お
土
産
用
と
し

て
大
福
作
り
に
大
奮
闘
。
粉
で
真
っ
白

に
な
り
な
が
ら
、
あ
ん
が
飛
び
出
さ
な

い
よ
う
に
真
剣
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

作
り
終
え
た
園
児
ら
に
は
、
黄
な
粉
も

ち
や
雑
煮
が
振
る
舞
わ
れ
、
「
軟
ら
か
く

て
お
い
し
い
」
と
何
度
も
お
代
わ
り
す

る
園
児
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
足

早
い
も
ち
つ
き
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
た
。

お
正
月
に
向
け
た
「
し
め
飾
り
教
室
」

が
1
2月
2
4
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
約

6
0人
が
村
の
お
年
寄

り
の
人
た
ち
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
郷
土
の
大
切
な
伝
統
行
事

を
知
る
と
と
も
に
、
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
で
お
正
月
を
迎
え
て
も
ら
お
う
と

開
か
れ
た
も
の
で
す
。

お
年
寄
り
か
ら
わ
ら
を
な
う
コ
ツ
を

教
わ
る
と
、
参
加
者
は
ひ
ざ
と
両
手
を

使
っ
て
一
生
懸
命
に
し
め
飾
り
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
「
わ
ら
を
な
う
の

が
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
」

と
完
成
し
た
飾
り
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

明和工業団地に進出が予定されて

いた株式会社アドバンテスト（本社

・東京都）の群馬R&D （研究開発）

センターの起工式が12月 12 日、同団

地で行われました。

この団地は、県企業局が造成した

敷地面積約41;ー； （内当社は約25ば）、

4 区画ですでに 3 社は操業を開始し

ています。

同センターは、次世代の半導体試

験装置の新たな開発拠点となる施設

で、今年の 10月の完成を目指してい

ます。

村ではこれを機に、雇用、財政な

ど地域の活性化が一段と充実し21世

紀を展望した明るい豊かなまちづく

りが図られると、大きな期待を寄せ

ています。

おじしじおもちに
ナよ•あ・れ

明
和
工
業
団
地
に
半
導
体
試
麟
袈
i
l
l
の
拠
点

(9) 平成 8 年 1 月 10 日（水）



明
治
四
十
三
年
の
大
洪
水

明
治
以
降
の
洪
水
の
中
で
こ
の
地
方

に
最
も
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
の

は
、
明
治
四
十
三
年
(
-
九
一

0
)
の

洪
水
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
こ
の

地
方
最
大
の
洪
水
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
る
境
腐
一
年
（
一
七
四
二
）
の
大
洪

水
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

こ
の
洪
水
の
概
況
を
『
群
馬
県
邑
楽

郡
水
害
誌
（
邑
楽
郡
役
所
明
治
四
十

四
年
十
二
月
三
十
日
）
』
等
の
記
録
に
よ

っ
て
み
れ
ば
、
八
月
七
日
以
来
豪
雨
が

降
り
続
い
て
や
ま
ず
、
四
昼
夜
に
お
よ

ん
だ
た
め
に
利
根
川
、
渡
良
瀬
川
お
よ

び
そ
の
支
流
の
増
水
が
激
し
く
、
つ
い

に
十
日
よ
り
十
二
日
に
か
け
て
利
根
川

筋
五
カ
所
、
渡
良
瀬
川
筋
四
カ
所
、
支
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調 しもさんる少ゆ 3 つてく水し 効スをるに豊°化肉乙
理 ま竺ら失゜しで 倍ても‘にて 皐卜防抵す貝 学‘只

一→一—

水神宮（大輪）

流
筋
十
数
力
所
が
破
堤
、
こ
れ
に
よ
り

邑
楽
郡
全
域
の
七
七
％
が
浸
水
、
死
者

行
方
不
明
者
は
五
〇
あ
ま
り
を
数
え
、

家
屋
の
床
上
浸
水
六
、
八
九
0
戸
、
床

下
浸
水
九
四
0
戸
、
内
全
壊
二
五
四
戸
、

半
壊
二
六
二
戸
、
流
失
ニ
―
七
戸
、
加

え
て
農
作
物
の
収
穫
皆
無
、
堤
防
、
道

路
、
橋
竺
い
土
地
等
に
及
ほ
し
た
損
害

は
実
に
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

本
村
関
係
で
は
上
流
に
隣
接
す
る
旧

富
永
村
上
五
箇
地
先
、
な
ら
び
に
同
下

中
森
・
大
輪
（
旧
佐
貫
村
）
境
地
先
の

破
堤
に
よ
る
洪
水
を
ま
と
も
に
受
け
た

た
め
に
、
死
者
行
方
不
明
者
こ
そ
無
か

っ
た
も
の
の
、
佐
貫
、
梅
島
、
千
江
田

の
旧
三
村
と
も
全
域
に
わ
た
り
一
0
0
%

水
没
、
家
屋
（
当
時
の
戸
数
は
佐
貫
四

八
一
、
梅
島
三
九
二
、
千
江
田
五
0
八
）

は
す
べ
て
床
上
浸
水
と
な
り
、
そ
の
う

ち
全
壊
六
六
戸
、
半
壊
ニ
―
戸
、
破
損

七
五
八
戸
、
流
失
四
五
戸
と
、
加
え
て

そ
の
他
各
種
に
わ
た
っ
て
の
被
害
は
甚

大
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
加
え
て
九
月
七
、

八
日
の
豪

じ
）
菩
口

ゆで時間による

ビタミンC残存率

一一

で
き
る
の
で
、
煮
物
よ
り
損
失
が
少
な

い
。
煮
物
に
す
る
場
合
は
、
C

が
溶
け

出
し
た
煮
汁
ご
と
食
べ
ら
れ
る
シ
チ
ュ

］
や
鍋
物
な
ど
が
効
果
的
。

C

は
空
気
に
触
れ
る
と
酸
化
し
て
効

力
を
失
う
の
で
、
切
っ
た
り
、
お
ろ
し

た
り
す
る
の
は
食
べ
る
直
前
に
。

生
で
食
べ
る
サ
ラ
ダ
は
理
想
的
な
調

理
法
だ
が
、
か
さ
が
あ
っ
て
量
を
と
れ

な
い
の
が
弱
点
。
お
ひ
た
し
の
ほ
う
が

損
失
分
を
計
算
し
て
も
摂
取
量
は
多
く

な
る
。
そ
れ
に
サ
ラ
ダ
に
使
わ
れ
る
野

菜
は
一
般
的
に
ビ
タ
ミ
ン
の
含
有
量
が

少
な
い
。

生
の
に
ん
じ
ん
、
き
ゅ
う
り
な
ど
に

は
、
C

を
破
壊
す
る
ア
ス
コ
ル
ビ
ン
酸

オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
要
注
意
。
野
菜
ジ
ュ
ー
ス

や
も
み
じ
お
ろ
し
な
ど
、
生
の
ま
ま
す

り
お
ろ
し
て
使
う
場
合
は
、
レ
モ
ン
汁

や
酢
を
加
え
る
の
が
コ
ッ
。
そ
う
す
れ

ば
酵
索
は
働
か
な
く
な
る
。

ビ
タ
ミ
ン

C

は
、
果
物
、
野
菜
、
い

も
類
に
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

か
ぜ
の
は
や
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
た

っ
ぷ
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

平成 8 年 1 月 10 日（水） (IO) 



合
併
4
0
周
年
を
記
念
し
た
第
1
回
村

民
水
泳
大
会
が
1
1月
2
6
日
、
明
和
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
小
学
生
か
ら
6
0

歳
代
ま
で
の
村
民
延
べ
1
8
0
人
余
り
が
参

加
し
ま
し
た
。

個
人
メ
ド
レ
ー
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背

泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
自
由
形
の
競
技
種
目

だ
け
で
な
く
、
浮
輪
レ
ー
ス
や

T

シ
ャ

ツ
を
着
た
ま
ま
泳
ぐ
な
ど
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
種
目
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
自
分
の
記

録
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
競
技
種
目
の
1
位
入
賞
者
（
賞

状
授
与
者
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

合
併

4
0
周
年
記
念

第
1

回
村
民
水
泳
大
会

` ` ”.一、99,. 3',· 、‘’’`` 9, ←-‘’'.、`’‘_·_,,,_、、,'`,9,'  ̀̀’•，`、、` 9,_ 、`'_,,,_、'’’-
- -- -- -- -- -- -- -- -- --• -- --ニ- -- -- -- -

9、'‘` ‘’’‘、 、"ヽ｀’‘’‘‘ ‘、,、ヽヽヽ 9 、`‘‘’｀ヽ ヽ、，、一、 9 9 、‘‘’’‘• 9 ヽ；ヽ‘ •,,ヽ‘ ‘’` •‘‘’‘‘ ‘’‘ ‘’9 9 9 、 , •• :ｷ+ｷ: +ｷ:ｷ+ｷ:ｷ+ｷ:ｷ+: •-·:·+ :ｷ+ｷ:ｷ+ｷ: +: +ｷ: +: +ｷ; +: +: +: + 
``’’ ` 9 、 ,9 、 、'' 、、 9, ,̀ 9,‘ ▲、 9 ｷ- ヽヽ 9,― `,,、 、 9 、 —` ! 99 -'9 ，一 ` 9 1 、9 -, 9,' `’!,_ —` 9,' ,̀ 9,̂ ` 9' 
- - - - - - - - ｷ- •• - - - -ｷ - - - -こ- - - - - - - - - - -• - - - -
, 9 9‘`‘’‘9‘‘’’``‘‘’‘ 、 9,’`、,’’‘‘‘‘',、、 9 • 9‘9,r 、 9 9 9ヽ，ヽ 9 ヽ｀‘’’`、、、•,,、`'ヽ 9’‘’‘’’‘‘ヽi‘`‘‘’

]}\'.;スポーツ＋: : : +. + :ｷ+ •. +. +.. +ｷｷｷ+ｷｷｷ+: +: +: +: ·•'+ :ｷ+. +: +:.: .. 
ヽ‘,,、 1、、 9, `’’、 9 、, l 、, 1,, 、、,,、 9, `‘9, 、,,、 9., 9, 、 9 、,,.、 9, 1 

＾→こ—- -• - -- --.. - --• -- -- -- -—. -- -·一· •一 0· - - - -•—• •一―
.,、、,、、』‘"ヽヽ 9 9‘9 1 

と＋ヤ+:+:+:+.

ブーロ9, `’‘‘’’``’、、 9, `’‘`’‘` 9 、·''c-~----- • - -—· -- --
9 ヽ‘‘‘’`、,’’‘`’‘’``‘’’‘‘‘,,、` •.,、、、,,、‘’’’+.,-:+;+:+;.. ;+,+ 
9 、9 -、!、‘`’’,-、,9,'̀  ̀I 、'`、,,_`、 1 、‘`、,._. :' 
-- ------------ --

9,‘‘ ヽ 9 9`’’’’、、‘’‘`’‘’‘`‘’’‘ヽ',,`、、’’’‘’ヽ 1+. +..'+. + 

; tゞ8仁46紺‘:、9
- -—· -- -- -—. ｷ-- ----- -- ｷ-- --—→ー→―- - -- -- --

’’’‘‘ふ＿、9 竺,:_,,:‘↓‘’’`‘上．＇＂ ` ↓‘‘’‘`よ9 ，ぃ‘ふ 9 、 1 ヽ、よ 9 ，ぃ｀ ＋・、"｀ー.-_.,'ー、土-,,._._,,、 9 9 ヽ｀・↓ 9, 、、ム..’’’｀し ‘‘19‘

ー位入賞者

（敬称略）

◇男子200m個人メドレー（中学生以

上10歳代）

斎藤亮太 2 分53秒 9 板倉高

◇男子50mバタフライ（中学生以上10

歳代）

的場俊知 34秒 8 館林高

◇女子25m背泳ぎ（小学校 3 • 4 年生）

柳井寛絵 21秒 2 明和西小

、 ベミg

ち
一斉にスタートを切る選手たち

〔
一
般
男
子
の
部
〕

優
勝
近
藤
力

準
優
勝
武
井
英
夫

◇女子25m背泳ぎ（小学校 5 • 6 年生）

渡部晃子 21秒 3 明和西小

◇男子25m背泳ぎ（小学校 5 • 6 年生）

荻野整ー 22秒 3 明和東小

◇女子50m背泳ぎ（中学生以上10歳代）

松本真由 40秒 3 明和中

◇男子50m背泳ぎ（中学生以上10歳代）

吉永博彰 41秒 8 明和中

◇男子25m平泳ぎ（小学校 1 • 2 年生）
飯塚徹 44秒〇 明和東小

◇女子25m平泳ぎ（小学校 3 • 4 年生）

本澤舞 25秒 4 明和東小

◇男子25m平泳ぎ（小学校 3 • 4 年生）

吉田秀貴 26秒 6 明和西小

◇女子25m平泳ぎ（小学校 5 • 6 年生）

渡部晃子 21秒 2 明和西小

◇男子25m平泳ぎ（小学校 5 • 6 年生）

堀江圭祐 21秒 4 明和西小

◇女子30歳代25m平泳ぎ（一般）

江塚千寿子 21秒 4 新里

◇女子50m平泳ぎ（中学生以上10歳代）

荒明美和 42秒 3 明和中

◇男子50m平泳ぎ（中学生以上10歳代）

◇
新
卓
球

〔
一
般
男
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
義
男
・
原
秀
一

準
優
勝
赤
城
博
行
・
林
正
幸

三
位
青
木
努
・
染
宮
豊

〔
一
般
女
子
の
部
〕

優
勝
小
松
原
順
子
・
小
松
原
聡
美

準
優
勝
田
口
友
香
・
薗
部
梨
美

三
位
小
林
明
子
・
木
村
智
映

合併40周年記念

第17回新春

村民マラソン大会

◇
ダ
ブ
ル
ス

江森聖弥 38秒 3 明和中

◇女子25m 自由形（小学校 1 • 2 年生）

中村由樹子 31秒 0 明和西小

◇男子25m 自由形（小学校 1 • 2 年生）

吉永敦郎 24秒 5 明和西小

◇女子25m 自由形（小学校 3 • 4 年生）

柳井伴美 19秒 2 明和西小

◇男子25m 自由形（小学校 3 • 4 年生）

吉田秀貴 20秒 3 明和西小

◇女子25m 自由形（小学校 5 • 6 年生）

渡部晃子 16秒 6 明和西小

◇男子25m 自由形（小学校 5 • 6 年生）

荻野整ー 17秒 1 明和東小

◇男子20歳代25m 自由形（一般）

加藤和幸 13秒 0 南大島

◇男子40歳代25m 自由形（一般）

近藤力 16秒 9 太洋プラス

チック

◇女子50m 自由形（中学生以上10歳代）

小久保明美 34秒 3 明和中

◇男子50m 自由形（中学生以上10歳代）

斎藤亮太 28秒88 板倉高

日時

会場

1 月21 日（日）

午前9時～

ふるさとの広場

周辺

優
勝
梅
原

B

準
優
勝
須
賀

三
位
矢
島

A

四
位
中
谷

〔
小
学
生
男
子
の
部
〕

優
勝
坂
村
高
洋

準
優
勝
河
野
哲
也

三
位
張
谷
明
広

〔
中
学
生
男
子
の
部
〕

優
勝
江
森
直
志

準
優
勝
木
村
和
彦

三
位
吉
田
雄
一

〔
中
学
生
女
子
の
部
〕

優
勝
小
林
明
子

準
優
勝
木
村
智
映

三
位
森
尻
佐
知
子

〔
一
般
男
子
の
部
〕

優
勝
塚
原
裕
之

準
優
勝
原
秀
一

三
位
小
松
原
義
男

第

4

回
協
会
杯

ゲ
ー
ト
ボ
—
ル
大
会

◇
シ
ン
グ
ル
ス

合
併

4
0
周
年
記
念

第
3
6回
村
民
卓
球
大
会

（
敬
称
略
）

三
位
中
島

〔
一
般
女
子
の
部
〕

優
勝
小
林
朝
子

準
優
勝
折
原
八
千
代

三
位
張
谷
光
子

清

優勝したみなさん

(11) 平成 8 年 1 月 10 日（水）



l □言；いよ
村民税、固定資産税などの村税は、

金融機関（銀行・農協・信用金庫）

のあなたの預金口座から振替納税す

る制度があります。

この制度を利用するとあなたの預

金口座から自動的に引き落としされ

ますので、納め忘れがなくなり納税

のため金融機関に出向く必要がなく

なります。

手続きは、預金口座にご使用の印

鑑と口座番号が確認できる通帳など

を持参のうえ、取引先の金融機関か

税務課へ「預金口座振替申出書」を

提出してください。

なお、村税以外の水道料金、国民

年金保険料の納付も合わせてこの制

度を利用しましょう。

※詳しくは、役場税務課合（84)3111 

内線344へお問い合わせください。

）
ュ
る
電
き
イ
目
は
で
税
フ
。
室
、
。

に
す
←
ピ
す
。
に
聞
ダ
項
。
表
ど
、
を
す
炎
5

ン
ン
え
す
9
9
お
を
の
す
ド
な
た
表
ぎ

c

相
だ

問
ま
ア
コ
答
で
3
3
ら
号
そ
ま
一
課
ま
ド
で
務

v

し
ス
、
お
単
り
か
番
、
き
コ
務
。
一
も
税
せ

ク
に
で
簡
け
中
ド
と
て
な
税
す
コ
と
署
ゎ

疑
答
ッ
談
話
は
7
2
の
一
す
れ
要
場
ま
ゃ
こ
務
合

タ
相
電
法
0
2
表
コ
ま
流
必
役
き
文
る
4
4
税
ぃ

の
回
（
る
に
方
6
ド
の
き
が
に
や
で
答
す
4
4
林
問

談
す
的
用
談
一
目
だ
説
用
署
が
回
手
刀
館
お

て
相
関
動
利
相
コ
項
た
解
利
務
と
の
入
6
4
、
ヘ

金
舌
話
に
自
ご
話
、
い
い
の
ご
税
こ
談
で
別
は
5
3

―
―
―
1
0

電
金
が
、
電
け
た
て
て
、
の
る
相
ス
0
4
V
5
5

金
税
一
で
金
か
り
し
い
お
り
す
話
ク
X
し

0

税
電
税
、
夕
の
税
を
な
ル
つ
な
寄
手
電
ッ
A
詳
け

_
は
一
も
話
に
ヤ
に
最
入
金
ァ

F

※

6

談
ま
事
だ
午
事

談
す
相
い
へ
く
士

告
行
所
け
困
時
理

相
ま
申
で
務
か
日
4
税

付
料
事
出
1
5
後
の

料
還
無
士
お
ら
午
区

無
れ
な
を
理
、
か
～
地

額
成
税
え
因
分
林

告
か
少
作
の
う
日
3
0
館

る
の
り
の
1
3
時

申
ょ
書
寄
絡
月
9
祉
所

開
に
告
最
連
2
前
明
務

付
士
申
、
話

還
t
J
理
び
で
電
。
時
所

税
よ
の
に
い
日
場

ー
お
す
前
さ
◇
◇

とうもう伝統芸能

大会が開かれます

◇日時 1 月 28 日（日）午後 1 時開演

◇場所千代田町民プラザホール

◇内容 東毛広域各市町村に伝わる

郷土芸能

◇入場料無料

◇その他 アトラクション、抽選会

※詳しくは、東毛広域市町村圏振興

整備組合事務局（太田市役所内）合

(45)8181へお問い合わせください。

8
2
3
6
4
7
3
9
4
7
2
1
4
8
/
.
 

は
に

3
2
3
7
3
2
2
8
4
1
0
7
2
1

か

障
者
闘
砂
砂
砂
砂
⑬
翻

E

故
業

6
6
6
6
6
6
6

全

道
道
備
備
道
道
道
業
道

5

設
設

k

水
水
エ
水
上

水
水
田
田
塚
本
崎
川
子

の
の
島
高
冨
松
石
大
金
醐

間
定
瞬
詞
躙
疇
疇
闊
詞
虚

期
指

2
1
2
8
4
1
1
1
2
1
8
2
5
管

冬
＿
村
国
直
閂
訊
汀
訊
訊
糧

_••••••• 

緑
開

_
 

化
か
講
れ
座
ま
が
す

家庭緑化を進めるため、 2 月は「庭

木、草花の新種について」をテーマ

として開催します。

◇日時 2 月 15 日（杓午前10時～正午

◇場所群馬県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50人

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センター

合（88)7188へお申し込みください。

※また、毎週木曜日午前10時から午

後 3 時まで「緑の相談室」を開設。

地
に
げ
近
ま
に
て
と

で
う
き
人
あ
の
し
時
し
る

よ
空
、
に
線
に
た
絡
れ

く
し
、
び
全
架
う
い
連
触

ま
原
選
安
の
よ
つ
に
で
。

河
を
う
車
い
み
力
ど
す

近
め
、
所
よ
電
な
絡
電
な
ま

や
ド
場
い
、
げ
が
京
竿
り

の
は
ン
た
な
線
あ
凧
東
や
あ

ブ
ウ
し
ら
電
対
に
の
手
が

ー
ラ
と
か
。
配
絶
線
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◇日 時＝ 2 月 13 日伏）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 2 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

直；：：：：：：：：：隠：：：：：箪゜：：：：：箪：
◇日時＝ 2 月 8 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
................ ｷｷ---------.... ｷｷｷ-----... --ｷ-ｷ--------ｷｷｷｷｷｷｷ. 

箪：：：：：霞：：：：：：：輝：11111111111
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◇日 時＝ 2 月 6 日因

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
·~ ｷ----か~·~ー．．．．．．．．．..一．．．---------··一―-----------·-············...
070 二 0.=.0 ご ococo=o=o=o=~ 二 0.=e=0 て 070 二 0 ご o:o=o ご 0 こ o=o=o=o=c=<

汰梱岳緩拉直麟匂輯i:'··ー·▲· ー・-- ・・—• •• ••••• -• ------ .“ー・・ •• -------- •• --"ｷ •-- ••一ー
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◇日時＝ 2 月 15 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
•••••••••••••••• -·-ヽ. - - - -------.. -....... - - ----- - --- - - -..........•一---------

：：函：羞：：亨：：：紐：：：直：：［［
◇日時＝ 2 月 15 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
0 二 0 ご 0 こ 0 こ C 二 0 二 0 二 0 二 0=C ご 0 二 C=0=0=0 二 0 二 0 ご 0 二 0 二 0zo 二 0=0 二 ozo 二 0 て

浬：言着金よ；：口相言；冒駿；］
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◇日時＝ 2 月 15 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
=0こ 0 こ o=o=o=o=o 二o=c 二 ococo 二 o=c=o=o=o=o 二 o=oco 二 o•こ 0 二 0 二 o=o----------------------------------------------------

言合冒逍筐言の員冒納責団髯
=0二 0 こ 0 二 o=c=o 二 C 二 0=0 二 0 二 0 二 0 二 0 二 0 二 0=O=0 二o=o 二 o=o=o=o=o二 o=o

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 1 月 31 日（水）

平成 8 年 1 月 10 日（水） (12) 



1: と加子：つ募と；
◇日時 2 月 24 日（士）～ 25 日（日）

◇会場 県立東毛少年自然の家

◇対象者 小・中・養護学校の児童

生徒とその保護者

◇内容 七草摘み、野鳥観察など

◇募集人員 120人（先着順）

◇参加費 1 人 2,600円

◇申し込み 住所、氏名、性別、電

話番号、児童生徒は学年を電話か

FAX で 1 月 31 日（水）までにお知ら
せください。合0277(78) 5666 FA  

X 0277 (78) 7322 

※詳しくは、県立東毛少年自然の家へ

お問い合わせください。

い
公
た
を
写
ロ
カ
最

‘
、
,
`
‘

夏
集
て
を
れ
j
被
。
ク

し
真
さ
人
、
ん
ノ
票
え

募
定
写
影
と
地
せ
モ
募
う

予
載
撮
然
影
ま
は
応
た

君
を
掲
で
自
撮
い
た
杓
に
つ

真
作
内
r
゜
問
ま
卜
田
面
は

集
製
九
県
か
真
を
、
ン
3
1
裏
を

写
に
J
J
写
名
一
リ
月
品
）

年
馬
等
然
た
無
ラ
プ
1
作
布

真
8
群
マ
自
し
・
カ
り
配

載
成
集
。
一
の
に
名
切
限
法
で

平
真
す
テ
馬
マ
有
ズ
ツ
期
方
店

言
：
L
i
麟
門□
喜

ー
る
募
◇
◇
◇
◇

寄りのカメラ店にお持ち込みにな

るか、県庁広報課(〒371前橋市大

手町1-1-1) へ郵送してください。

※詳しくは、県庁広報課ff0272(23)

1111 内線2152へお問い合わせくださ

しヽ。

l 放送大学学生募集
テレビ・ラジオを通じて自宅で学

習できる放送大学では、平成 8 年度

第 1 学期 (4 月授業開始）入学の学

生を募集しています。

◇募集人員

0 全科履修生 7,000人

0 選科・科目履修生 10,000人

◇出願受付期限 2 月 15 日(:t)

※詳しくは、放送大学群馬学習セン

ター合0272(32)5381へお問い合わせ

ください。
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困
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ー
し
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村
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く
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侶
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ソ
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広
た
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時
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ソ
叫
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6
だ

一
。
く
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村
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習
0
0
1
課
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加
事
ソ
た
だ
会
月
前
和
添
実
ー
，
済
み

ー
、
し
た
習
2
午
明
無
の
み
経
込

添
り
は
ま
い
講
費
込
場
し

で
し
て
理
日
場
容
加
し
役
申

無
作
村
入
し
料
期
会
内
参
申
で
お

_
購
用
り
◇
◇
◇
◇
◇

l: ：：:＜査よば
交通事故、詐欺等の被害にあって、

警察や検察庁に訴えたが、検察官が

その事件を裁判にかけてくれない。

こんな不満をお持ちの人は、検察

審査会にお気軽にご相談ください。

費用は無料で秘密は厳守します。

◇相談日・時間 月～金曜日、午前

9 時～午後 5 時

◇相談場所太田検察審査会（太田

市）

※詳しくは、太田検察審査会（前橋

地方裁判所太田支部内）合 (45)7751 

へお問い合わせください。

` 
館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 畠

千代田 赤冬i 人板倉地区
明和地区

更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ 胃
る限一

真中医院 川田医院 橋田クリニック 新橋病院 館林地区と 館林地区と 場り 厚
1 月 14 日

合 (72) 1630 合 (72)3724 合（72)0001 合 (75)3011 同じです。 同じです。
ノばロ 吟9多 生

病

日
院

記念病院 落合医院 り間 r 

1 月 15 日 まは 合

合 (72)3155 合 (72)3160 
］よ (72) 

3 
横田（婦）医院 川村医院 後藤（内）医院 川島脳外科 館林地区と 館林地区と で‘| | 

当
1 月 21 日

合 (72)0255 合 (72) 1337 合 (72)0134 合(75)5511 胃 9 4 
同じです。 同じです。

゜しで ‘--/ 

浜野病院 川田（耳）医院 上野医院 慶友病院 館林地区と 小西医院 てで が
1 月 28 日 かす 担

合 (88)5678 合 (72)3314 合 (72)3330 合(72)6000 同じです。 合(86)2261 ら̀  ｰ 当

番 呑戸ロノ し

白沢医院 小倉医院 森下医院 礫川堂医院 井上医院 館林地区と ま
2 月 4 日 し す

合 (72) 1600 合 (72)0606 合 (73)7776 合 (74)0184 合 (82) 1131 同じです。 て ゜
< ^ 内

土井クリニック 大神医院 菅沼医院 永寿堂医院 増田医院 竹越医院 だ 科
2 月 11 日 さ

医 合 (72)8841 合 (62)2200 合（72)9090 合 (72)4469 ff(82)2255 合 (84)3137 し‘ ;] ゜

2 月 12 日
清河堂医院 川島脳外科

喜ff (72) 3070 合 (75)5511

\ 

(13) 平成 8 年 1 月 10 日（水）
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移
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村
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年
松
飾
る

＇
野
沢
芳
子

は
つ
す
ず
り
ほ
ご

初
硯
構
え
て
反
古
と
な
る
一
日

山
下
ふ
で

元
旦
や
一
っ
を
守
る
休
肝
日

山
下

富
治

み
だ
し
な

福
寿
草
ま
だ
捨
て
き
れ
ぬ
父
の
臼
年
な
り
の
身
嗜
み
す
る
初
鏡
剣
山
の
松
の
若
さ
や
年
新
た

松
本
夜
詩
夫
荒
井
み
ね
子
日
名
子
春
実

め女
正
月
予
定
未
定
の
旅
話

高
橋
三
重
子

文

芸

明

和

俳
句
会

村の人口と世帯
12月26日現在

世帯数 3 I 161 戸

人口総数 I I,438人

男 5,754人・女 5,684人

(12 月中の動き）

出生 7人・死亡 I I 人

転入 14人・転出 33人

12月26日現在の救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 I I 件

●その他 2 件

●計 16 件

⑨堕三空竺竺⑧＠
明和茶道クラブ
代表石田まち子

昨
年
の
文
化
祭
、
私

た
ち
茶
道
ク
ラ
ブ
は
談

話
室
を
菊
花
席
に
し
、

か
げ
出
し
で
出
来
る
だ

け
た
く
さ
ん
の
方
に
、

お
抹
茶
と
お
菓
子
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
様
で
回
を

重
ね
る
う
ち
に
、
茶
会

を
心
待
ち
に
し
て
下
さ

る
方
も
増
え
て
き
ま
し

こ
。t
 お茶

は
作
法
は
も
ち

ろ
ん
、
挿
花
、
道
具
、

書
画
な
ど
な
ど
あ
ま
り

に
も
奥
が
深
す
ぎ
て
、

入
口
の
所
で
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
が
、
会
員
は
多
趣

味
で
一
芸
に
秀
で
た
方

が
多
く
、
話
題
は
豊
富

で
、
時
に
は
二
部
式
着

物
の
講
習
会
へ
発
展
し

た
り
と
、
そ
の
他
の
枝

葉
の
方
が
充
実
し
て
し

ま
っ
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。

角
野
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先
生
ご
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の
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、
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所
作
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と
か
”
味
＂
の
あ

る
点
前
に
し
よ
う
と
お

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
缶

月
第
三
火
曜
日
の
午
前

中
、
公
民
舘
和
室
を
ど

う
ぞ
一
度
の
ぞ
い
て
み

て
下
さ
い
。

新東長宮新木野
井海谷元井村木氏
林川利り 村

翔戸亜ぁ勇閃栄ぇ友t 智t名
吾ご希き気き子こ明：駿も美み
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合
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8
0
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＿
編
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記
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
村
と
皆
さ
ん
を
結
ぶ
情
報
紙
と
し
て

親
し
み
や
す
い
広
報
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
®

今
年
は
0
回
め
の
年
女
な
の
で
す
。
過
去
を

反
省
し
つ
つ
、
こ
の
一
年
が
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
よ
う
に

I

．
今
年
も
皆
様
方
の
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
⑪

あ
っ
と
い
う
間
に
平
成
8

年
、
ま
た
一
っ
年

を
と
り
ま
す
ね
。

4

月
か
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね

て
作
っ
た
広
報
紙
、
い
か
が
で
し
た
か
。
今
年

は
昨
年
よ
り
も
よ
い
も
の
を
目
指
し
ま
す
。
®

男

須矢下江江千大江梅江江地
江 津佐

賀島黒ロロ井貫口原

女 男 女 男 男 女

蔽江中中新江田上地

区嘉口谷谷里口島賃区
% % % % % % ％弱％男釘りを-._.., % % % % % % ％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

平成 8 年 1 月 10 日（水） (14) 

口 口

（
敬
称
略
）
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3月ー日から変わります

づくりを求めて

用
途
地
域
制
度
は
、
市
街
化
区
域
内

の
地
域
を
「
住
宅
地
」
「
商
業
地
」
「
エ

業
地
」
の
種
類
に
分
け
て
、
良
好
な
市

街
地
環
境
の
形
成
や
、
秩
序
あ
る
都
市

の
発
展
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用

途
地
域
ご
と
に
建
物
の
用
途
、
建
ぺ
い

率
、
容
積
率
、
高
さ
の
制
限
な
ど
を
定

め
る
も
の
で
す
。

こ
の
用
途
地
域
が
平
成
4
年
の
法
律

改
正
で
住
宅
系
の
用
途
地
域
が
、
従
来

の
3
種
類
か
ら
7
種
類
に
細
分
化
さ
れ
、

全
体
で
1
2
種
類
に
な
り
ま
し
た
。

本
村
で
は
平
成
5
年
か
ら
制
度
の
切

り
替
え
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
結

果
、
3
月
1
日
か
ら
こ
の
新
し
い
ル
ー

ル
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。t
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お
問
い
合
わ
せ
は

明
和
村
都
市
開
発
課

6
闘
3
1
1
1

内
線
3
7
1

都
市
に
お
け
る
住
宅
地
、

商
業
地
、
工
業
地
と
い
っ

た
土
地
利
用
は
、
適
正
な

配
置
に
よ
る
機
能
的
な
都

市
活
動
の
確
保
と
良
好
な

環
境
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
制
度
は
、
第
一
種
住

居
専
用
地
域
を
除
い
て
店

舗
や
事
務
所
も
建
て
ら
れ

る
た
め
、
「
住
宅
地
」
の
な

か
に
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
入

り
込
ん
で
住
宅
地
の
環
境

の
悪
化
を
招
い
た
り
、
地

価
の
高
騰
に
波
及
し
た
り

し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
住
宅
以
外
の

建
物
が
混
在
す
る
こ
と
を

抑
え
、
住
宅
優
先
の
土
地

利
用
を
推
進
し
、
良
好
な

住
宅
地
の
環
境
づ
く
り
を

目
的
に
今
回
の
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
制
度
の
改
正
は
、
市

街
化
区
域
お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域
の

区
分
の
見
直
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
建
物
を
建
て
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
そ
の
建
物
が
新
し
い
区
分
に
よ

る
用
途
や
大
き
さ
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル

に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
建
築
確
認

と
い
う
手
続
き
で
確
認
さ
れ
ま
す
。

住
居
系

〔
商
業
系工業系

改 正 則̀' 

第一種住居専用地域

第二種住居専用地域

住 居 地 域

近隣商業地域

商 業 地 域

準工業地域

工 業 地 域

工業専用地域

Q
 

•• 

改 正 後 容積率 建ぺい率 用途地域の 内容

第一種低層住居専用地域 80 40 低層住宅の良好な環境保護のための地域

第二種低層住居専用地域
80 40 

小規模な店舗の立地は認められる、低層
（該当なし） 住宅の良好な環境保護のための地域

第一種中高層住居専用地域 200 60 中高層住宅の良好な環境保護のための地域

第二種中高層住居専用地域 200 60 
一定の利便施設の立地は認められる、中高層
住宅の良好な環境保護のための地域

第一種住居地域 200 60 
大規模な店舗、事務所の立地は制限され
る、住宅の環境保護のための地域

第二種住居地域
200 60 

大規模な店舗、事務所の立地も認められ
（該当なし） る、住宅の環境保護のための地域

準 住 居 地 域 200 60 
道路の沿道において、自動車関連施設等

（該当なし） と住宅が調和して立地する地域

近隣商業地域 200 80 
近隣の住宅地の住民のための店舗、事務
所等の利便の増進を図る地域

商 業 地 域 400 80 店舗、事務所等の利便の増進を図る地域
（該当なし）

準 工 業 地 域
200 60 

環境の悪化をもたらすおそれのない工業
（該当なし） の利便の増進を図る地域

工 業 地 域 200 60 工業の利便の増進を図る地域

工業専用地域 200 50 専ら工業の利便の増進を図るための地域

平成 8 年 2 月 10 日（土） (2) 



都市計画用途地域か

住みよいまち

1111 用途地域別の建築制限 □□ ：建ててよいもの口：建てられないもの

こli [ 

` 
li 

住第 住第 準 , 畠
商 準

居 居＿ 住 業 工

分 類
地 地―

居
地

業

地 地
域種 域種 域 戚 域

居住用 住宅、共同住宅、寄宿舎、下宿

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜幼稚園、小学校、中学校、高等学校

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜大学、高等専門学校、専修学校等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜文 教
〇 *3

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
自動車教習所

図書館等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜宗 教 神社、寺院、教会等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜老人ホーム、身体障害者福祉ホーム等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜保育所等、公衆浴湯、診療所

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜医療
老人福祉センター、児童厚生施設等 〇 *1 〇 *1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜福祉等
巡査派出所、公衆電話所等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜病院

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜客席の部分の床面積の合計が200m'未満の劇場、映画館、演芸場、観覧場

゜ ゜ ゜ ゜客席の部分の床面積の合計tf200m'以上の劇場、映画舘、演芸場、観覧場

゜ ゜ホテル、旅館 〇 *3

゜ ゜ ゜ ゜ ゜店
住宅附属の小規模なもの

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜床面積の合計tf150m•以内の一定の店舗、飲食店等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜舗
床面積の合計ガ500m'以内の一定の店舗、飲食店等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜等
上記以外の物品販売業を営む店舗、飲食店 〇 *2 0*3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜商業用

' 
住宅附属の小規模なもの

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜一般の事務所等 〇 *2 〇 *3

゜ ゜ ゜ ゜ ゜I 
マージャン屋、ばちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜キャパレー、料理店、ナイトワラプ、ダンスホ＿）し等

゜ ゜固室付浴場業に係る公衆浴場等

゜車 2階以下ガつ床面積の合計ガ300m•以下の自動車車庫（一定規模以下の附属車犀等を除く）

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜庫 3階以上力つ床面積の合計tf300而をこえる自動車車庫（一定規模以下の附属車履等を除く）

゜ ゜ ゜ ゜倉庫業を営む倉庫

゜ ゜ ゜ ゜レジャー ボーリング場、スケート場、水泳場等 0*3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜施設等 カラオケボツワス等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜パン屋、米屋、豆腐屋、菓子屋等の食品製造業で作業場が50m'以下のもの

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜作業場の床面積の合計ガ50m'以下の工場で危険性や環境を悪化させるおそれが非常に少ないもの

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜作業場の床面積の合計ガ150m•以下の自動車修理工場

゜ ゜ ゜ ゜工 場 作業場の床面積の合計ガ150m'以下の工場で危険性や環境を悪化させるおそれが少ないもの

゜ ゜ ゜巳刊新聞の印刷所、作業場の床面積の合計が300m'以下の自動車修理工場

゜ ゜ ゜作業場の床面積の合計ガ150m•をこえる工場、まだは危険性や瑕境を悪化させるあそれガやや多いもの

゜危険性が大きい力まだは署しく環境を悪化させるおそれがある工場

※ 1 については、一定規模以下のものに限り建築可能。
※ 2については、当該用途に供する部分ガ2階以下力つ1,500 m'以下の場合に限り建築可能。

※ 3については、当該用途に供する部分が3,000m'以下の場合に限り建築可能。
※ 4については、物吊販売芭舗、飲食店ガ建築禁止。

容積率による制限 建ぺい率による制限

工

業

地

域

゜
゜゚
゜゚
゜゚
゜

゜゚
゜゚
゜゚
゜
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚

建物の各階の床面積の合計（延べ面積）の敷地面積に対する

割合("%"で表します）のことを容積率といい、

建物の建築面積（建坪）の敷地面積に対する割合("%'/で

表します）のことを建ぺい率といい、

延べ面積
容積率＝ x100 (%) 

敷地面積

と計算します。

各階の床面積の合計
（延べ面積）

(3) 平成 8 年 2 月 10 日（士）

建築面積
建ぺい率＝ X100 (%) m 

敷地面積 ※ひさし

と計算します。

* 1 m以内のひさし、
出窓などは建築面積

には入りません。

』i 

゜
゜
゜゚
゜

*4 

＊」

゜

゜゚
゜
゜゚
゜゚
゜゚
゜゚



所得税の確定申告

所得税申告納税相談日程表

平
成
7
年
分
（
平
成
7
年
1

月
1

日

ー
平
成
7
年
1
2月
3
1日
）
の
所
得
税
の

確
定
申
告
と
住
民
税
の
申
告
は
、
2
月

1
6日
⑮
か
ら
3
月
1
5日
命
（
だ
だ
し
土
、

日
曜
日
は
除
く
）
ま
で
で
す
。
申
告
・

納
税
相
談
は
別
表
の
日
程
で
行
い
ま
す

の
で
、
指
定
さ
れ
だ
日
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
も
し
、
指
定
さ
れ
だ
日
に
と

う
し
て
も
申
告
で
き
な
い
方
は
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
あ
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

該 当行政区
会場月 日

午前9時～ 12時 午後1時～4時

2 月 16 日倫 斗合田・須賀 江 ロ・田島
中

20 日（灼 矢島 入ケ谷・大佐貫
央

21 日（水） 梅原 大輪 公

22 日困 下江黒・中谷 上江黒・南大島 民

館
23 日倹 千津井・川俣 新里

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

な
ど
で
、
平
成
7

年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
、
社
会

確
定
申
告
を
す
れ
は

税
金
が
戻
る
人

確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人

所
得
税
と
村

保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
、

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
る
各
種
控

除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人

②
給
与
所
得
者
で
平
成
7

年
中
の
給
与

の
収
入
金
額
が
2
,
0
0
0
万
円
を
超

え
る
人
、
ま
た
は
、
給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、

2
0
万
円
を
超
え
る
人

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
で

も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
次
の
よ
う
な
人
は
、
よ
く
確
か

め
て
く
だ
さ
い
。

①
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料
な

ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か
も
、
そ

の
他
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
人

②
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
寄

付
金
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

③
給
与
所
得
者
で
、
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人

④
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
が
あ
り
、
生
命
保
険

料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
、
社
会

保
険
料
控
除
の
あ
る
人

⑤
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の

必
要
が
な
く
な
っ
た
人

⑥
特
別
減
税
を
受
け
て
い
な
い
人

※
な
お
、
給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合

計
額
が
2
0
万
円
以
下
の
た
め
確
定
申
告

を
要
し
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
場

合
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
も
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

. 

県
民
税

耳
目
＂
月
目

平成7年の国民年金保険料

r疋上 1 ~ 3 月 11,100円

月
額 4 ~12 月 11,700円

額

付加保険料 400円

; 定 額 137,010円

定額＋付加 141,690円

国
民
年
金
の
保
険
料
や
国
民
年
金

基
金
の
掛
金
は
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。控

除
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

7

年
中
に
納
め
た
保
険
料
と
掛
金
で
、

納
め
忘
れ
に
な
っ
て
い
た
保
険
料
を

納
め
た
場
合
や
、
保
険
料
の
納
付
を

免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
を
さ
か
の
ぽ

っ
て
納
め
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
族
の
た
め
に
納
め
た

保
険
料
と
掛
金
に
つ
い
て
も
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
の
際

に
は
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
昨
年
の
保
険
料
は
次
の
と

お
り
で
す
。

所
得
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す

国
民
年
金
輝
』
罰

平成 8 年 2 月 10 日（士） (4) 



(() 申告 . 相談は2月16日金～3月15日金 「----

お問い合わせは
所得税……館林税務署合72-4373

村・票民税……役場税務課合84-3111

内線 344

村・隈民税申告相談日程表

該当行政区

月 日 午前 9 時 午後 1 時 会場

~12時 ~ 4 時

2 月 28 日（水） 千津井
斗合田

喜江 ロ

29 日（木）
下江黒

上江黒 [ 
田 島

3 月 4 日（月）
JI I 俣

大 輪

I 
須 賀

5 日（灼
入ケ谷

矢 島
大佐貫

中 谷 南大島
7 日（杓 南大島

[ （七・八軒） （七汎肝以外）

8 日（鉗 新 里 梅 原 晶

申
告
出
張
相
談
は
2
月
2
8日
困
か
ら

申
告
出
張
相
談
は

い
つ
と
で

こ

申
告
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
申
告
書
の
記
入
は
自
分
で
済
ま

せ
、
不
明
な
点
だ
け
を
尋
ね
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

特
に
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話

番
号
お
よ
び
扶
養
親
族
の
あ
る
人
は
、

家
族
の
氏
名
、
続
柄
な
ど
を
、
あ
ら
か

じ
め
申
告
書
に
記
入
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
の
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
も
作
成

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

平成7年分農業所得の標準額決定(10アール当だり）

村 ・県民税の申告

村
・
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
8

年

1

月
1

日
現
在
、
本
村
に
住
ん
で
い
て

平
成
7

年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
で
、

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

②
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
勤
務
先
か

ら
役
場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
人

こ
れ
以
外
の
人
は
、
村
・
県
民
税
の
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
が
送
ら
れ
た
人
は
、
所
得
が

な
い
場
合
で
も
そ
の
理
由
を
記
入
し
て

役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
氏
名
な
と
は

あ
ら
か
じ
め
記
入
を

一け申れ告
ば書

なを

ら提

な出

いし

人な

始
ま
り
、
3

月
8

日
⑥
ま
で
申
告
相
談

日
程
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

各
会
場
に
は
、
役
場
税
務
課
の
職
員

が
出
向
き
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
な
お
、
申
告
相
談
期
日
以
外
は
役

場
税
務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

水
裏

稲・・・・・・・・・・・・・・ •82,900円

作・ ・・・・・・・・・・ •41,500円

普通畑・・・・・・・・・・・・・・ •65,400円

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ （加温）

収入金X77%-577,000円

ラ （無加温）

収入金X79%-156, 000円

ナ ス （無加温）

収入金X76%-300,000円

トマト （加温）

収入金X82%-577,000円

イチゴ（無加温）

収入金X79%-219,000円

その他野菜（ハウス）

収入金X78%-148,000円

ナシ

収入金 X 70%-72,000円

ブドウ

収入金 X73%-64, 000円

総合販売野菜

収入金 X78%-29,000円

〔養豚、養鶏、肥育牛〕

一貫飼育、肉用豚、繁殖

豚、 1,000羽未満、 5,000羽

未満、和牛、乳牛について

は、いずれも実査です。

申
告
相
談
に
は
、
次
の
書
類
等
を
用

意
し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書
、
印
鑑
、
生
命
保
険
料
お
よ

び
損
害
保
険
料
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
書

②
給
与
・
年
金
収
入
の
あ
る
人
は
、
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
勤
務
先
か
ら
の
給

与
支
払
報
告
書

③
営
業
・
そ
の
他
の
事
業
・
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
は
、
収
支
明
細
書

④
土
地
な
ど
を
売
っ
た
人
は
、
売
買
契

約
書
ま
た
は
買
取
り
等
の
証
明
書

仲
介
手
数
料
を
支
払
っ
た
人
は
、
そ

．
還
付
金
の
受
取
り
は

口
座
振
込
で

•
安
全
便
利
な
振
替
納
税

一い持
た

だ
参

< 

も し

のて

ご
利
用
く
だ
さ
い

の
領
収
書

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る

人
で
、
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

所
得
を
証
明
す
る
書
類

⑥
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
は
、

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書

⑦
障
害
者
の
人
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど

⑧
学
生
の
人
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書

(5) 平成 8 年 2 月 10 日（土）



1

月
2
1日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場

周
辺
の
コ
ー
ス
で
、
合
併
4
0
周
年

記
念
第
1
7
回
新
春
村
民
マ
ラ
ソ
ン

大
会
ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。
前
日
の

降
雪
で
天
候
ガ
心
配
さ
れ
ま
し
だ

ガ
、
当
日
は
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
日

和
と
な
り
ま
し
だ
。

マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
力
ら
小
学
一

年
生
ま
で
の
2
5
3
人
の
参
加
者
は
、

家
族
の
声
援
に
こ
だ
え
る
力
の
よ

う
に
、
日
ご
ろ
鍛
え
だ
健
脚
を
競

い
ま
し
だ
。
そ
し
て
、
競
技
終
了

後
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
み

な
さ
ん
力
ら
豚
汁
や
甘
酒
ガ
サ
ー

ビ
ス
さ
れ
、
疲
れ
を
い
や
し
て
い

ま
し
だ
。

今
三
年
は
合
併
4
0
周
年
の
記
念
大

会
と
い
う
こ
と
で
、
入
賞
者
の
ほ

力
に
1
4
、
2
4
、
3
4
の
順
位
に
は
、

特
別
賞
ガ
贈
ら
れ
ま
し
だ
。

合
併
4
0周
年
記
念

第
1
7回
新
春
村
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼スポーツクラブ対抗

団体優勝の大成チーム• 

詰

L
i
出
ほ
益
認

平成 8 年 2 月 10 日（士） (6) 



ビ
ス

琢
t
の
サ
ー

『
甘
酒
と
月
｀
｀
ー

b

や
、

-
i
 

一
偽

ぐ竺弓；

▲番号札を見つめ何を考えて

いるのでしょうか

亘舌取向．I

▲マイペース、健康マラソン

▲疲れた～倒れそう

かやfやf干ギ干fそギやfやfやギ干fそギそギ干fそギやギ干fやギそfやギそギ干fやギやギ干f士

: ◇小学生低学年女子 1.0km ◇中学生男子 5.0km t 
1 位菊地絵美里 4 分12秒18 西小 2 上 1 位竹谷仁志 20分30秒49 明中 2

~ ~ 2 位·-松...原.沙..由..美-.4 II 26 II 84 西..小. 2 2 位·-新..井,. 貴-'行.-20 II 33 II 39 明.中. 1 ~ c-¥ 

: 3 位丸山知紗 4 II 29 II 97 西小 2 位 3 位吉永 平 20 II 34 II 45 明中 1 t 
◇小学生低学年男子 1.0km ◇一般女子（高校生以上） 3.0km

: 1 位清水 亮 4 分02秒07 西小 2 入 1 位富塚かず子 14分32秒48 中谷 t 
2 位吉永敦郎 4 II 02 II 92 西小 1 2 位堀口順子 15 II 25 II 39 新里! 3 位堀口 責告 4 11 12 11 37 西小 2 9賣 ◇一般男子（高校生以上） 5.0km ! 

◇小学生中学年女子1.5km 1 位竹越大輔 18分10秒75 川俣! 1 位久保口育美 5 分18秒99 東小 4 aり► 2 位後藤克己 1911021193 下｛工黒 t 
: 2 位吉羽直美 5 II 20 II 59 東小 4 め 3 位加藤洋行 20 II 39 II 50 川俣 t 

3 位柿沼智子 5 II 27 II 08 東小 4 ◇壮年男子 (40歳以上） 3.0km

l ◇小学生中学年男子 1.5km で 1 位奈良原勇三郎11分37秒59 千津井 t 1 位西郡勇樹 4 分59秒25 西小 4 2 位堀口 優 11 II 54 II 18 新里: 2 位吉永知生 5 II 06 II 06 西小 4 と ◇スポーツクラブ対抗（個人） 3.0km t 
l 

3 位今成康裕 5 II 15 II 08 東小 4

ぅ
1 位庄條英樹 11分25秒28 （悧大成 t ◇小学生高学年女子 2.0km 2 位萬場真一 11 II 46 II 80 （株大成: 1 位富塚優香 8 分09秒13 西小 6 3 位瀬下嘉彦 12 11 01 11 14 莉嬰 ‘)7 ト t 2 位立木久美子 8 II 29 II 98 西小 5 ◇スポーツクラブ対抗（団体） 3.0km

l 3 位奈良徳優 8 113411 30 東小 5 1 位腕大成 79点 t 
l 

◇小学生高学年男子 2.0km 

量
2 位 明和テニスクラブ 70点 t 1 位田中陽介 7 分17秒22 西小 6 3 位 明和ソフトテニスクラブ 35点: 2 位立木将宏 7 II 29 II 07 西小 6 ◇健康マラソン（タイムトライアル） 3.0km t 3 位永吉直人 7 II 34 II 56 東小 6 1 位石川淳―- 3 秒42 矢島: ◇中学生女子 3.0km 2 位小松原義男 十 6 秒47 南大島 t 

l 
1 位町田聡子 14分29秒45 明中 2 3 位川島嘉一郎ー 8 秒14 須賀 t 2 位鯉沼美季 1411581188 明中 1 （タイムをあらかじめ申告し、そのタイム; 3 位石村千恵 1411 59 11 23 明中 1 差を競う） 〔敬称略〕 i 

士か士か士か士か士か士か士が士か士か士が士か士か士が士か士か士十士か士士士か士か士か士か

(7) 平成 8 年 2 月 10 日（士）
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r

、• 
分
列
行
進
）

_O
Li の

だ

む
わ

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

新春恒例の館林

地区消防組合消防隊の出

初め式が 1 月 7 日、館林市三の

丸南面駐車場で行われ、明和村、館林

市などの消防団員や署員、婦人防火クラブ員

ら約900人が参加し、防火意識の徹底を誓い合いまし

た。

館林とび職組合が「はしご乗り」の妙技を披露。また、消防車

から赤、黄、青、緑の 4 色の放水が一斉に行われると、家族連れなどか

ら大きな歓声が上がっていました。

式典終了後、参加者は市内を分列行進し、雄姿を披露しながら防火を

呼び掛けました。

本村からは、村長はじめ、消防団員、分署員、村消防関係者など約120

人が参加しました。

rはしこ乗’3」覧に大歓声
ー出初め式一

し
ー
d

◄

見
事
な
「
は
し
ご
乗
り
」
の
妙
技兵

i
l
 

書道 の 腕 を砕-,..

刃し ? 
一書き初め大会一

書
き
初
め
大
会
が
1
月
6
日
、
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、
小
学
1
年
生
か
ら
一
般
成
人

ま
で
5
0
人
余
り
が
自
慢
の
書
道
の
腕
前
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
村
民
憲
章
普
及
事
業

の
一
環
と
し
て
、
心
の
豊
か
さ
と
文
化

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。

「
つ
げ
と
き
く
」
「
文
化
の
村
」
な

ど
、
憲
章
の
中
の
言
葉
を
小
学
1
.

2
年
生
は
硬
筆
書
写
用
フ
ェ
ル
ト

ペ
ン
で
、
小
学
3

年
生
以
上
は
毛

筆
で
、
学
年
ご
と
の
課
題
に
沿

っ
て
楷
書
や
行
書
で
力
い
っ
ぱ

い
筆
を
走
ら
せ
「
気
持
ち
ょ

く
書
け
ま
し
た
」
と
満
足
そ

う
で
し
た
。

こ
の
力
作
の
数
々
は
、

3
月
の
公
民
館
ま
つ
り

に
展
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

明和中学校で 1

月 20 日、福祉体験学習

が行われ、各学年ごとに手話（ 1

年生）や車いす移動 (2 年生）、ブライン

ウォーク (3 年生）を生徒たちが体験しました。

手話は館林聴覚障害者福祉協会の会員が講師、手話サ

ークル「あすなろ会」の会員が通訳を務めました。講師の先生の

いろいろな体験談を聞いた後、指文字の練習をして自分の名前を手話で

表現したり、四季の歌を手話を使って歌うなど楽しみながら挑戦しました。

また、 3 人 1 組で車いすに乗って介助者とともに校舎間の通路を移動。わ

ずかな段差でも苦労したようで「身障者が困っているときは、手伝ってあげたい」

車いすでの移動か大変であったことを体験した様子でした。

障害者の気持ちt遷鰯
ー中学生が福祉体験学習一

と話すなど、

平成 8 年 2 月 10 日（土） (8) 



絵札が乱れ飛ぶほとの熱戦
ー上毛かるだ大会一

新春恒例の第29回村子ども会上毛かるた大会が、 1 月 7 日に

社会体育館で開かれました。小・中学生222人が参加し、絵札を

取るたびに歓声があがるなど、熱戦が繰り広げられました。な

お、個人戦と団体戦の優勝者は、 1 月 21 日に板倉町で行われた

郡大会に出場し健闘しました。

衡
小
学
生
：
・
男
子
団
体
戦

①
田
島
（
奈
良
幸
明
、
奈

良
和
樹
、
北
島
直
哉
、
小
菅

康
昭
）
②
下
江
黒
（
中
村
篤

史
、
中
村
浩
司
、
福
島
淳
、

荻
野
恭
介
）
③
新
里
（
星
野

博
之
、
堀
口
修
平
、
勝
野
洋

平
、
坂
村
高
洋
）

卍
小
学
生
…
男
子
個
人
戦

①
鯉
沼
寛
己
（
大
佐
貫
）

②
秋
山
晃
司
（
江
口
）
③
石

川
和
希
（
上
江
黒
）

〇
小
学
生
…
女
子
団
体
戦

①
斗
合
田
（
砂
賀
美
里
、

本
島
千
依
、
多
田
典
子
、
蓮

見
恵
美
子
）
②
千
津
井
（
小

久
保
祐
美
、
小
林
里
美
、
野

本
亜
沙
子
、
江
原
麻
美
）
③

矢
島
（
清
水
理
恵
、
石
川
麻

里
、
泉
田
宏
美
、
清
水
由
香

理
）

圏
小
学
生
…
女
子
個
人
戦

①
関
口
真
莉
（
新
里
）
②

砂
賀
悠
莉
恵
（
斗
合
田
）
③

中
村
知
恵
（
下
江
黒
）

屯
中
学
生
：
．
男
子
団
体
戦

①
千
津
井
（
橋
本
則
雄
、

野
本
雄
也
、
深
野
一
将
、
藤

野
一
也
）
②
江
口
（
内
田
千

村
大
会
結
果

（
上
位
入
賞
者
）

郡
大
会
結
果

（
上
位
入
賞
者
）

秋
、
柿
沼
揮
明
、
新
井
貴
行
、

須
永
賢
志
）
③
下
江
黒
（
篠

原
宜
志
、
中
村
健
一
、
柿
沼

痔
和
、
加
藤
優
作
）

蒼
中
学
生
…
男
子
個
人
戦

①
新
井
俊
也
（
田
島
）
②

新
井
健
一
（
江
口
）
③
岩
崎

浩
一
（
入
ケ
谷
）

0
中
学
生
…
女
子
団
体
戦

①
江
口
（
荒
井
有
紀
子
、

荒
井
三
和
、
柿
沼
涼
子
、
柿

沼
由
紀
）
②
矢
島
（
渋
澤
真

樹
、
茂
野
泰
代
、
渡
辺
扶
有

美
野
村
麻
紀
）
③
新
里
（
関

根
早
弥
華
、
砂
賀
亜
沙
美
、

高
瀬
琴
未
、
小
田
木
千
尋
）

0
中
学
生
…
女
子
個
人
戦

①
中
村
美
歌
（
下
江
黒
）

②
田
口
友
香
（
田
島
）
③
野

中
千
夏
（
中
谷
）

〔
敬
称
略
〕

衝
中
学
生

▼
男
子
団
体
戦
…
三
位
（
千

津
井
子
ど
も
会
）

▼
男
子
個
人
戦
…
準
優
勝
（
新

井
俊
也
、
田
島
子
ど
も
会
）

▼
女
子
個
人
戦
…
三
位
（
中

村
美
歌
、
下
江
黒
子
ど
も
会
）

〔
敬
称
略
〕

躙子でなかよく

もちつき大：舎千津井子ども

会（会長 中島勝さん）

のもちつき大会が12 月 24 日、千津

井集落センターで開かれ、親子約60人が

参加しました。

同子ども会では、親子のふれあいを目的に初めて企画

したものです。用意したもち米は30キロ。子どもたちも、 もち米
きね うす

をふかす過程を見てから、一人ひとりが杵と臼で元気いっぱいに

もちつきを体験しました。つき上がったもちは、お母さんたちが

黄な粉やからみもちなどに仕上げて、親子で味わいました。参加

者は「親子でもちつきができて楽しかった。つきたてはおいしい」

とうれしそうに話していました。

一千津井子ども会一

大
佐
貫
地
区
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
1

月

1
4
日
、
同
地
区
の
田
ん
ぽ
で
行
わ
れ
、
無
病

息
災
を
祈
る
地
区
住
民
な
ど
約
1
5
0
人
が

訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昔
の
伝
統
行
事
を
地
域
の

ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
て
、
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
も
ら
お
う
と
大
佐
貫
区
、

子
ど
も
会
育
成
会
、
長
良
会
、
P
T

•
A

の
共
催
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
復
活

. . 

し
た
も
の
で
す
。

り
会
場
で
は
、
竹
を
骨
組
み
に

1
0
以
ほ
ど
も
積
み
上
げ
ら
れ
た

れ
＞
わ
ら
や
ダ
ル
マ
な
ど
に
午
後
6

を
J
時
に
点
火
さ
れ
、
炎
が
高
く

き
舞
い
上
る
と
、
参
加
者
か
ら

災
歓
声
が
わ
き
上
が
り
ま
し

焼
声
た
。
ま
た
、
酒
や
甘
酒

息
ど
地
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
「
火

病
ん
貫
を
囲
む
こ
と
で
一
種

無

r
碑
二
只
汀

l

話
し
て
い
ま
し
た
。

ー
万
．
，
；
•
ん
＇
，
＂
＼
：
ば
お
、
矢
島
地

．
＂
．
t
｀
令
し
、
f

，
メ
ー
・

J
`
bp

r

孔
「
．
又
・
K
↓
区
で
も
同
日
に

J
r
,
.
、
.
、

‘
{
.
'
-
;
k
.

t4

,
豆,
9

f

9ゾ
｀
忍
，
i
＾
-
>
(
t
.
’
'
行
わ
れ
ま
し

-
V

へ

:
[
f
竺
｀
．
た
。

パ
ぷ
·
•9, 

,｢ ..
 `

ぷ
t
.
­
.

J

 

亨
．
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込
ャ
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(9) 平成 8 年 2 月 10 日（士）



蓮見正吉さん

村に30万3千円寄付
南大島の蓮見正吉さんは、福祉に役立ててく

ださいと、 1 月 16 日村に30万 3 千円を寄付され

ました。

蓮見さんは、村の敬老年金支給条例の該当年

齢に達し、敬老年金が支給されましたが、この
年金受給の年齢に達しても、元気で働いていら

れるのは、社会のみなさんのおかげと感謝を込

めての寄付でした。ありがとうございました。

第16回一行政区別無事故・

無違反コンクール最終結果
飲酒運転遍反が激増／

に
備
え
て

交通安全運動の一環として、 3 市町村（明和村・館

林市・板倉町）合同で実施されました第16回「行政区

別無事故無違反コンクール」（平成 7 年 1 月 1 日～ 12 月

31 日）の結果がまとまりましたのでお知らせします。

私たち一人ひとりが交通ルールを守り、家族や地域

から事故や違反をなくし、交通事故・違反ゼロを目指

して交通安全に努めましょう。

特に哺欠んだら運転しない」意識を地域くるみで！

（）は前回数字

交通事故種別 悪質違反行為
村 総事故

行政 死重軽物 贋酒蕊雷 錮‘‘‘ 内 合
違反率 亡傷傷損 酔 km 免 順 順区名

(%) 事故 事故 故事 事故 帯以冑 位 位びい占 許
件 件 件 件 件 件 件 14 79 

斗合田 108.81 2 5 3 (15) (95) 

1 2 
下江黒 20.17 1 3 (13) (59) 

2 5 28 
上江黒 61. 51 1 5 (3) (19) 

4 12 67 
千津井 96.62 4 6 (8) (34) 

2 4 23 
江口 55.12 3 5 (6) (30) 

1 3 14 
田島 41.81 1 2 4 (5) (26) 

12 10 2 15 84 南大島 119. 05 1 5 (7) (33) 

5 6 35 
新里 62.96 2 , 15 (10) (48) 

4 1 2 
, 49 

中谷 74.68 2 5 12 (9) (40) 

4 8 47 
梅原 72.86 5 7 1 (12) (55) 

3 4 16 100 
川俣 153.25 1 3 (1) (6) 

3 11 65 
須賀 94.23 5 1 1 (14) (67) 

2 4 7 46 
大輪 71. 59 2 7 (11) (50) 

1 1 13 76 
入ケ谷 106.56 1 

(2) (10) 

2 2 11 
矢島 40.46 3 (16) (96) 

3 5 10 62 
大佐貫 90.41 1 4 (4) (20) 

計
平均

10 60 84 54 1 6 
77.47 

共

図
一
臼
臼
広4
口
叫
＂
奇

わ
ず
か
な
会
費
で
、
万
一
の
交

通
事
故
の
と
き
に
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
る
「
交
通
災
害
共
済
」
の
平

成
八
年
度
の
会
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

車
社
会
の
現
在
、
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
て
も
油
断

は
禁
物
で
す
。
万
一
に
備
え
て
現

在
加
入
し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

今
ま
で
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

方
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
交
通
災
害
共
済

の
契
約
は
、
三
月
三
十
一
日
で
期

限
が
切
れ
ま
す
。

◇
加
入
で
き
る
人

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
、

ま
た
は
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て

い
る
人

◇
会
費一人

年
額
三
五
0
円
（
年
度
途

中
に
加
入
し
て
も
同
額
）

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故

道
路
交
通
法
第
二
条
八
号
の
車

両
（
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転

車
、
テ
ー
ラ
ー
等
）
で
道
路
法

に
基
づ
く
道
路
に
よ
り
発
生
し

た
人
身
事
故
。
ま
た
は
、
歩
い

て
い
て
、
こ
れ
ら
の
車
両
に
は

ね
ら
れ
た
り
し
た
事
故
。

◇
加
入
申
し
込
み
方
法

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
台

帳
兼
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
会
費
を
添
え
て
隣
組
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
三
月
十
一
日
⑪
以
後

の
申
し
込
み
は
、
直
接
役
場
総

務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
見
舞
金
請
求
期
限

事
故
発
生
か
ら
二
年
以
内
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課

6
闘

3
1
1
1

内
線
3
3
4

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

済見舞金

万_ 

こ 傷害の程度 金額

1 死 亡 し た 場 合 600,000円

2 廃疾と なったもの 300,000円

3 1 年 以 上 の 傷 害 200,000円

4 6 カ月以上の傷害 100,000円

5 5 カ月以上の傷害 80,000円

6 4 カ月以上の傷害 60,000円

7 3 カ月以上の傷害 40,000円

8 2 カ月以上の傷害 30,000円

, 1 カ月以上の傷害 20,000円

10 1 週間以上 1 カ月未満の傷害 10,000円

平成 8 年 2 月 10 日（士） (10) 



石経圏塔（新里）

一石一字の石ガ埋められだ経塚

の上に建てられてあり、経塚とあ

わせて村の重要文化財に指定され

ています。

_
.
 

新
里
に
あ
る
地
蔵
寺
の
開
基
9

の
年

併
i

月
や
人
名
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

9~· 

そ
の
地
蔵
寺
の
中
興
2

の
開
山
9
は

ゐ
え
ば
ん
し
ょ
う
に
ん
住
ほ

行
茂
上
人
と
い
い
ま
す
。

行
鑽
上
人
は
福
島
県
の
白
河
で
生
ま

っ

れ
育
ち
、
何
時
の
頃
か
こ
の
地
に
来
て

住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

No,6 

• : l与蘊玖と一石一字：
今
か
ら
約
三
百
年
ほ
ど
昔
の
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
あ
た
り
に
は
大
き

な
沼
が
あ
り
、
そ
の
沼
の
ほ
と
り
に
は

魚
を
と
っ
て
生
活
し
て
い
る
人
が
わ
ず

か
ば
か
り
住
ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
利
根
川
沿
い
の
こ
の
沼
は
雨
期
等
に

は
人
ら
ん

な
る
と
川
が
氾
濫
し
て
土
地
を
水
び
た

お
か

し
に
し
、
濁
流
に
侵
さ
れ
て
次
第
に
魚

が
少
な
く
な
り
、
村
人
は
不
漁
が
続
き
、

生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
こ
の
村
に
一
人
の

旅
の
僧
が
現
れ
ま
し
た
。
旅
の
僧
は
「
魚

せ
っ
し
ょ
う

を
と
る
殺
生
な
生
活
を
や
め
て
、
農
に

か
え
れ
」
と
人
々
に
説
き
、
自
ら
泥
ま

み
れ
に
な
っ
て
沼
地
の
埋
め
た
て
に
努

め
ま
し
た
。
人
々
も
旅
の
僧
の
言
う
ま

ま
に
土
を
運
び
沼
を
埋
め
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
稲
が
植
え
ら
れ
、
秋
に

な
る
と
、
か
つ
て
の
沼
に
は
黄
金
の
波

が
う
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
村
の
人
々
は
漁
業
を
捨
て

て
農
業
を
生
業
と
し
、
生
活
も
次
第
に

豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

他
か
ら
移
住
し
て
く
る
者
も
あ
り
戸

数
も
次
第
に
多
く
な
り
、
新
し
い
里
が

生
ま
れ
た
の
で
、
村
に
は
「
新
里
」
と

注
3

注
ー

注
2

い
う
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
村
人

た
ち
は
、
旅
の
僧
に
こ
の
地
に
永
住

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

あ
る
時
、
行
陵
上
人
は
一
石
一
字

お
経
を
書
写
し
、
こ
の
世
の
悪
病
に

よ
る
災
難
を
救
お
う
と
一
大
念
願
を

起
こ
し
、
近
隣
教
化
の
途
中
、
小
石

を
拾
い
集
め
て
来
て
、
お
経
の
文
句

を
―
つ
の
石
に
一
字
書
い
て
は
三
礼

を
し
な
が
ら
書
き
写
し
ま
し
た
。
書

き
終
わ
っ
た
の
は
正
徳
三
年
(
-
七

一
三
）
五
月
二
十
七
日
、
時
に
行
陵

上
人
七
十
三
歳
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
石
は
菅
原
神
社
（
天
神
様
）
の
西

側
に
埋
め
ら
れ
、
そ
の
後
―
つ
の
石

塔
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は

い
し
ぎ
ょ
う
え
ん
と
う

「
石
経
園
塔
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

行
陵
上
人
は
臨
終
の
際
に
、
「
年
の

六
・
七
月
は
悪
病
の
流
行
す
る
時
節

で
あ
る
。
そ
こ
で
我
が
法
要
を
六
月

に
修
す
べ
し
」
と
遺
告
し
息
が
絶
え

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

行
鑽
上
人
は
七
十
七
歳
、
享
保
二
年

（
一
七
一
七
）
九
月
二
十
七
日
で
し
た
。

そ
れ
以
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

五
月
二
十
七
日
に
は
疫
病
を
払
う
法

要
（
石
経
様
）
を
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
上
人
は
ま
れ
に
見

る
高
徳
の
僧
で
あ
り
、
そ
の
遺
徳
を

た
た
え
て
、
七
月
に
は
祭
礼
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

寺
院
の
創
建
・
創
立
者
。

衰
え
て
き
た
も
の
を
再
び
栄
え
さ

せ
る
こ
と
。

そ
の
寺
や
宗
派
の
創
始
者
。

已
）

—-—-n 

{, 

｛
ヤ

{
v
 

{
v
 

{
7
 

^
Y
 

ぶ
7

z
 

^
f
,
 

{• 

•
'
食
物
繊
維

｛
マ
か
つ
て
は
食
物
の
カ
ス
扱
い
に
さ
れ

{
"
て
い
た
食
物
繊
維
が
、
い
ま
や
第
6
の

』
ヤ

k

栄
養
素
と
し
て
注
目
の
的
。
大
腸
が
ん

や
糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病
を
防
ぐ
働
き

{" {" 

～
＇
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
で
す
。

{
Y毎
日
、
適
度
に
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

{
7

食
物
繊
維
と
は
、
食
物
の
成
分
の
う

｝
ち
人
の
消
化
酵
素
で
分
解
さ
れ
な
い
成

』
ヤ←

分
す
べ
て
の
も
の
を
指
し
ま
す
。
野
菜

｛
：
や
果
物
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

＾
｛
◇
水
に
と
け
る
食
物
繊
維

＾
｛
，
海
草
や
ジ
ャ
ム
な
ど
に
含
ま
れ
る
ヌ

ル
ヌ
ル
し
た
も
の
。
ペ
ク
チ
ン
、
マ
ン

{• 

ナ
ン
、
ア
ル
ギ
ン
酸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

{
7
 

{? 

f
[
:
〈
特
徴
〉

＾
i
こ
①
糖
を
吸
収
さ
れ
に
く
く
し
、
血
糖
値

＾
i
ャ
の
上
昇
を
抑
制
す
る
の
で
、
糖
尿
病

f
の
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。

~ 
F

②
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
て

{
T
 ｛

，
高
脂
血
症
を
予
防
し
ま
す
。

^
[
]
③
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
吸
着
し
て
体
外
へ
排

^
i
T

出
し
、
血
圧
の
上
昇
を
抑
制
す
る
の

h

で
、
高
血
圧
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

{.,"' }
④
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
胆
石
を
つ
く
り
に

か
，
＂

く
く
し
ま
す
。

^
[
"
◇
水
に
と
け
な
い
食
物
繊
維

ベ
野
菜
や
果
物
な
ど
を
食
べ
て
い
て
、

ー
与
蒼
皐
＿

食 物 繊 維 た
ま
に
口
の
中
に
残
る
ス
ジ
状
の
も
の
。

セ
ル
ロ
ー
ス
、
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
、
リ

グ
ニ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〈
特
徴
〉

①
か
む
回
数
を
増
や
し
、
だ
液
や
胃
液

の
分
泌
を
促
し
ま
す
。

②
早
く
満
腹
感
が
得
ら
れ
、
過
食
が
防

げ
ま
す
。

③
消
化
管
の
働
き
を
活
発
に
し
て
便
量

を
多
く
し
、
大
腸
が
ん
を
予
防
し
ま

す
。

④
有
害
物
質
を
吸
着
し
、
体
外
へ
排
泄

し
ま
す
。

⑤
善
玉
の
腸
内
細
菌
を
増
や
し
、
悪
玉

の
も
の
を
減
ら
し
ま
す
。

◇
食
物
繊
維
を
上
手
に
と
る
コ
ッ

①
1

日

3
0
0
g
の
野
菜
や

I
I

お
ふ
く
ろ
の

味
“
と
い
わ
れ
る
乾
物
を
。

②
食
物
繊
維
入
り
飲
料
を
飲
み
す
ぎ
な

い
。
多
く
の
食
品
か
ら
種
類
の
違
う

食
物
繊
維
を
ま
ん
べ
ん
な
く
取
り
ま

し
ょ
う
。

洒
草
類
・
き
の
こ
類
・
緑
黄
色
野
菜

．
芋
類
・
穀
類
な
ど
に
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

(11) 平成 8 年 2 月 10 日（士）
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金
か
相
れ
談
ま

O 金 1 日 5,399円 1 時間 675 

が円
す ④群馬県輸送用機械器具製造業最低

今年度の国民年金保険料の納め忘

れのある人、年金関係で相談したい

人など年金に関することならどんな

ことでも結構ですので、お気軽にご

相談ください。

なお、国民年金保険料の納め忘れ

のある方は、当日会場で納付できま

す。

◇日時 2 月 26 日（月） 午前 9 時3(Y分～

午後 3 時30分

◇会場役場 3 階第 3 会議室

◇相談員太田社会保険事務所相

談官

※詳しくは、役場住民課保険年金係

合 (84) 3111内線337へお問い合わせく

ださしヽ。

1:;月し穴言
群馬県の産業別最低賃金が改正さ

れました。

◇地域別最低賃金（平成 7 年10 月 1
日より施行）

①群馬県最低賃金 1 日 4,731 円

1 時間 593円

◇産業別最低賃金（平成 7 年12 月 21

日より施行）

①群馬県製鋼・製鋼圧延業、鋳鋼、

鍛工品、鍛鋼製造業最低賃金 1 

日 5,490円 1 時間 687 円

②群馬県金属加工機械、一般産業用

機械・装置、事務用・サービス用

・民生用機械器具、その他の機械

・同部分品製造業最低賃金 1 日

5,411 円 1 時間 677円

③群馬県電気機械器具製造業最低賃

賃金 1 日 5,409円 1 時間 677 

円

※詳しくは、群馬労働基準局合0272

(31) 4517へお問い合わせください。

l ::期~::;~言
株式会社および有限会社の最低資

本金制度が施行されてから既に 4 年

が経過し、資本金1,000万円未満の株

式会社および300万円未満の有限会社

は、平成 8 年 3 月 31 日で増資のため

の猶予期間が終了します。

猶予期限までに最低資本金を満た

さなかった株式会社および有限会社

は、平成 8 年 4 月 1 日以降官報によ

る法務大臣の警告（公告）があり、

その後 2 カ月を経過する日に解散し

たものとして取り扱われます。

※詳しくは、館林税務署法人課税第

一部門合（72)4373へお問い合わせく

ださい。

緑
開_
 

化

か

講
れ
座
ま
が
す

家庭緑化を進めるため、 3 月は「香

りを楽しむ庭づくり」をテーマとし

て開催します。

◇日時 3 月 14 日（木）午前10時～正午

◇場所 群馬県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50人

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センター合

(88) 7188へお申し込みください。

「災害に 備えて日頃の 火の用 l恥

春の全国火災予防運動 3月 1 日（金）～7 日（木）

3 月 1 日から 7 日まで春の全国火災予防運動が実施されます。

これを機会に、私たち一人ひとりが尊い命や大切な財産を守るため、次

のようなことに注意して火災予防に努めましょう。

火の用 lじ＼ 7 つのポイント

①寝タバコ、タバコの投げ捨てをしない
②子どもには、マッチやライターで遊ばせない

③風の強いときは、だき火をしない

④てんぶらを掲げているときは、その場を離れない

◎家のまわりに燃えやすいものを置力ない

◎ふろの空だきをしない
⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない

くらし
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◇日時＝ 3 月 11 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受付＝ 3 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

由し込みください。

直：：：：口：虹：：：直゜：0:：．：診：：：
◇日時＝ 3 月 14 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

, 70 え 07.o : o=e=0 こ 0 こ 0 二•e·こ 0 こつこ C 二 0 ご 0 ご年 0=0 二 0 こ 0 こ e 二 o·二 o-• o.. o -c.-o 

直□：2：康□口慕i,9`直：談゜:
ニ C こ 0 = 9 9 = 9) = o ご C 7 3 ご C マ 0 で 0 で o •. 9 0 二 C こ•o ・ニ e ·こ 〇 こ 0 = ,' ご 0 .マ.0 .7. ', = o = c 二 0 こ 0 こ 0 

◇日時＝ 3 月 5 日（灼

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター
..一ー．．-··ー-···················........... ··-..•-··-・.....

?:e<,ご． 0 二 C ．て〇で年 0 二 0 ．c,,c年 0 二0ZC ニ，， 70 ご C= 3 ．：つ．て 0:. (9=C 二 0 二 0 二 c —^ -c-c 

：人衝行政沙心配：ごと相談：C - -.  --- ----- - • - - - --- ---•• •• •• - - - - • - - - - - - --- •• - - - - •- - • - - C • 

◇日時＝ 3 月 15 日（命

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
................... --------.. ---............ ------------................. ---------
）．マ． s ．ご〇ごの＝ 0 こもこ C ご o·ょ S 二 9) : 0 マ 0 ．て〇こ C 二 o·二 0 こ 0 ご〇ご〇ご〇ご 0 二 0 二 0 二 0 ご〇こ〇こ¢-------................ -----------.......... ------------................. -----

直坦道事□故汁町談：：：ｷ •-..... •. -- ---V ---s ·ょ： : o :．て二〇二＝二〇ごニニ〇ニニ： 0 =.= =.0 二＝二〇＝ここ• e·こ二こ---------—............... -----------.............. ----------............... -ｷｷ --
, ••. Cｷ, ・ニ e = 0 2 0 7 0 ご 0 .-. 99 て o .9.. 99 9., 、,c o c c c o c o -0 -0 -0 • • ,, • • .o •• ぐ. - o • r. -,, -n -n -o 

◇日時＝ 3 月 14 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
0ご 0 二•o·こ 0 こしこ 0 二 0 二 9)= 0 :: C : o 二 C.=0=0=0 こもこ 0 こ•3 二 o·こ 0 こつこ c : o 二 07.0 ご 0 7 

月：年：：三奎：。喜桐：］：：：談言
c.= 0 て 0= 0 こ 0 二 0 二 o=c=o 二 e こ〇二 3 二 0 ご•0ご 0 : G ＝：っご 0 ごつで 0 て 0 二 0 二 0 二 0 二 0 二 o•こ

◇日時＝ 3 月 21 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
二つこ 0 こ 0 ご 020 二 3:c=0 二 C=0 て 0=0 二 0 二 0 二 oco=o こ 0 二 0 こ 0 二 e 二 o•こうこ 0 こ 0 二く9

召奇喜：月忍―:00]納：言諷：：
.. - - - - - _ -°ー°- 0 二〇こ〇二 99 二 9> 二 0 ての 70 こ 0 二 0二ご．ごーニこ”こ—

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 2 月 29 日（木）

平成 8 年 2 月 10 日（土） (12) 



水
参_
 

泳教

加者募

室
集

B&G財団明和海洋センターでは、

平成 8 年度長期水泳教室の参加者を

募集します。

◇各教室の募集内容

・小学生水泳教室…小学生を対象に

毎週火•水・，木・金のいずれかの

曜日で、週 1 回午後 5 時から 6 時

までです。

・家庭婦人水泳教室…家庭婦人を対

象に毎週水・金のいずれかの曜日

で、午前10時30分から 11時30分ま

でです。

・一般男女水泳教室…一般男女を対

象に毎週水・金のいずれかの曜日

で、午後 7 時から 8 時までです。

・高齢者水泳教室 お年寄りを対象

に毎週木曜日午前10時30分から 11

時30分までです。

◇募集期間 2 月 25 日（日）～ 3 月 10 日

（日）

◇申し込み先 明和海洋センター

※詳しくは、 B&G財団明和海洋セ

ンター合 (84)5511へお問い合わせく

ださしヽ。

町
校
戸

'
,
1
 

課
学
湛

制
等
定
時
高
直

ぽ
林
”

集
館
疇

募
格
育

徒
立
資
教

生
票
募
校応
学

_
◇
゜

中学校もしくはこれに準ずる学校

を卒業した者

0 平成 8 年 3 月中学校卒業見込みの

者

0 学校教育法施行規則第63条の規定

に該当する者

◇募集人員

普通科40人（男・女）

◇入学願書等受付期日

3 月 22 日（鉗・ 25 日（月）

◇学力検査あよび面接期巳
3 月 26 日（火）

※詳しくは、県立館林高等学校で刈72)

4307へお問い合わせください。
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＿
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．
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発
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ォ
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ス
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提
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青
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を
フ
高
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す
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レ
や
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慮
テ
の
地
ヶ
う
い
よ
書
動
買
フ
め

の
テ
生
つ
性
ど
憂
．
ど
ぽ
る
よ
な
い
図
運
、
ラ
た

力

r

学
あ
が
な
に
書
な
れ
の
さ
な
害
、
、
ク
し

境
で
中
に
J
る
常
図
ド
地
さ
こ
貸
ら
有

5
5
ン
な
う

協
位
た
害
ブ
あ
非
な
一
土
置
。
を
な
、
3
ら
ォ
し
ょ

猥
本
し
被
ラ
が
で
。
害
力
の
設
す
地
に
で

r

売
フ
用
し

味
用
の
ク
れ
上
す
有
員
線
、
ま
土
者
み
は
、
レ
利
ま

害
ご
興
利
性
‘
]
そ
の
ま
に
会
沿
て
い
、
理
る
て
い
テ
が
し

を
が
お
成
り
年
の
路
っ
て
は
管
。
ぐ
い
な
、
年
進

有
に
近
j
女
ー
，
る
育
あ
少
ブ
道
ら
え
に
、
う
域
つ
せ
開
少
推

最
ブ
少
な
全
に
青
ラ
が
ね
増
機
い
ょ
地
に
見
展
青
を

テ

_
ラ
の

r

に
健
況
ク
機
を
変
売
な
し
等
に
の
は
動

] 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 赤冬 ; 人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外
にのは

休 科 なにみ 胃
る限.._,,

落合医院 川田（耳）医院 横田（善）医院 海宝医院 館林地区と 千代田医院 且
厚
生

2 月 18 日
合（72)3160 合 (72)3314 合(72)4970 合 (74)0811 同じです。 合 (86)6080 病

あ時 院

日 り間 /-

まは 合

根岸医院 川村医院 安楽岡医院 川島脳外科 館林地区と 館林地区と ょ； (72) 

2 月 25 日 3 
合 (72)3262 ff (72) 1337 合 (72)0572 合 (75)5511 同じです。 同じです。 で‘| I 

当 99 4 
゜しで ‘--/ 

小西医院 川田医院 大石医院 慶友病院 館林地区と 小西医院 てで が
3 月 3 日 かす 担

合 (86)2261 合(72)3724 合 (74)2362 合 (72)6000 同じです。 合 (86)2261 ら、 0 当

番 姦ロ忘ク し
ま

し す
井上（浩）医院 小倉医院 堀越医院 最上医院 井上医院 館林地区と て ゜3 月 10 日
合 (88)6300 合(72)0606 合 (73)4151 合(74)3763 合 (82) I 131 同じです。

< ^ 内
だ 科
さ

医 し‘ 外
゜真中医院 大神医院 田内医院 新橋病院 増田医院 竹越医院 科

3 月 17 日
合 (72) 1630 合 (62)2200 合 (72)3855 合（75)3011 合 (82)2255 合 (84)3137 喜

/. 

\ 

(1 3)平成 8 年 2 月 10 日出



暉

スキー杓心者稀
おお＇っ守斗ね池 v~ ヽ I_.. フ＜

アパッチサッカ一軍
代表井手猛

な か ま

村の人口と世帯 1 月の救急車出動回数
2月 1 日現在

世帯 数 3, 160戸 ●交通事故 5 件

•人口総数 I I, 432人
●急 病 20 件

男 5,749人・女 5,683人

(1 月中の動き） •そ の 他 5 件

出生 8人・死亡 10人 . 計 30 件
転入 17人・転出 20人

勇
ま
し
き
軍
歌
流
る
る
資
料
館

す
ぎ
さ
り
し
五
十
年
の
思
ひ
胸
打
つ

野
本
み
ね
子

さ
ら

岩
肌
を
真
白
く
晒
す
採
石
場

彼
方
に
冬
の
鈍
き
陽
返
す

福
田
初
江

わ
が
名
言
へ
ば
唇
は
動
け
ど
声
も
出
ず

老
母
の
目
に
涙
光
れ
り

奈
良
照
子

刈
株
よ
り
伸
び
し
新
芽
を
震
わ
せ
る

木
枯
し
よ
り
も
冷
た
き
米
自
由
化

原
口
美
津
子

あ
な
た
に
は
、
帰
る
場
所
が

あ
る
青
春
が
あ
り
ま
す
か
。

我
々
ア
パ
ッ
チ
サ
ッ
カ
］
軍

の
主
な
事
業
内
容
は
、
ス
キ
ー

や
海
水
浴
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
の

練
習
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
が
、

試
合
だ
け
は
で
た
が
り
で
、
ラ

イ
バ
ル
は
や
ま
う
腕
と
役
場
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。

し
た
い
こ
と
を
一
人
で
は
で

き
な
い
か
ら
、
ア
パ
ッ
チ
サ
ッ

カ
ー
軍
の
み
ん
な
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
の
で

す
。

み
か
ん

赤
箱
蜜
柑
山
に
積
ま
れ
し
ス
ー
パ
ー
の

片
隅
に
焼
鳥
の
香
り
を
客
誘
ひ
を
り

原
口
文
江

ひ
つ
じ
田
の
疎
ば
ら
に
伸
び
し
小
さ
き
稲
穂

野
渡
る
風
に
真
向
ひ
ゆ
る
＜
首
振
る

泉
田
政
子

い
ず
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を

し
よ背
負
い
込
み
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

て
も
、
い
つ
か
こ
こ
に
帰
る
場

所
が
あ
る
か
ら
い
っ
し
ょ
に
い

る
の
で
し
ょ
う
。
ね
え
ね
え
、

我
々
は
一
生
付
き
合
お
う
ね
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
、
今
度
ア

パ
ッ
チ
サ
ッ
カ
ー
軍
の
試
合
を

見
に
米
て
、
仲
間
に
な
り
ま
せ

ん
か
。
み
ん
な
で
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

さ
ぁ
て
、
た
ま
に
は
日
曜
日
、

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
し
よ
う
か
。

1
1

あ
め
で
だ
I
I

氏
名
父
母
名
性
別

せ
い
が

飯
塚
星
河
和
淳
恵
男

峯
崎
大
地
項
口
浅
男

青
山
美
緒
雌
輝
女

公
う
せ
い

矢
澤
竜
星
ひ
耀
み
男

ひ
と
み

関
口
仁
美
美
i
h
t
江
女

あ
い
み

藤
倉
愛
美
、
』
冦
ク
女

あ
り
さ

磯
野
杏
里
紗
肛
里
輝
女

浅
見
千
紘
は
這
み
女

野
本
み
さ
と
肛
鱈
女

あ
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

齊
藤
ち
ょ

7
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良
一

庄
條
徳
寿

6
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樹

秋
野
義
男

6
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光
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吉
田
は
る

7
6
保
男

塩
谷
か
ね
8
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幾
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邊
ゐ
h
子

6
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朋
好

瀧
口
よ
し
8
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鎮
男

大
塚
み
い

8
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恩
田
き
な

9
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晴
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泉
田
よ
し

8
4
誠
一

渋
澤
義
雄

7
5
誠
一

関
口
は
る

9
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茂

＿
編
集
後
記
―

新
春
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、
多
く
の
参
加
者

が
自
分
の
苦
し
さ
に
負
け
ず
に
完
走
し
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
汗
に
感
動
し
た
1

日
で
し
た
。
®

女
性
の
参
加
者
が
年
々
滅
少
し
て
い
る
マ
ラ

ソ
ン
大
会
。
矢
島
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
、

チ
ー
ム
全
員
で
参
加
し
て
い
る
な
ん
て
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
ね
。
⑪

闘
•
初
の
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
写
真
を
見

て
、
一
生
懸
命
っ
て
素
晴
ら
し
い
な
と
実
感
。

運
動
が
苦
手
な
®
だ
け
ど
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始

め
よ
う
か
な
：
…
•
°
®

江矢矢梅囚田］川新矢夏新地眉田中新田江夏］よ新地
口島島原田島黒俣里島島里区略島谷里島口島黒井里区

パる沿沿沿元％烙％玲％％開 尻燐沿沿％ ％漏％ ％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

（
敬
称
略
）

平成 8 年 2 月 10 日（士） (14) 
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公共施設送迎バス

バスを利用されるみなさん

1

日
か
ら
変
わ村

で
は
、
平
成
六
年
七
月
か
ら
洒
洋

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
を
対
象
に
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、

役
場
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
と
に
用

事
の
あ
る
方
に
も
利
用
い
だ
だ
い
て
あ

り
ま
す
。
こ
の
だ
び
、
四
月
一
日
か
ら

運
行
コ
ー
ス
や
停
留
所
、
時
刻
表
を
＿

部
変
更
す
る
と
と
も
に
、
停
留
所
に
標

識
を
設
置
し
、
公
共
施
設
送
迎
バ
ス
と

し
て
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
だ
。

こ
れ
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
足
を
確

保
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
だ

だ
く
だ
め
の
変
更
・
設
置
で
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ス
を
利

で
き
る
人

公
共
施
設
（
役
場
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
に
用
事
の

あ
る
方
は
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

は用

バ
の
運
行

コ
ー
ス
は

運
行
コ
ー
ス
は
、
従
来
か
ら
の
コ
ー

ス
を
一
部
変
更
し
て
村
内
を
東
コ
ー
ス

（
東
回
り
）
と
西
コ
ー
ス
（
西
回
り
）
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
一
日
二
往
復
（
午
前
、

午
後
各
一
往
復
）
送
迎
バ
ス
時
刻
表
の

と
お
り
運
行
し
ま
す
。

（
注
意
）

1

運
行
コ
ー
ス
・
停
留
所
・
時
刻
表
の

試
行
期
間
は
二
年
間
で
す
。

2
運
休
日
は
、
毎
週
月
躍
日
と
年
末
年

始

(
1
2月2
8
日
1
1
月
4
日
）
で
す
。

バ
ス
停
留
所

時
刻
表
は

従
来
か
ら
の
バ
ス
停
留
所
を
一
部
変

更
し
て
、
送
迎
バ
ス
時
刻
表
の
と
お
り

村
内
二
十
九
カ
所
の
バ
ス
停
留
所
に
、

時
刻
表
を
掲
示
し
た
標
識
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

送
迎
バ
ス
は
、
バ
ス
停
留
所
以
外
で

は
止
ま
り
ま
せ
ん
の
で
、
停
留
所
で
乗

降
し
て
く
だ
さ
い
。

り
ま
す

ス

あ
問
い
合
わ
せ
は

B
&
G

財
団
明
和
洒
洋
セ
ン
タ
ー
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仙
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バ
ス
の
運
賃
は
、
従
来
ど
お
り
無
料

で
す
。

ス

4
月

の

運

賃

は

な
お
、
公
共
施
設
送
迎
バ
ス
時
刻
表

は
、
別
紙
に
て
毎
戸
配
布
し
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

¥̀ 1. / 
ロ］

工9--

遍
行
コ
ー
ス
な
と
か

因
こ
，
~
：

公共施設送迎用バス ロ
平成 8 年 3 月 10 日（日） (2) 



公共施設送迎バス・老人福祉センター送迎バス

（西コース）

公共施設送迎バス運行コース・時刻表
（東コース）

No. 停 留 所 時 刻 停 留 所 時 刻 ヘ

1 ｛ノ又j1 場 目9 IJ, 8:30 10:35 12:50 15:00 ィノ又rし 場 目9 1J 9 9:05 11:10 13:25 15:35 
(9:05 11 :10 13ｷ25 15:35) (9:41 11 :46 14:01 16:11) 

2 中 学 校 目9 1J 9 
8: 31 10 • 36 12 • 51 15. 01 

中 学 校 目9 1J 9 9: 06 11 : 11 13: 26 15: 36 
(9:06 11 ｷ11 13'26 15:36) (9:42 11 :47 14:02 16:12) 

3 洒洋センター
8:32 10:37 12:52 15'02 

活洋センター
9: 07 11 : 12 13: 27 15: 37 

(9:07 11.12 13:27 15.37) (9:43 11-48 14:03 16:13) 

4 
老人福祉センター 8.33 10.38 12.53 15.03 老人福祉センター 9: 08 11 : 13 13: 28 15: 38 
保樋：センター (9:08 11 :13 13.28 15:38) 保健センター C9 : 44 11 : 49 14 : 04 16 : 14) 

5 ふるさと産業文化舘
s:34 10:39 12:54 15:04 

ふるさと産業文化館
9 : 09 11 : 14 13 : 29 15 : 39 

(9:09 11 :14 13:29 15'39) (9:45 11:50 14:05 16:15) 

6 商工高校北 8:36 10:41 12.56 15:06 野村伊勢松宅前 9:11 11 :16 13.31 15:41 

フ 稲荷山集会所前 8:39 10.44 12.59 15.09 合成文一宅前 9. 12 11 : 17 13 : 32 15 : 42 

8 矢島公民舘前 8:42 10.47 13:02 15'12 聖観音堂前 9: 17 11 : 22 13. 37 15. 47 

, 入ケ谷集会所前 8 : 44 1 0 : 49 13 : 04 15 : 14 小林安治宅前 9 • 19 11 : 24 13 • 39 15 • 49 

10 金子商店前 8:49 10.54 13'09 15:19 ナンバースリー前 9 • 21 11 • 26 13: 41 15: 51 

11 原口商店前 8: 51 10: 56 13: 11 15: 21 J A 干江田支所西 9:22 11 :27 13:42 15:52 

12 須賀公民館前 s:53 10:58 13:13 15:23 東小学校前 g:23 11 ｷ2s 13:43 15:53 

13 川俣郵便局西 8: 55 11 : 00 13.15 15: 25 三明精密（株）乗 9: 26 11 : 31 13: 46 15: 56 

14 西小学校西 8:58 11:03 13:18 15:28 須永理髪店前 9:30 11:35 13:50 16:00 

15 神田材木店前 9 • 01 11. 06 13: 21 15: 31 柿沼一男宅西 9:32 11 :37 13:52 16:02 

16 / 11 俣 駅 目9 1J, 9.03 11 08 13:23 15.33 第 4 浄水場前 9:35 11ｷ40 13:55 16:05 

17 

---------------------
柿沼清宅西 9.37 11.42 13ｷ57 16:07 

18 J A 梱島支所南 9,39 11 :44 13ｷ59 16:09 

( ）内の時刻は東コースと重複 ［~は始発時刻 ( ）内時刻は、周回後の時刻 に二は終着時刻
川俣駅前の次は東コースの役場前です。 J A梅島支所南の次は東コースの役場前です。

曜 日 巡回地区

火•土 田島・千津井・江日・梅原・中谷

水・日 川俣・須賀・大輪・入ケ谷・矢島・大佐貰

金 上江黒・下江黒・斗合田・南大島

4

月
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

送
迎
バ
ス
運
行
日
が
、
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
（
公
共
施
設
送
迎

バ
ス
）
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
闘
4
9
2
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
送
迎
バ
ス

運
行
曜
日
変
更

(3) 平成 8 年 3 月 10 日（日）



村
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
高
度
情
報
化

社
会
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
だ
め
に
、
平
成6
年
1

月
か
ら
地
域

に
密
着
し
だ
情
報
連
絡
網
と
し
て

r

オ

フ
ト
ー
ク
通
信
サ
—
ビ
ス
L

を
導
入
し

て
い
ま
す
。
開
局
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
情
報
な
と
を
村
民
の
み
な
さ
ん
に
あ

届
け
し
て
い
ま
す
が
、
当
初
か
ら
計
画

中
で
あ
り
ま
し
だ
自
主
制
作
番
組
を
4

月
1

日
か
ら
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
ま
す
。
番
組
の
内
容
は
、
村

層

の
主
な
出
来
事
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
よ

う
な
各
種
情
報
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が

参
加
す
る
番
組
な
と
、
魅
力
あ
る
自
主

番
組
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

合
後
も
村
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

合
つ
だ
情
報
な
と
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
だ
、
番
組
に

対
す
る
ご
意
見
ご
要
望
を
あ
寄
せ
く
だ

さ
い
。オ

フ
ト
ー
ク
通
信
と
は

電
話
回
線
を
利
用
し
て
村
（
役
場
）

か
ら
行
政
情
報
な
ど
を
村
民
の
み
な
さ

ん
に
お
届
け
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

火
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
緊
急

放
送
を
送
信
し
ま
す
。
ま
た
、
一
斉
放

送
で
小
・
中
学
校
等
の
運
動
会
な
ど
が

雨
で
中
止
に
な
っ
た
場
合
な
ど
の
お
知

ら
せ
も
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
4
月
か
ら
は
自
主
番
組
と

し
て
、
や
さ
し
い
英
会
話
、
健
康
に
関

す
る
こ
と
、
親
子
で
作
文
朗
読
、
村
の

話
題
な
ど
楽
し
め
る
最
新
情
報
を
お
届

け
す
る
予
定
で
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
加

入
ご
希
望
の
方
は
随
時
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
役
場
企
画
課
ま
で
お
申

自
主
番
組

自
主
番
組
の
内
容
は

自
主
番
組
を
聞
く
に
は

自
主
番
組
は
3
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
朝
、

昼
、
夜
の
3
回
放
送
さ
れ
ま
す
。
（
昼
、

夜
は
朝
の
再
放
送
）

通
常
は
、
3
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
し
て
お

く
と
便
利
で
す
。
定
時
放
送
の
時
間
に

な
る
と
自
動
的
に
1

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
切

り
替
わ
り
、
放
送
が
終
わ
る
と
3
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
戻
り
ま
す
。

◎
番
組
内
容

◇
月
曜
日
や
さ
し
い
英
会
話

（
ガ
イ
・
ワ
キ
ン
先
生
の
や
さ
し
い

英
会
話
）

◇
火
曜
日
健
康
へ
の
散
歩
道

（
保
健
婦
・
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、

健
康
ラ
イ
フ
、
料
理
講
座
な
ど
）

◇
水
曜
日
親
子
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

（
親
子
で
作
文
朗
読
）

◇
木
曜
日
オ
フ
ト
ー
ク
図
書
館

（
本
の
朗
読
や
新
刊
図
書
の
紹
介
）

◇
金
曜
日
み
ん
な
の
広
場

（
村
の
話
題
、
出
来
事
な
ど
）

◎
番
組
時
間

し
込
み
く
だ
さ
い
。

3

チ
ャ
ン
ネ
ル
で

4

月
1

日
ス
タ
ー
ト

市1
負
巳
祖

’
9煕

◇
緊
急
放
送

・
火
災
発
生

従
来
か
ら
の
番
組
は

村
教
育
委
員
会
で
は
、
村
立
図
書

館
の
開
館
準
備
に
伴
い
図
書
を
募
集

し
ま
す
。

ご
家
庭
に
あ
る
不
用
図
書
で
、
図

書
館
用
と
し
て
お
す
す
め
の
も
の
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
寄
贈
く
だ
さ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間
3
月
1
8
日
⑪
i
3
1
日

ヽ

日99
 

◇
受
付
場
所

◇
朝
午
前
6
時
5
0
分
か
ら
約
1
0
分
間

◇
昼
午
後
0
時
4
0
分
か
ら
約
1
0
分
間

◇
夜
午
後
7
時
3
0
分
か
ら
約
1
0
分
間

※
時
期
に
よ
っ
て
は
、
特
集
番
組
を
編

成
し
、
随
時
放
送
す
る
予
定
で
す
。

明
和
村
中
央
公
民
館

図
書

◇
図
書
種
類
全
般
（
雑
誌
、

誌
類
は
除
く
）

※
寄
贈
さ
れ
た
図
書
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
そ
の
活
用
や
処
分
を
含
め

教
育
委
員
会
に
一
任
願
い
ま
す
。

◇
定
時
放
送

・
定
時
（
朝
・
昼
・
夜
）

の
お
知
ら
せ

◇
随
時
（
一
斉
）
放
送

・
役
場
、
学
校
等
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
消
防
署
か
ら
の
気
象
情
報
な
ど

•
各
地
区
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課
C
闘
3
1

l
1
（
内
線
3
4
0
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

館
用
図
書

公
民
館
図
書
室
が
、
村
立
図
書
館

の
開
館
準
備
に
よ
る
移
転
作
業
の
た

一
め
、
3

月
3
1日
⑭
限
り
で
閉
鎖
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
貸
出
最
終
日
3
月
1
7
日
⑪

な
お
、
村
立
図
書
館
の
開
館
日

は
、
追
っ
て
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

公
民
館
図
書

に
役
場
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会

6
闘
4
4
9
1

週
刊

を
募
集

室
か
閉
鎖

村
立
図
書
館
（
疇
類
認
i
疇
ふ
る
さ
と
）

開
館
準
備
に
よ
る
お
知
ら
せ

平成 8 年 3 月 10 日（日） (4) 



やま

村

う（株 50 周年記念し

100 万円寄付に

須賀地内に群馬工場のある「やまう株式会社」

（代表取締役社長 梅澤敏晴さん•本社東京都）

は、今年当社の創業50周年を記念して 2 月 9 日、

村に 100万円を寄付されました。

村では高額な寄付に感謝申しあげるとともに、

図書館の図書購入等教育文化の向上のために役

立たせていただきます。ありがとうございまし

た。

益．1.:.

寄付に訪れた会長の梅澤敏雄さん

工
事
請
負
契
約
の
締
結

平
成
八
年
第
一
回
村
議
会
臨
時
会
が

二
月
六
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
‘
＿

議
案
（
村
長
提
出
）
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
だ
結
果
、
原
案
と
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
だ
。
そ
の
内
容
を
あ
知
ら
せ
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
広
場
A

ゾ
ー
ン
（
や
す

ら
ぎ
と
文
化
の
ゾ
ー
ン
）
建
設
工
事
の

た
め
、
建
設
業
者
七
社
に
よ
る
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
一
億
二
、
四
六
三
万

円
（
消
費
税
含
む
）
で
荒
井
建
設
株
式

会
社
（
明
和
村
大
字
大
佐
貰
）
と
工
事

請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

建
設
工
事
内
容
は
、
園
路
、
修
景
施

設
、
植
栽
工
事
な
ど
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
広
場
A
ゾ
ー
ン

一
億
二
千
四
百
余
万
円
で
契
約

第

回
村
議
会
臨
時
会

庄
村 に

條英樹

50 万円

さん

寄付

南大島の庄條英樹さんは、村の発展に役立て

てくださいと 1 月 29 日、村に50万円を寄付され

ました。

村では高額な寄付に感謝申しあげるとともに、

図書館の図書購入等教育文化の向上のために役

立たせていただきます。ありがとうございまし

た。

ふるさとの広場Aソーン位置図 z

`

 

亡コェ事箇所

斎藤村長から日興リカ（株群馬工場（左）と（株大成群馬工場に表彰状を伝達

平
成
7
年
度
群
馬
県
統
計
大
会
が
1

月
2
6
日
、
群
馬
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
従
事
し
、

T
T
"
 

◇
統
計
調
査

通
商
産
業
大
臣
表
彰

労
働
大
臣
表
彰

農
業
共
済
事
業
の
発
展
に
長
い
間
貢

献
さ
れ
た
斗
合
田
の
江
森
友
治
さ
ん
は
、

1
月
2
6
日
に
行
わ
れ
た
群
馬
県
農
業
共

済
事
業
推
進
大
会
で
表
彰
を
受
け
、
3
0

日
に
村
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

江
森
さ
ん
は
、
損
害
評
価
会
委
員
、

損
害
評
価
委
員
な
ど
の
要
職
を
1
5
年
も

の
永
年
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

◇
農
業
共
済
事
業

永
年
勤
続
役
員
表
彰

的
確
．
迅
速
な
調
査
と
統
計
思
想
の
普

及
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々

が
表
彰
を
受
け
、
本
村
で
は
3
0
日
に
村

長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
通
商
産
業
大
臣
表
彰

〔
工
業
統
計
調
査
〕
株
式
会
社
大

成
群
馬
工
場

◎
通
商
産
業
省
調
査
統
計
部
長
表
彰

〔
工
業
統
計
調
査
〕
小
林
敬
（
株

式
会
社
大
成
群
馬
工
場
）

◎
労
働
大
臣
表
彰

〔
毎
月
勤
労
統
計
調
査
〕
日
興
リ
カ

株
式
会
社
群
馬
工
場

(5) 平成 8 年 3 月 10 日（日）
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真剣な表情で式にのぞむ中学巳年生

二
月
三
B
、
中
央
公
民
館
で
立

春
式
が
行
わ
れ
、
中
学
二
年
生
一

五
六
人
は
誇
り
と
責
任
を
自
覚
し
、

希
望
に
満
ち
て
生
き
て
行
こ
う
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
橋
本
校
長
、
担
任
教

諭
ら
関
係
者
お
よ
び
、
米
賓
と
し

て
村
長
、
議
長
、
館
林
警
察
署
長

な
ど
十
六
人
が
参
列
し
、
出
席
し

た
中
学
二
年
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

式
は
、
ま
ず
―
一
年
生
の
小
牧
良

充
君
の
指
揮
、
渡
辺
小
百
合
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
り
、
国
歌
を

出
席
者
全
員
で
斉
唱
。
次
い
で
野

木
村
教
育
長
が
、
い
じ
め
問
題
も

含
め
な
が
ら
「
か
け
が
え
の
な
い

命
は
何
よ
り
も
大
切
な
も
の
で
す
。

た
っ
た
一
度
の
人
生
を
精
い
っ
ぱ

い
生
き
抜
い
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
を
述
べ
た
後
、
二
年
生
代
表
者

澁
澤
真
樹
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
方
々
か
ら
も
「
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
自
分
に

ふ
さ
わ
し
い
進
路
を
選
び
、
迷
わ

ず
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
る
と
、
二
年
生
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
年
生
を
代
表
し
て

（
中
2
)

佐
瀬
美
和
子
さ
ん
が
「
激
励
の
こ

と
ば
」
、
対
し
て
二
年
生
を
代
表
し

て
木
暮
和
範
君
が
「
お
礼
の
こ
と

ば
」
を
読
み
上
げ
、
式
を
終
了
し

ま
し
た
。

式
終
了
後
、
丸
山
幸
男
さ
ん
（
本

村
出
身
弁
護
士
）
を
招
き
、
「
僕
ら

の
少
年
時
代
と
い
ま
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

l

O

.

 

明
祝

数 吉 委 昂 会

式

156 
人

が
立
春
式

誇
り
と
責
任
を
自
覚

祝辞を述べる斎藤村長

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ

う
に
盛
大
な
立
春
式
を
催
し
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
村
長
さ
ん
を
は
じ
め
多
く

の
ご
来
賓
の
方
々
に
は
お
忙
し
い
中
、

ご
臨
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
生
徒
一
同
を
代
表
し
て
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
両
親
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
十
四

立
春
式
を
迎
え
、
大
人
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
一
年
前
、
私
た
ち
も
大

人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
こ
の
一

年
間
で
自
分
の
行
動
に
対
し
責
任
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
礼
の
こ
と
ば

2年生代表

木暮和範君

3年生代表

佐瀬美和子さん

激
励
の
こ
と
ば

二
十
一
世
紀
の
高
齢
化
社
会
を
控
え
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
美
し
い
心
を
育

て
、
責
任
あ
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
日

の
立
春
式
に
あ
た
り
、
今
何
を
す
べ
き

か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
る
時
で
す
。
助
け
合
い
、
励
ま
し
あ

え
る
よ
き
友
を
つ
く
り
、
一
緒
に
地
域

社
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
人
は
一

人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
集
団
生

活
を
送
っ
て
い
く
う
え
で
、
お
互
い
に

尊
重
し
あ
い
、
必
要
と
す
る
温
か
い
社

会
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

i
 

大
き
く
成
長
し
た
も
の
の
、
心
の
中
は
一

ま
だ
幼
く
、
周
り
の
方
々
の
援
助
が
な
i

く
て
は
、
何
も
満
足
に
成
し
遂
げ
る
こ
一

一一

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
立
春
式
を
迎
え
た
今
、
多
ii 

く
の
方
々
の
温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
一

を
心
に
し
っ
か
り
と
刻
み
、
自
分
た
ち
―

一

の
夢
に
向
か
っ
て
、
一
歩
一
歩
、
確
実
i

に
前
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
社
会
一

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
強
く
持
ち
、
一一一

自
己
の
言
動
に
責
任
を
負
う
こ
と
を
絶
，

え
ず
意
識
し
、
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
一
b
 

で
き
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
の
努
力
を
し
一

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

一

未
熟
で
い
た
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
i

b
 

私
た
ち
で
す
が
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
i

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
顛
い
い
た
し
ま
す
。
一

I
I

i

'
h
:
,
1
’

り
9
り
し

平成 8 年 3 月 10 B （日） (6) 
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▲ロックンロールのリズムに乗って•••中央保

▲あこがれの宇宙服、決まってるネ •西保

一
年
問
の
成
長
ぶ
り
を
披
露
し

よ
う
と
、
2

月
1
6
日
（
中
央
保
）

と
2
3
日
（
東
保
・
西
保
合
同
）
に

保
育
園
の
あ
ゆ
う
ぎ
会
が
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
だ
。
園
児
だ

ち
は
、
晴
れ
の
舞
台
に
向
け
て
、

岳
日
岳
日
＿
生
懸
命
練
習
し
、
あ

ゅ
う
ぎ
会
当
日
を
指
折
り
数
え
て

待
つ
て
い
ま
し
だ
。

会
場
に
は
父
田
や
家
族
が
、
わ

が
子
や
孫
の
応
援
に
大
勢
詰
め
か

け
、
子
と
も
だ
ち
の
元
気
い
つ
ば

い
の
演
技
に
、
惜
し
み
な
い
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
だ
。
ま
だ
、
一

人
暮
ら
し
の
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
招

待
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
て
い
だ
よ
う
で
す
。

▲女優さんみたい…西保

-:' • 一1ー・ヤ、一 ·’ — — ` --そ
▲チビッコふうスマップだぞ．I •••東保

(7) 平成 8 年 3 月 10 日（日）



肩
を
組
ん
で

気
持
ち
は
ひ
と
つ

. ` •
お
・
. ... 

．
．
七
ヽ

. 
. 

ヽ

” •• 

地域の話題なと身近な情報を広報係まで

あ寄せください。まだ掲載されだ写真は

差し上げますので、役場企画課までご連
絡ください。 役場合84-3111

大きくなったね
一幼稚園で生活発表会一

, . 

` ' 聖歌隊?!ちょっとすまして

リン・リン・

チリィーン

1

年
間
の
成
長
ぶ
り
を
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

に
見
て
も
ら
お
う
と
2
月
下
旬
、
東
・
中
央
・
西

幼
稚
園
で
「
生
活
発
表
会
」
が
行
わ
れ
、
園
児
た

ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

3
園
と
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用

意
さ
れ
、
園
児
た
ち
は
劇
や
合
奏
、
踊
り
、
紙
芝

居
な
ど
を
精
い
っ
ぱ
い
演
じ
て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
「
子
ど
も
が
一
歩
一
歩
成
長

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
、
今
日
の
演
技
は
見
事
で

す
ね
」
と
、
感
慨
深
そ
う
で
し
た
。
ま
た
、
わ
が

子
の
演
技
に
身
を
乗
り
出
し
て
見
入
り
、
盛
ん
な

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

力
わ
い
く

決
ま
っ
だ
で
し
ょ
。

親子で竹馬作 0
ょ一塁ー蕊—•一

中央幼稚園で 1 月 20 日、家庭教育学級が開かれ、昔な

がらの伝統ある竹馬作りに親子で挑戦しました。

講師に千津井の野本伊勢松さんら 3 人の方々を迎え、

材料の竹は中谷の坂上藤次郎さん宅から寄付していただ

いたものです。

竹を火であぶり曲げるコツを教わりながら親子で真剣

に取り組みました。お父さん、お母さんたちは童心に返

って夢中になりながら作り「大変だったけれど、とても

よい思い出になりました」と汗を流しながら話していま

した。園児たちは出来上がると早速、手作りの竹馬乗り

を楽しんでいました。

平成 8 年 3 月 10 日（日） (8) 



自懺の芸を披露
郡老人クラブ芸能大会

邑
豆
＇

邑
楽
郡
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
一
堂
に
会

し
た
「
芸
能
大
会
」
が
2
月
2
2
日
、
村
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
会
員
の
幅
広
い
親
睦
と
交
流
を

図
る
た
め
、
郡
内
持
ち
回
り
で
毎
年
開
か
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
の
―
つ
で
す
。

各
町
村
代
表
た
ち
1
6
0
人
余
り
は
、
民
謡
、
舞

踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
多
種
に
わ
た
る
自
慢
の
芸

を
、
あ
で
や
か
な
姿
で
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

く
ら
い
に
元
気
に
披
露
。
会
場
か
ら
は
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

疇
9^o
e
 

ヽr

—•.. -

足元もかろやかに・・・・・・

おっとっとっ、やっと浮き輪が抜けたぁー／

慣れなし‘種目に悪戦苦闘
第 1 回新春水泳大会

明和海洋センターで 1 月 28 日、第 1 回新春水泳大

会が開かれ、小学生から成人まで延べ70人余りが参

加しました。

この大会は、新年の初泳ぎとしてレクリエーショ

ン競技を中心に、地域住民の交流の拠点として親睦

を深めることを目的に開かれました。

種目は、 T シャツを着て泳ぐ着衣泳や 1 分に近い

タイムで泳ぐトリムレース、小・中学生リレーなど。

参加者は、いつもこのプールを利用している人た

ちで、和気あいあいと楽しみながら練習の成果を発

揮していました。

手つくりは最寓の味
ソーセージづくり講習会

►

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
肉
詰
め
。

み
ん
な
の
視
線
も
＿
点
に
集
中
。

2
月

9
H

、
中
央
公
民
館
調
理
室
で
手
作
り
ソ

ー
セ
ー
ジ
と
花
寿
司
の
講
習
会
が
開
か
れ
、
1
5
人

の
主
婦
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
料
理
講
習
会
は
、

村
で
手
動
の
腸
詰
器
「
ス
タ
ッ
フ
ァ
ー
」
を
購
入

し
た
こ
と
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
利
用
し

て
も
ら
お
う
と
、
今
回
初
め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

館
林
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
落
合
久

美
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、
太
巻
き
の
花
痔
司

（
バ
ラ
の
花
・
山
茶
花
）
と
無
添
加
ソ
ー
セ
ー
ジ
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
ま
し

た
。
来
年
の
お
正
月
は
花
寿
司
で
も
て
な
し
ま
す
。

手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
市
販
品
と
違
っ
て
お
い
し

い
で
す
ね
」
な
ど
の
声
が
聞
こ
え
、
充
実
し
た
料

理
講
習
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

村
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
開
く

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 ◄ ソーセージと花寿司

これが完成品です。

(9) 平成 8 年 3 月 10 日（日）



ぽんてん

祈願に使う「梵天」

昔
か
ら
雹
は
馬
の
背
を
わ
け
て
降
る

と
の
た
と
え
の
よ
う
に
通
り
道
が
あ
る

と
い
わ
れ
、
そ
の
通
り
道
に
あ
た
る
と

No、フ

（，3，るさとの伝承～魯まつり］

思
わ
れ
る
地
域
で
は
、
そ
の
災
害
か
ら

ま
ぬ
紐
な
ら

免
れ
る
た
め
の
祈
願
を
す
る
習
わ
し
が

あ
り
ま
し
た
。
本
村
で
は
比
較
的
東
部

地
区
で
こ
の
よ
う
な
行
事
が
行
わ
れ
て

き
た
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
は
斗
合
田

の
「
雹
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。斗

合
田
で
は
昔
か
ら
三
月
十
五
日
に

「
雹
ま
つ
り
」
と
い
っ
て
、
そ
の
年
の

春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
雹
や
雷
に
よ
る

被
害
が
な
い
よ
う
に
祈
願
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
当
日
は
毎
戸
一
人
ず
つ
薬
王

寺
の
境
内
に
集
ま
り
、
祈
願
に
使
う

「
梵
天
」
を
作
り
、
そ
れ
を
地
区
内
の

七
つ
の
神
社
の
御
神
木
の
上
に
結
び
つ

け
、
雹
が
降
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
ま
し

た
。
そ
し
て
翌
二
月
十
六
日
か
ら
七
月

は
ん
げ

の
半
夏
の
日
ま
で
毎
日
代
表
二
人
が
順

番
を
き
め
て
板
倉
の
雷
電
神
社
に
参

拝
、
雹
よ
け
の
祈
願
を
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
雹
ま
つ
り
の
日
の
後
の
最

初
の
寅
の
日
（
初
寅
の
日
）
か
ら
寅
の

日
ご
と
に
半
夏
ま
で
、
上
の
組
は
長
良

様
、
下
の
組
は
天
神
様
を
会
場
に
役
番
ひ
ゃ
く

（
世
話
係
）
持
ち
回
り
で
雹
よ
け
の
百

ま
ん
べ
ん

万
遍
念
仏
を
行
い
ま
し
た
。
七
月
の
半

夏
の
頃
ま
で
に
は
麦
、
小
麦
等
の
刈
り

入
れ
も
一
段
落
す
る
の
で
、
半
夏
の
日

に
は
御
礼
の
百
万
逼
念
仏
（
オ
レ
グ

リ
）
を
や
り
、
み
ん
な
で
雷
電
神
社
へ

御
礼
に
行
く
の
が
例
で
し
た
。
し
か
し

時
代
の
移
り
変
わ
り
で
今
で
は
雷
電
神

社
へ
の
参
拝
も
省
略
、
百
万
遍
念
仏
も

初
実
の
日
と
半
夏
の
日
の
オ
レ
グ
リ
の

二
回
に
、
さ
ら
に
こ
の
オ
レ
グ
リ
も
七

月
三
日
の
阿
弥
陀
様
の
ま
つ
り
に
あ
わ

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
雹
ま
つ
り
の
「
梵
天
」
は

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
の
か
と
い
う

と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
す
。
ま
ず
直

径
約
十
伍
ン
、
長
さ
三
十
六
ン
位
の
巻
藁
を

作
り
、
そ
れ
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

た
形
に
切
っ
た
紙
を
巻
き
、
こ
れ
を
玉

糸
で
定
め
ら
れ
た
結
び
方
で
天
狗
の
顔

に
か
た
ど
り
ま
す
。
そ
の
上
部
に
は
青

竹
を
割
り
先
を
と
が
ら
せ
た
長
さ
二
十

伍
ン
位
の
串
（
ヤ
リ
）
と
、
長
さ
は
同
じ

位
で
三
角
に
切
っ
た
紙
を
先
に
つ
け
た

串
（
オ
デ
ン
）
を
そ
れ
ぞ
れ
三
本
ず
つ

さ
し
、
そ
の
下
部
を
四
訂
位
の
青
竹
の

先
に
取
り
付
け
、
青
竹
の
中
程
に
幣
束

を
結
び
つ
け
る
と
い
う
な
か
な
か
手
の

込
ん
だ
も
の
で
す
。
な
お
天
狗
の
顔
は

何
者
よ
り
も
強
く
、
ヤ
リ
、
オ
デ
ン
は

鋭
い
武
器
を
意
味
す
る
も
の
で
、
い
か
ま
じ
な

な
る
者
も
こ
こ
を
通
さ
な
い
と
い
う
呪

い
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

じ
）
き
ロ

※
今
月
の
「
ハ
ロ
ー
健
康
・
知
っ
て
得

す
る
食
情
報
」
は
、
お
休
み
し
ま
す
。

平
成
8
年
4
月
か
ら
、
よ
り
精
度

の
高
い
健
診
と
す
る
た
め
、
対
象
者

を
次
の
と
お
り
4
カ
月
児
、
7
カ
月

児
、
1
歳
児
と
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
発
育
、
発

達
を
み
る
の
に
大
切
な
も
の
で
す
の

で
、
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
程
は
、
今
ま
で
ど
お
り
第
2
木

曜
日
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
毎
月
の

広
報
を
ご
覧
に
な
り
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
都
合
で

ど
う
し
て
も
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

は
、
翌
月
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
4
回
実
施
し
て
い
る
乳

幼
児
健
診
は
、
む
し
歯
予
防
対
策
（
フ

ッ
素
塗
布
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
等
）

を
同
時
に
実
施
す
る
た
め
、
対
象
者

に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

〈
乳
児
健
診
の
流
れ
〉

・
問
診
↓
身
体
計
測
↓
診
察
↓
保
健

指
導
（
育
児
相
談
、
栄
養
相
談
等
）

平成8年度乳児健診予定表

健診日 1
平成8年

4月 11 日
対象者

5月 9 日 6 月 13 日 17月 11 日 8月 8 日 9月 12 日 110 月 11 日 111 月 14 日 112 月 12 日 1 平成9年 12月 13 日 13 月 13 日
1 月 9 日

生後

4 カ月児

年月生

7.12 

年月生

8.1 

年月生

8.2 

年月生

8.3 

年月生

8.4 

年月生

8.5 

年月生

8.6 

年月生

8.7 

年月生

8.8 

年月生

8.9 

年月生

8.10 

年月生

8.11 

7 カ月児 7.9 7.10 7.11 7.12 8.1 8.2 8.3 8.4 8.5 8.6 8.7 8.8 

4

月
か
＿
〇
変
わ
り
ま
ヲ

乳
児
健
診
対
象
者
が

1 歳児 7.4 7.5 7.6 7.7 7.8 7.9 7.10 7.11 7.12 8.1 8.2 8.3 

平成 8 年 3 月 10 日（日） (10) 



〔
競
技
優
秀
者
〕

◇
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
で
優
勝
し
た
者
お
よ
び
県

記
録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上

に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

◇
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上

表
彰
規
程

村
体
育
協
会
で
は
、
一
層
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
た
め
表
彰
規
程
を
定
め
、

該
当
者
を
表
彰
し
ま
す
。

該
当
者
は
、
社
会
体
育
館
へ
ご
神
五
絡

く
だ
さ
い
。

体
育
功
労
者
を

表
彰
し
ま
す

.~. 
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で
優
秀
な
成
績
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
3
位
以
内
、
全
国
大
会
6
位
以
内
）

を
収
め
た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◇
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
4

月

1
日
か
ら
翌
年
3
月

3
1
日
ま
で
と
し

ま
す
。

〔
功
労
者
表
彰
〕

◇
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者

◇
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者
、

た
だ
し
、
5
0
歳
以
上
の
者
と
し
ま
す
。

◇
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者

〔
感
謝
状
〕

◇
多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
お
よ
び
理

事
〔
特
別
賞
〕

◇
そ
の
年
の
4
月

1
日
か
ら
翌
年
の
3

月

3
1
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ

ア
大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日

本
代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者

※
こ
れ
ら
の
表
彰
を
受
け
る
場
合
は
、

い
ず
れ
も
村
体
育
協
会
お
よ
び
加
盟
の

各
種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
村
内
の

各
学
校
長
の
推
せ
ん
が
必
要
と
な
り
、

選
考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
、
正
副

理
事
長
お
よ
び
指
導
部
正
副
部
長
で
構

成
）
で
決
定
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
を

利
根
川
総
合
運
動
場
、
社
会
体
育
館
、

小
・
中
学
校
の
校
庭
、
大
輪
公
園
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
お
よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
、

ふ
る
さ
と
の
広
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

繰上げ・繰下げ支結

Q 私は現在59歳で、来年60歳になつだ
ときに請求しようかどう力迷つており
ますが、繰上げ支翻こついて教えてく
ださい。
A 老齢麟年金は、本来65歳力ら受結

することを基本としていますガ、希望
によって60歳力ら受給することガでき
ます。

このように、 65歳前に請求して受給
することを繰上げ支給といいます。ま
だ、反対に繰下げ支給といって65歳以
降に請求する方法もあります。
なお、各年齢にあける支給率は表の
とありですか一度受給するとその支
給率は生涯変わりませんので注意ガ賜
要です。

繰上げ支給 繰下げ支給

支給開始年齢 支給率 支給開始年齢 支給率
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※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
み
な
さ
ん
に
公
平

円
滑
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
代

表
者
会
議
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
の

で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
3

月

2
2
日
命
午
後7
時
1

◇
場
所
中
央
公
民
館

◇
対
象
5
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の
監
督

者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

二一溢·ニー
優勝した「明和クラブ」

代
表
者
会
議
開
催

A
フ
ロ
ッ
ク

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
リ
リ
ー
ズ

を
利
用
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録

が
必
要
で
す
。

か
ん
ぽ
健
康
増
進
支
援
事
業

第
1
1
回
協
会
杯
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

B
フ
ロ
ッ
ク

優
勝
新
生
ク
ラ
ブ

優勝した「新生クラブ」

(11) 平成 8 年 3 月 10 日（日）



福祉タクシー利用の

対象者は申請ください

在宅の障害者等が外出時にタクシ

ーを利用する場合、料金の一部を補

助する「福祉タクシー利用券」を毎

年度申請により交付しています。平

成 8 年度は、補助額を600円から基本

料金 (650円）としました。なお、申

請要領等は次のとおりです。

◇対象者

①身体障害者手帳 1 • 2 級の方

②療育手帳の障害程度がA·B の方

③70歳以上の 1 人暮らし世帯

④70歳以上と他方が65歳以上の 2 人

暮らし世帯

⑤母子家庭世帯
※①②については、自動車税、軽自

動車税の減免を受けていない方

※③④⑤については、四輪自動車を

所有していない世帯

◇補助額

運賃のうち基本料金 (650円）を補

助

◇利用券の交付

対象者 1 人につき年間40枚交付

（年の途中申請は月割交付）

◇利用方法

タクシーの運転手に身体障害者手

帳等を見せ、利用券を 1 枚渡して

ください。

◇利用できるタクシー

川俣タクシー、館林無線タクシー

共同配車センター加盟社（多々良

タクシー、館林合同タクシー、つ

つじタクシー）、矢島タクシー、す

みれタクシー、朝日タクシー

※申請していない方は、地区の民生

委員または福祉課合（84)4926へご連

絡くださしヽ。

自分の資産を縦覧

してみませんか

土地、家屋および償却資産の所有

者に課税される固定資産税は、納税

者からの申告によらないで課税する

賦課課税方式という方法をとってい

ます。そこで本村では、賦課の基礎

となる固定資産税課税台帳の内容を

ご覧いただくために、縦覧期間を設

けています。この機会にご自分の所

有資産を確かめてはいかがですか。

◇期間 4 月 3 日（水）～ 22 日（月）

◇時間午前 9 時～午後 5 時

◇場所役場税務課

◇縦覧できる人

①納税者本人

②納税者の同意・委任を受けた人

③納税管理人

※詳しくは、役場税務課合 (84)3111 

（内線344) へお問い合わせください。

新用途地域

決定図書を縦

新しい用途地域の決定が 3 月 1 日

に告示になりました。

切り替えの対象地域は、市街化区

域の全域です。

決定した関係図書は、役場都市開

発課でご覧ください。

※詳しくは、役場都市開発課ff(84) 

3111 （内線354) へお問い合わせくださ

しヽ。

建築物の「耐震診断・

改修相談所」開設

県では耐震診断・耐震改修の相談

窓口を開設しました。お住まいの耐

震診断と補強方法について、お気軽

にご相談ください。

◇開設日時月曜日～金曜日（祝日

を除く）、午前 8 時30分～午後 5 時

◇開設場所館林土木事務所建築課

および県庁建築課
◇相談費用無料

◇持参資料 お住まいの間取り図等

がありましたらお持ちください。

※詳しくは、館林土木事務所合（72)

4355へお問い合わせください。

票営コルフ場の予約

はすべて電話で

県営ゴルフ場の予約は、 4 月プレ

- (3 月 1 日予約開始）分からすべ

て電話受け付けになります。

◇申し込み方法 0平日…毎月 1 日

から (1 月 1 日は翌日から）翌月

プレー分を随時受け付け 0 土日

祝日…毎月 5 日から翌月プレー分

を随時受け付け（新玉村は毎月 10

日から受け付け）

◇受付時閻午前 8 時～午後 5 時

◇申し込み先 プレーを希望するゴ

ルフ場へ電話でお申し込みくださ

しヽ。

◇対象となるコルフ場上武、玉村、
前橋、板倉、新玉村、新太田

※詳しくは、群馬県観光開発公社合

0272 (55) 5451へお問い合わせください。

くらし

の

情報・案内
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◇日時＝ 4 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 4 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。
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◇日時＝ 4 月 11 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 4 月 2 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 4 月 15 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
9 ．マ〇ご 0=0 ご 0 二 0 二 0 ご 0 二 e=0 二 o=o 二 0 二 C 二 0 二 3 ご 0=.:c=0 二 0 二 0 二 0 二 e·こ 0 こ 0 こく？
-------··-··········-・-- -・▲―- ---··ー．．．．．．．ー·· oｷｷ •• - •• - - - ··ー·· ·噸-············----・“

9[i羹：遥言事遠厄桐談言
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◇日時＝ 4 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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言令臼逍筐巳の言冑納言税[9]
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◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 3 月 29 日（金）

平成 8 年 3 月 10 日（日） (12) 



票立館林高等技術

専門校生徒募集

◎専修訓練課程

◇廊募資格 中学校卒業（卒業見込

み）以上の人

◇募集科目・定員・期間

0機械科 10人 1 年間

0 自動車整備科若干人 1 年間

◇廊募期限 3 月 18 日（月）

◎短期課程

◇廊募資格学歴、年齢の制限なし

◇募集科目・定員・期閻

〇板金科 20人 6 カ月間

◇廊募期限随時受け付けします。

※詳しくは、群馬県立館林高等技術

専門校云（72)0229へお問い合わせく

ださい。

票立桐生女子高等学校

（通信制課程）生徒募集，

県立桐生女子高等学校には通信制

課程があります。男女共学の普通科

で、年齢に関係なく入学できます。

月に 2 回ほど（隔週の日曜日）登校

すればよいので、家庭の主婦や働き

ながら学ぼうとする人にとっては、

大変好都合の勉強方法です。

なお、高等学校（全日制、定時制、

通信制）の中途退学者は編入学が許

されます。

◇応募資格 中学校もしくはこれに

準じる学校を卒業（卒業見込み含

む） した人

◇入学願書受付 4 月 2 日（灼まで

※詳しくは、県立桐生女子高等学校

通信制課程合0277(32)2182へお問い

合わせください。

自然に親しむ「親と子

のつどい」参加者募集

◇期日 5 月 3 日（鉗～ 4 日（士） 1 泊

2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家（藪

塚本町大字藪塚3657)

◇内容新緑の中でのウォークラリ

一、野外炊事、登山等

◇定員親子120人（先着順）

◇費用 1 人2,600円

◇申込期間 3 月 11 日（月）～ 4 月 12 日

（金）

◇申込方法住所、氏名、性別、年

齢（学年）、電話番号を電話かファ

ックスで

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

ffi)277 (78) 5666、 FAX.0277 (78) 7322ヘ

お問い合わせください。

最新コンピュータ

技術体験講座

太田情報商科専門学校では、最新

のコンピュータ技術を体験できる「ウ

ィンドウズ'95 ·インターネット体験

] 館林邑楽地区 館林地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科

白沢医院大神医院 田内医院新橋病院
3 月 17 日

合 (72) 1600 合 (62)2200 合 (72) 3855 合 (75)3011

日
大塚医院 海宝医院

3 月 20 日
合 (72)0176 合 (74)0811

当 横田（婦）医院 川田（耳）医院 横田（善）医院 川島脳外科
3 月 24 日

合 (72)0255 合 (72)3314 合 (72)4970 合 (75)551 I 

浜野病院 川村医院 神尾医院 小曽根医院

番
3 月 31 日

合 (88)5678 合 (72) 1337 合 (75) 1288 合(72)7707 

真中医院 川田（耳）医院 ゆたか医院 慶友病院
4 月 7 日

医
合 (72) 1630 合 (72)3314 合 (73)7308 合 (72)6000 

土井クリニック 小倉医院 橋田クリニック 礫川堂医院
4 月 14 日

合 (72)8841 合 (72)0606 合 (72)0001 合 (74)0184

(13) 平成 8 年 3 月 10 日（日）

講座」を開催します。

◇期日〔一般対象〕 3 月 25 日（月）・ 26

日（灼・ 28 日（木）のいずれか 1 日

〔教育関係者対象〕 29 日（命・ 30 日

（士）のいずれか 1 日

◇時間午前 9 時30分～午後 3 時30

分

◇会場太田情報商科専門学校（太

田市東長岡町1361)

◇内容 ウィンドウズ'95 とインター

ネットの基礎講義・実習（初心者

向け）

◇費用 無料（ただし、教材費・昼

食費1,000円は別途負担）

◇申し込み 3 月 18 日（月）までに太田

情報商科専門学校合フリーダイヤル

0120-168109へお申し込みください。

洒外体験航洒 B&G

「少年の船」参加者募集

◇期日 7 月 22 日（月）から 29 日（月） ( 7 

泊 8 日）

◇渡航先 グアム・サイパン

◇対象者村内の中学生および高校

生の男女

◇募集人員 2 人（本村推薦人数）

◇参加費 137,000円（村で半額補助）

◇申し込み 4 月 5 日（釦までに明和

海洋センター合 (84) 5511へお申し

込みください。

匂
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千代田 赤文 [ 人祝
板倉地区

明和地区
更科日
にのは

なにみ! る限一

増田医院 竹越医院 ；くよ 畠合 (82)2255 合 (84)3137
あ 言 院
り―
まは 合

ょ｀
(72) 
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館林地区と 館林地区と 塁 9 4 

゜しで ‘--/ 

同じです。 同じです。
てで が
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館林地区と 館林地区と ら゜ 当
受 し

同じです。 同じです。 吾ロク^ ま
し す
て ゜

館林地区と 小西医院 < 内
だ 科

同じです。 合(86)2261 さ
し‘ 外

゜ 科
井上医院 館林地区と

合 (82) 1131 同じです。 喜
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明和蹴球部
代表島田聡

村の人口と世帯 2月の救急車出動回数
3月 1 日現在

世帯 数 3 I 163戸 ●交通事故 5 件

人口総数 I I, 418人
●急 病 10 件

男 5,751 人・女 5,667人

(2 月中の動き） ●そ の 他 2 件

出生 3人・死亡 12人 . 計 17 件
転入 31 人・転出 36人

況 芸
ジJ』 虔令

天
覆
う
巨
岩
そ
そ
り
て
せ
ば
ま
れ
る

谷
底
を
行
く
人
は
小
さ
し

タ
ロ
コ
峡
谷
（
台
湾
）
江
森
政
美

私
た
ち
明
和
蹴
球
部
は
、
昭
和

六
十
二
年
度
卒
業
の
、
明
中
サ
ッ

カ
ー
部
O
B

を
中
心
と
し
た
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。

平
成
五
年
に
J
リ
ー
グ
が
発
足
、

明
和
村
で
も
第
一
回
村
民
サ
ッ
カ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
早
速
、
昔
の
仲
間
に

声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
二
つ
返
事

で
懐
か
し
い
面
々
が
勢
ぞ
ろ
い
。

明
和
蹴
球
部
の
誕
生
で
す
。

全
員
そ
ろ
っ
て
の
練
習
は
な
か

な
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ボ

ー
ル
に
か
け
る
気
持
ち
は
一
っ
‘

目
と
目
で
通
じ
合
う
見
事
な
連
携

ア
）

ほ
ろ
ぎ短

歌
会

だ
ま
わ
れ

日
溜
り
の
ベ
ン
チ
の
吾
に
会
釈
し
て

行
き
し
は
誰
か
思
い
出
だ
せ
ず

柿
沼
ま
つ

車
椅
子
高
架
ホ
ー
ム
に
上
げ
や
り
て

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
寄
る
青
年
を
待
っ

立
岡
正
夫

ち
ま
た
で
ま
わ

巷
に
は
レ
ト
ル
ト
食
品
出
廻
れ
どひづ

一
日
か
け
て
氷
頭
を
粕
煮
す

奈
良
原
き
く
の

か
ら
ま
つ

高
原
の
空
を
焦
が
せ
し
落
葉
松
の

う
ず

丈
を
埋
め
て
白
き
ス
キ
ー
場

瀬
下
一
江

プ
レ
ー
（
大
ウ
ソ
）
で
優
勝
。
そ

し
て
第
二
回
、
第
三
回
大
会
と
苦

戦
な
が
ら
も
優
勝
と
、
大
会
三
連

覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

普
段
メ
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バ
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群
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リ
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グ

等
、
別
々
の
チ
ー
ム
で
活
躍
し
て

い
た
り
、
学
生
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方
に
下
宿
し

て
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り
と
バ
ラ
バ
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で
す
が
、

年
一
回
村
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
た

め
に
集
ま
り
ま
す
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七
夕
様
の
よ

う
な
チ
ー
ム
で
す
が
、
み
ん
な
仲

が
よ
く
、
サ
ッ
カ
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が
好
き
で
酒

が
好
き
。
こ
れ
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
み
、
そ
し
て
勝
利
の
美
酒

に
酔
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

大青金飯小森石橋小奥松篠
津木子塚林尻崎本桐澤本原氏
千檀ゆ
と次次立tき孝イ正マヨ評す名
＜郎郎早ゃ子 ク道ンシーぃ

1
1

あ
く
や
み
I
I

年
齢
世
帯
主

8
9
嘉
一

8
2
光
江

8
4
信
行

8
8
仁
雄

7
4
貴
好

8
1
孝
一

8
7

稔

8
1
吉
田
長
治
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三
郎
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代
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令

8

卑

8
1
孝
男

一
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集
後
記
―

幼
稚
園
・
保
育
園
生
活
の
ま
と
め
の
時
期
を

迎
え
た
二
月
、
園
児
た
ち
が
発
表
会
で
一
年
間

の
大
き
な
成
長
ぶ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
で
、
私
の
広
報
経
験
は
ま
も
な
く
一
年
。
毎

月
の
紙
面
作
り
で
反
省
点
ば
か
り
。
今
後
も
、

魅
力
あ
る
紙
面
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
®

二
月
も
後
半
を
迎
え
る
と
、
一
年
間
の
お
さ

ら
い
会
が
各
園
で
開
か
れ
ま
す
。
思
い
出
と
し

て
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
載
せ
た
い
の
で

す
が
、
紙
面
の
都
合
上
そ
れ
は
無
理
。
写
真
一

枚
を
選
ぶ
に
も
一
苦
労
で
す
。
掲
載
で
き
な
か

っ
た
人
、
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
⑪

保
育
園
の
お
ゆ
う
ぎ
会
と
幼
稚
園
の
生
活
発

表
会
。
子
ど
も
た
ち
は
、
何
を
や
っ
て
も
か
わ

い
い
で
す
よ
ね
。
私
も
そ
ん
な
か
わ
い
い
時
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
と
回
想
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
み
ん
な
、
早
く
大
き
く
な
ぁ
ー
れ
。
®

金
子

男

田
口

男

栗
原

男

氏 ー
あ
め
で
だ
ー

義t拓汀憂閃名
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父
母
名
性
別

亡義由吉弘英
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タ人子政美明
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ヶ大津大合合江江 称大 大
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※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

平成 8 年 3 月 10 日（日） (14) 
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